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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　永世中立国にして武力に長たけるアルビレオ星せい王おう国こくの第二王女だが、星王国特有の特殊な力を宿さない──無能力の第二王女と聞けば、人はどんな王女を思おもい浮うかべるだろうか。

　アルトゥール・フォン・ヴィッセンは『無力で儚はかなげな王女』をまず連想した。

　思いこみと言われればそれまでだが、実際の第二王女は以下の通りだ。




　とある日の謁えつ見けん室しつ。

　寝ね椅い子すを思わせる玉座に腰こしかけた星女王メーデアが面おも白しろがるように頰ほお杖づえをついている。その視線の先では、歳とし若わかい女によ官かん二十名ほどが横に広がって並んでいた。




「「どうぞお好きな女官を侍じ女じよに!!」」

「え？　侍女はいらないよ？」




　異い口く同どう音おんで響ひびいた期待にはずむ声は、爽さわやかに一刀両断される。

　選せん択たくを迫せまられた渦か中ちゆうの人物は、切れ長の天藍石ラピス・ラズリの目を優やさしく細めていた。かしげられた首と一いつ緒しよに、凜りんとした面おも立だちを縁ふち取どる高く結ゆい上あげた銀ぎん朱しゆ色いろの長ちよう髪はつも揺ゆれる。

　その長身がまとった純白の騎き士し服の胸むな元もとで誇ほこらしげにきらめくブローチ──『星のきらめきと双そう剣けん』を模した徽き章しようは、星王国では最上位の騎士〈星騎士パラデイン〉に授じゆ与よされるものだ。

　おとぎ話に登場する『王子様』のごとく凜り々りしい彼女──リュカリス・ディオ・アルビレオこそ、この星王国の無能力の第二王女である。

　ずっと『第二王女の護衛騎士』とばかり思っていた相手が、第二王女当人だとアルトゥールが知ったのは先日のことだ。女官たちに持てはやされる姿や〈星騎士パラデイン〉の徽章から、『男』だと思いこんでいたせいもあるが、自分でもよくぞここまで気づかなかったと思う。

（俺おれもたいがい間ま抜ぬけだったな）

　リュカリス自身には性別や身分を偽っていたとか、噓うそをついていたという意識はない。

　当然だ。彼女は最初からアルトゥールを『婚こん約やく者しや殿どの』と呼び、『アルトゥールの婚約者』として振ふる舞まってきたのだ。深読みしすぎたアルトゥールのせいであって、彼女に罪はない。

　過去の無意味だった懊おう悩のうを振ふり返かえると、羞しゆう恥ちがこみあげてくるが──それはそれとして。

　一刀両断された女官たちが悲鳴を上げ、前のめりで迫ってきた。

「リュ、リュカリス様ぁ！　ど、どうしてですか！」

「わたくし、アルカディア流護身術の免めん許きよ皆かい伝でんを受けましたわ！　帝てい国こくでもお役に立てる自信があります！　どうぞわたくしをお選びください！」

「はあ？　なら私だって！　この間、大だい蛇じやを素す手でで倒たおしました！」

「それ、どういう状じよう況きようなわけ……」

　勢いにドン引きしていたアルトゥールもさすがに突つっこんでしまう。

　いきなり謁見室に呼び出されたかと思えば、リュカリスの侍女候補たちが待ち構かまえていたのだ。まったくもって意味がわからない。

　宰さい相しようカリオスと共にかたわらに控ひかえていた、女官長らしき老女が眉み間けんを押おさえている。あきらかに疲つかれきっており、ひっつめた白髪しらがも心なしか艶つやがない。

「……大変申し訳ございません。リュカリス様の輿こし入いれ先であるヴィッセン帝国までお供し、どうしてもお世話したいという志願者が後を絶たず……これでも選せん抜ばつしたのですが」

「この人数で選抜……？」

「低次元のキャットファイトが勃ぼつ発ぱつ──ごほん、いえ。私どもでは選びきれず、リュカリス様に判断を委ゆだねることにしたのですが……やはり、侍女は不要でございますか」

　逆立ちしたって選抜した人数とは思えないが、女官長が念を押すように再度問う。

　リュカリスは逡しゆん巡じゆんすることなく笑え顔がおで頷うなずく。

「うん。輿入れは単たん騎き出しゆつ撃げきのつもりでいたし、侍女はいらないかな！」

「リュカリス殿……婚こん姻いんは戦いくさではないとあれほど……うっ！　胃が、胃が痛い……」

「その発想からして、アンタと同じ次元で生きている気がしないよ」

　星女王は静観するばかりで、胃を押さえる宰相には同情を禁じえない。

　まぁ単騎出撃もあながち間ま違ちがいと言い切れないが、アルトゥールはため息をついてから事の発ほつ端たんを思い返した。




　──それは数ヶ月前まで遡さかのぼる。

　ヴィッセン帝国の皇太子と、アルビレオ星王国の第二王女の政略結けつ婚こんがまとまったのだ。

　アルビレオ星王国は四方を大国に囲まれた小国だが、吹ふけば飛ぶようなそのへんの小国と違ちがい、特別な鉱石や珍めずらしい生き糸いとの織おり物ものなどの産業が盛んである。『交易の要所』でもあるため徴ちよう収しゆうする通行税だけでもかなり豊かで栄えた国といえるだろう。

　なにより特殊な力によって、大国と渡わたり合あうだけの国力があった。

　対するヴィッセン帝国は四大大国の一国に数えられる科学大国だ。

　智ち者しやを尊び、科学を讃さん美びする帝国がもっとも先進的にして排はい他た的てきと謳うたわれる要因は、科学で実証できない事象を忌いみ嫌きらうことにあった。

　隣りん国ごくである星王国ではまさに『非科学的な現象』が数多く起こる。中でも王族は特殊な力を用もちいて戦うため、「隣国に化け物が住まうなど安心して暮らせない、ゆえに排はい除じよすべきだ」との古くから変わらない強きよう硬こう派はの主張に根深さが窺うかがえる。

　相反する二国は建国以来戦が絶えず、ここ百年にいたっては冷戦状態にあった。

　公表すれば大陸中が騒そう然ぜんとする前ぜん代だい未み聞もんの婚約だろう。

　そんな二国がなぜ政略結婚の合意に到いたったのか。

（先のことを考えれば、星王国への偏へん見けんと差別は非生産的すぎるからな）

　当代のヴィッセン皇こう帝ていクレメンスは理知的な保守派だ。

　強硬派の活動が下火になっている今が、無益な諍いさかいに終しゆう止し符ふを打つ──帝国人の星王国への意識を変えるきっかけを作る好機といえた。

　アルトゥールは元々人間不信気味だが、中でも貴族が嫌きらいだ。貴族がどうなろうと知ったことではないが、戦争が起きたら煽あおりを喰くうのは一いつ般ぱん市民である。

　皇太子として国益と国民の安全を優先して考えるのは当然の義務で、政略結婚に否いなはなかった。未来の国民にとって最善の選択になると判断したからだ。

（……まぁ、こいつがどこまで理解しているのかは疑問だけどさ）

　アルビレオ星王国が永世中立を貫つらぬく以上、この政略結婚に同盟のような効力はない。

　帝国でなにがあろうと国として支し援えんしないし、自国の問題にも首を突っこませることはないだろう。自国を守るために武力を磨みがこうとも、自分たちから他国を攻せめはしない。

　それが永世中立国としての、アルビレオ星王国の立場というものである。

　つまり、リュカリスが供もつけずに帝国に輿入れするとしたら孤こ立りつ無む援えんということだ。

「……アンタ、王女なのにお付きの侍女はいないわけ」

「確かに私は王女だけど、普ふ段だんは騎士団に所属しているからね。騎士としての立場で活動することが多いから、侍女をつけてもらっても悪いしさ」

「…………ふぅん」

　苦笑いするリュカリスに、アルトゥールは気のない相あい槌づちを打つ。

　なにからなにまで『王女』という型にはまらない人間である。

（供を連れていった場合の帝こ国つ人ちの拒きよ絶ぜつ反応を想定──はしてないか、こいつだしな……）

　経験上、彼女はなにも考えていないだろう。

　アルトゥールはわずかに目線を逸そらし、唇くちびるをひと舐なめしてから口を開く。

「──もし、アンタが」

「ん？　私が？」

「一人じゃ心細いなら……侍女くらいなら、本国に連れてきてもいいけど」

　ぼそぼそと早口で告げれば、彼女は驚おどろいたように目を丸くした。

　リュカリスの件では深読みしすぎたが、アルトゥールに限ったことではない。

　帝国人の多く──特に宮きゆう廷ていでは裏を読み合い、駆かけ引ひきをするのが常である。

　だから仮に侍女を連れて輿入れした場合、宮廷人は「なにか企たくらんでいるに違いない」と疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるだろう。リュカリスがなにも考えていなくても、だ。

（帝国人の侍女をつけるとしても、自国の侍女相手とは違うだろうしな）

　文句は出るだろうが、侍女一人だけなら理由をつけて納なつ得とくさせられるだろう。

　手間がかかっても、リュカリスが望むなら叶かなえてやるのは吝やぶさかではない。

　アルトゥールが再び隣となりを窺うと、リュカリスは嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「本当に侍女はいいんだ。元々一人で輿入れするつもりでいたから」

「……今さら遠えん慮りよとか、俺を振り回したアンタらしくないな」

「別に遠慮してないよ。そりゃ、みんなに気軽に会えなくなったら寂さびしくなるだろうけど、心細くなったりはしないと思うんだ」

　そこで言葉は区切られ、笑えみが深まる。夜空色をした双そう眸ぼうがさらに澄すみ渡わたっていく。

　──まずい。

　なにがまずいのか自分でもわからないが、この笑みはとにかくよくない。

　咄とつ嗟さに身構えた時、リュカリスは柔やわらかな声で続けた。

「なじみの侍女がいなくたって、私は一人じゃないよ。だって、アルトゥールがいるからね。君がいるから、帝国での生活も今からすごく楽しみだよ」

「……ぐっ！」

　アルトゥールは胸を押さえてうめいた。衝しよう撃げきに備えていたのに頰ほおが熱くなっていく。

（こ、こいつに他意はない……深い意味だってない……！　深く考えるな……！）

　そう念じるものの、動どう揺ようを殺しきれない。

「は、はぁ？　俺がいるからって、なに。アンタを構ったりする暇ひまなんてないから。俺は本国じゃそれなりに忙いそがしいんだ」

「あ、そういえば君は科学者だったね。研究するのに忙しいのか……そっかぁ」

「うぐぅ！」

　リュカリスのしゅんと肩かたを落とす姿に、アルトゥールの心は追おい討うちをかけられた。

　なんなんだこいつ！　ぎりぎりと歯は軋ぎしりする。

　口にしたくない。本当は死んだって言いたくないが──ここまであからさまに『残念』と態度に出されてしまうと、どうしようもなかった。

「……あ、頭の足らないアンタと違って、俺は優ゆう秀しゆうだからな。休きゆう憩けい時間の暇つぶしでなら……相手をしてやっても、いいけど」

「本当!?」

　パッと表情を明るくさせるも、すぐなにかに気づいたように口ごもった。

「だけど、頭って使ったら疲れるよね……？　アルトゥールは私みたいに知ち恵え熱ねつは出さないだろうけど、無理したらいけないよ」

「……なんでアンタ相手に俺が無理しないといけないわけ。暇つぶしって言っただろう」

「ならいいけど……でも君さえよければ、研究室？　ってやつを見学させてくれるだけでも充じゆう分ぶんだよ。話せなくても君のすることなら、眺ながめているだけでも楽しそうだし！」

「アンタ、それわざとか!?　もういい加減にしてくれ……」

「へ？」

　嬉しいな嬉しいな！　と全身で物語る相手に、アルトゥールはとうとう音を上げた。

　本国で、自分の研究を理解してもらおうと思ったことはない。

　国民が喜んでくれることでも、宮廷では『くだらない発明』と一いつ蹴しゆうされることだからだ。もっと実用的な発明を、とせっつかれることが多かった。

（……俺の発明品に興味を示してたし、本心なのはわかるけど……）

　以前、話の流れでどんなものか教えた時、裏表のない賛辞を送られたのは記き憶おくに新しい。

　理解されたいとは思わない。リュカリスの頭じゃ、半分も理解できないだろう。

『皇太子』に心は必要ない。ただ役目をまっとうすればいい。

　それでも──どうしようもなく、心が動く。

　リュカリスなら本当に、見ているだけでさえ楽しむだろうことがわかるから。

　自分の好きなものを受け入れられた感覚に慣れず、ついキツイ口調になってしまったが、リュカリスは特に気にした素そ振ぶりもなく、きょとんとしているだけだ。

　まばたきを繰くり返かえす相手から顔を背そむけ、今にも緩ゆるみそうになる口くち許もとを片手で隠かくす。

「……ちょっと落ち着きたいから、しばらく話しかけないで」

「う、うん？」

　戸と惑まどいながらも頷く彼女を横目で見ながら、なんとか平常心を取とり戻もどしていると、「誰だれが一番腹筋が割れているか」という不毛な争いをしていた女官たちが押し寄せてきた。

「リュカリス様ぁ、考え直していただけませんか！　帝国でこそお世話をさせてください……！　侍女として、ぜひおそばに！」

「私、手刀の速さには自信があります！　どんな不ふ埒らちな輩やからも一いち撃げき必殺です！」

「リュカリス様が帝国でどうすごされるのかと想像するだけで、ウッ……動どう悸き息切れ興奮が……いえっ心配で心配で！　変装術ならあたくしにお任せを！」

「王族が王族なら、女官も女官で頭がおかしいな……」

　気持ちが落ち着いた矢先にこれである。

　一いつ瞬しゆんにして人の山に消えたリュカリスはというと、目を潤うるませて懇こん願がんする女官ひとりひとりと目を合わせるように首をめぐらせてからにっこりと微笑んだ。

「私を心配してくれているんだね。みんな、いつもありがとう」

「と、ということは！」

「でもやっぱり、私に侍女は必要ないかな」

「そんなぁ……」

「みんなの気持ちは嬉しいんだよ。だけど、君たちも私が護まもりたい愛すべき故郷の民たみの一員なんだ。帝国でなにかあった時、私だけの方が自由も利きく」

　声の調子も眼差まなざしもひたすら柔らかく、優しい。だが、内容に不ふ穏おんさが滲にじんでいるのは気のせいではないだろう。

　なにかあった時──まぁ確実になにかは起きるだろう。

　星王国人にとってヴィッセン帝国は──特に宮廷は、それだけ危険な場所だ。

　皇太子として手を尽つくせる範はん囲いのことは阻そ止ししていくつもりでいるが、一応、自身の立場を理解しているらしいことがわかったのはよかった。

（戦いに関する理解力は高いんだったな……意外でもないのか）

　アルトゥールはわずかに目を瞠みはってから納得する。

　戦せん闘とう力りよくにすべての能力を振っているせいなのか。普段のリュカリスはおっとりしている方だが、戦うとなった途と端たんに機き敏びんになるのだ。〈星騎士パラデイン〉の称しよう号ごうも飾かざりではない。

「陛へい下かがこの大役を任せてくださったのは、私が王女で、〈星騎士パラデイン〉で、なおかつ──無能力者で。『普ふ通つうの王女』でないことが重要なんだと思うから、君たちはここに残り、私を笑顔で見送ってくれないだろうか」

「リュカリス様……」

「大切な君たちが笑顔で暮らしていると思えば励はげみにもなる。この国に住まう愛すべき民の子々孫々まで憂うことのない未来を築くために、私なりにがんばってくるよ」

　唇は優しく弧こを描えがき、天藍石ラピス・ラズリの双眸が星ほし屑くずのようにきらめく。

　ふわりと浮かべられた笑みに、アルトゥールは目の前がチカチカとくらむような心地ここちになった。間違いなく自分の目がおかしいのだが、まぶしくて直視できない。

　そっと視線を逸らせば、謁見室が不気味なほど静まり返る。

　やがて、長い沈ちん黙もくを破るようにあちこちから嗚お咽えつが聞こえてきた。

「ぐすっ……あの、あの泣き虫だったリュカリス様がなんとご立派に……！」

「あまりの脳筋っぷりに心配しておりましたが、このカリオス、これで今宵こよいから安あん眠みんできそうです……チーンッ！」

　女官長と宰相がどこからともなく取り出したハンカチで洟はなをかむ。

　リュカリスに群がる女官たちも感かん涙るいにむせび、熱に浮かされた呟つぶやきをこぼす。

「た、大切……!?　大切な……君……!?」

「やだ……素す敵てき……結婚して……」

「尊い……さすがリュカリス様尊い……」

「うわあ。……うわあ」

　しまいには拝みはじめる女官の姿に、アルトゥールの心の距きよ離りは急速に遠ざかっていく。

　なんだこの新興宗教の集つどいみたいな光景。

（……書記官を連れてこなくて正解だった……）

　この光景まで、星王国滞たい在ざい中の記録として報告されたらまずい。

「リュカリス様がそこまで仰おつしやるのでしたら……」

「リュカリス様！　お戻もどりになられたい時にはすぐにお戻りになってくださいね！　わたくしたち、いつでも準備ができていますわ！」

　副音声は『早く離り婚こんして帰ってきてください』になるだろう。

　ちなみに女官たちはここまでアルトゥールを一いち瞥べつすらせず、眼がん中ちゆうから排除している。

　しかし、リュカリスは言葉の裏などまったく考えない人間だ。そのままの意味で受け取ったのか、にこにこと嬉しそうにしていた。

「ふふ、ありがとう。君たちの優しさは心地よくていつも甘あまえてしまいそうになるけど、大だい丈じよう夫ぶ。すぐに帰省するなんて逃にげ帰かえるような恥はじはさらさないよ。なにより、アルトゥールもいるからね！　輿入れしたら里帰りはだいぶ先だろうけど、お土産みやげをたくさん持ってくるよ！」

「リュカリス様に甘えられるなんて光栄です！」

「お土産、楽しみにしていますわ。いただきましたら家宝にします！」

　女官たちがうっとりと頰を赤らめた様子から、これで侍女騒そう動どうは終結しそうだ。

　蚊か帳やの外にいたアルトゥールはやっと終わったと息をつくと、同じく黙だまって成り行きを見守っていた星女王メーデアが残念そうな声を上げる。

「なんじゃなんじゃ。もう余興は終わりかえ」

「……つくづく、陛下のご神経が羨うらやましゅうございます……」

　先ほどまで喜んでいた宰相が今にも死にそうな顔色だ。

　胃痛が悪化しているのか宰相は腹部を押さえているが、星女王が発言した瞬しゆん間かん、リュカリスを囲んでいた女官たちはいっせいに壁かべ際ぎわまで引き下がった。

「リュカリスや、侍女は不要でよいのじゃな」

「はい、陛下！　私が持ちこむのは、拳こぶしだけで充分です！」

「そうかそうか。まこと、そなたはバカわいいのう」

　元気よく返事をするリュカリスに、星女王は何度も頷き、ついと視線を動かす。隣に立つアルトゥールをしばし眺めると、静かに声をかけてきた。

「皇太子よ」

「……はい」

「帝国で、おぬしが選んだ侍女ならば大人しく受け入れるじゃろう。……ふふ、リュカリスを上う手まく役立てるのじゃぞ」

　──役立てる。

　アルトゥールは眉まゆ根ねを寄せた。あまりいい表現に聞こえないのに、全員無反応である。

　すぐに感情を隠したが、星女王は面白がるように深い瑠る璃り色いろの目を眇すがめた。

「おぬし、皇族らしくないとよく評されるじゃろう」

「…………それがなんですか」

　あえてつっけんどんに返す。

　娘を道具として扱あつかっているようにも映る星女王にいい印象はない。そういうところが、貴族を嫌う理由の一つだ。

　高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユは理解しているし、当然の責務を果たすことに否はないが、それとこれとは別である。アルトゥールの立ち振る舞いの多くは、反発心によるところが大きい。

「いいや？　わらわはおぬしじゃから輿入れを許したのじゃ。それがすべてで、それのみが現実」

　星女王は少し目を伏ふせてから立ち上がる。まとわりつくマントを払はらい、こう述べた。

「こたびの用は片づいた。者どもよ、持ち場に戻るがよかろう。ご苦労であった」







　アルトゥールとリュカリスは星女王の解散の一言で謁見室を辞した。

　王宮の南なん翼よくにある貴き賓ひん室しつに戻る途中、リュカリスが話しかけてきた。

「そういえば、アルトゥールが遊学の名目でこの国に来てからもうすぐ二ヶ月が経たつんだね。我らが愛すべき故郷の生活には慣れたかな？」

『我らが愛すべき故郷』は、星王国人が自国を指す際の比ひ喩ゆだ。

　遊学は、今回の政略結婚に際して、アルトゥールが挨あい拶さつもかねて相そう互ご理解を深めるために星王国に滞在するという建前だった。

　供は必要最低限の四人だけ連れてきたが、三人は暗殺者として捕まり、今は書記官のフーゴ・バッカーしかいない。

「……アンタに連れ回されたからな。慣れたくなくても慣れるだろ」

「よかった！　それを聞いて安心したよ。……二ヶ月が期限だったよね？　私が案内した場所で気に入ったところがあれば、また一緒に行こう」

　にこにこと伺うかがいを立ててくるリュカリスに、アルトゥールはため息をつく。

　最初、星王国人と関わる予定はなかった。もちろん、婚約者と交流するつもりもない。

　星王国人だからではなく、元々煩わずらわしい人間関係を築きたくなかったからだ。

　愛がなくたって結婚はできるし、子供だってできる。それが政略結婚である。

　だが、強制的に関わり合ううちに『皇太子』という人形に徹てつしきれなくなった。

　今ではこの政略結婚がまとまってよかったと思うが、長年の性しよう分ぶんから表に出せない。

　アルトゥールはそっぽを向く。

「……気に入った場所なんてない」

「そっかぁ。うーん、あとはどこを案内してなかったかな？　あ、王都から出るけ──」

「前にも言ったけど、アンタの好きな場所に行けばいいだろう」

　なにかひらめいたらしいが遮さえぎって答えれば、彼女はきょとんとした。

「気き遣づかってくれるのは嬉しいけど、私と君の趣しゆ味みって違うよね？　これまで君も好きそうな場所を案内していたつもりだけど、少しネタが切れてきちゃったし。もちろん今まで行ったところはお気に入りだよ？　ただ、私が好きな場所って体力を使うと思うから」

「……俺はアンタにその程度の配はい慮りよがあったことに驚いたよ」

「私は君が気に入った場所ならどこでも楽しいから、別にこだわりはないからね」

　一応、これまでの案内は考えた末のものだったらしい。

　考えこんでいるリュカリスを横目で確かく認にんしてから、アルトゥールは正面を向く。頰が熱かった。羞恥心をどうにか抑おさえこみ、一息で告げる。

「アンタが、俺に合わせて無理しているわけじゃないのはわかってる」

「え！　う、うん。アルトゥールと一緒にいて無理したことはないよ」

「だから」

　リュカリスから向けられる、あけすけな好意の数々。

　どんな心境によるものか考えないようにしているが、初めて言われる言葉ばかりだ。

　そして今アルトゥールが言おうとしていることも、口にするのは初めての言葉だ。

「俺が好きそうな場所じゃなくて、いい。そんなものは本国で探せばある。……どのみち連れ回されるなら、リュカリスが好きな場所がいい」

「アルトゥール……」

　ひゅっと息を吞のむ音が聞こえた。アルトゥールは頰の熱が引いてから隣を見て、驚く。

　なぜか彼女は苦しそうに騎士服の胸元を摑つかんでいた。しかも顔が真っ赤だ。

「なに。どうしたわけ？」

「わ、わからない。なんだか、最近……し、心臓が苦しくて」

「心臓が苦しい!?」

　この健康優良児そのもののリュカリスが？　さすがのアルトゥールも慌あわててしまう。

「アンタ、大丈夫なの。……侍じ医いに診みせた？」

「みんなに聞いても、こわい顔で首を横に振るんだ」

「首を、横に……それって……」

「……あの、でも、苦しいけど、今私、すごく嬉しいんだ。アルトゥール、ありがとう」

　へにゃりと相そう好ごうを崩くずすリュカリスに、脳のう裏りをよぎった最悪の想像が吹ふっ飛とんでいく。

（……心臓が苦しいって、病気じゃないのか？）

　病気だったら女官たちが騒さわいでいるだろうし、深刻ではないのかもしれない。

　星王国の医い療りよう技術がどこまで発達しているのか知らないが、本国に帰ったら一度診しん察さつさせてみよう。

　そんな心配と、素す直なおに喜ばれたむず痒がゆさを隠し、目を輝かがやかせている彼女にぶっきらぼうに返す。

「……別に。アンタが嬉しいとかどうでもいい」

「ふふ、そうだね。じゃあ、これから私が────あれ？　どうしたんだろう」

　気になるものを見つけたらしい。首をかしげるリュカリスの視線を辿たどって、アルトゥールも眉まゆをひそめた。

　柱ちゆう廊ろうのとある一角。薄うす絹ぎぬをまとった美女が従じゆう僕ぼくの胸むなぐらを摑み上げている。

　美女には見覚えがある。朱しゆを差した目め尻じりは怒いかりで吊つり上あがっており、元々整った顔立ちに鬼き気き迫せまる美しさを帯びていた。腰こし元もとまである波打つ白金の髪かみを振り乱せば、首から下がった『鈴すず蘭らんを囲った三日月』の銀細工が光を反射してきらめく。

「リリスが輿入れしちまうって手紙を出してんのに、なんで肝かん心じんな時に反応がねぇんだよ！　あんの××野や郎ろうがぁっ！」

「ぞっ存じません～！　で、出入りの行商人はご指定の場所にちゃんと届けています！　届けてはいるんです～！」

「刑に処す？　処す？」

「どなたをですかっ!?」

　見覚えがあるのは一人だけではなかった。

　怯おびえる従僕の背後に、合わせ鏡のようにそっくりな双ふた子ごが陣じん取どっている。神しん殿でんに仕える巫み女このような恰かつ好こうをして、首からは『蛇へびを巻いた三日月』の銀細工を下げていた。

　二人は手を繫つなぎ、ぼんやりとした瑠璃色の目で従僕を見上げている。

　──関わりたくない。

　アルトゥールのイヤな予感をよそに、リュカリスは足早に駆け寄ると話しかけていた。

「キーリ兄上にシモンにテオドラ、なにかあったの？」

「リュカリス様ッ！」

　従僕は歓かん声せいを上げた。九死に一生を得た人間はこんな顔をするのかもしれない。

　すると、憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうだった美人──逆立ちしても女にしか見えないが、れっきとしたアルビレオ星王国の第二王子キーリ・ヴァング・アルビレオが態度を変えた。

　胸ぐらを摑み上げていた従僕を解放し、目元をやわらげている。

「あらぁ！　リリスちゃん！　ちょ～っと大人の話し合いをしていただけよぉ」

「なにもないの」

「そう、お返事を待っていただけ」

「お返事を待ってるって……三人ともが？」

　リュカリスはますます不思議そうな顔をする。ちなみに、その隙すきに従僕は逃とう走そうした。

　双子が誰だかは知らないが、親しげな様子からして王族──兄弟だろう。

　三人は顔を見合わせ、なにやら目だけで会話しているようだった。

「…………あ、あー、ゼノンにね。リリスちゃんの輿入れを教えてあげたのよ～」

「もしかして、ゼノン兄上が帰ってくるの!?」

　驚きと喜びのまじった声だ。リュカリスが身を乗り出すと、第二王子が仰のけ反ぞった。

「……帰ってこない」

「お手紙、無視する」

「そうなんだ……」

　かわりにした双子の囀さえずるような返答に、リュカリスが肩を落とす。

　珍しく気落ちしているようで、慌てふためいた双子がその腰元に抱だきついた。

「リリス姉様、元気出して」

「ぼくたちがいるよ、リリス姉様」

　うるうると訴うつたえかける二人は見るからに必死である。

（……ゼノンってだれだ？）

　兄上ということは、王子には違いないだろう。

　訝いぶかしんでいたら、ススッと第二王子が近づいてきた。

「……あなたもぉ、あいつが帰ってきたら覚かく悟ごしときなさいよぉ」

「は？」

　いきなりなんだこいつは。

　不信感をあらわにすると、第二王子は袖そで口ぐちから垂れるドレープで口許を押さえた。
















「ひどいわぁ。あたくしは親切心から忠告してあげてるのにぃ！」

「親切心？　寝ね言ごとは寝ね床どこで言えば」

「あたくしたちは輿入れがすごくすごくすっごぉくいやなのよぉ！　本当なら盛せい大だいにぶち壊こわしたいところよ。あたくしにはそれを我が慢まんする理性があるわけ。あなたは知っているでしょうけどぉ」

「……まぁな」

　知っている、とはリュカリスに関する誤解の原因だろう。

　星女王はアルトゥールを試ためす意図があったようだが、彼女の兄弟にいたっては破談させるために誤解を増長させていたらしい。

「星王国うちから断ったんじゃ帝国人は気分を害するだろうからねぇ？　あなたから断ってくれるように仕向けて、リリスちゃんの正体を隠したまま穏おん便びんに破談させたかったの。あなたがリリスちゃんを悪い女だと誤解して破談にしてくれたらよかったのにぃ！」

「それ、穏便って言えないから」

「でもねぇ……」

　はぁ、と第二王子が重苦しくため息をつく。

「ゼノンは同どう担たん拒きよ否ひ過激派なの」

「……なにそれ？　どうたんきょひかげきは……？」

「あたくしたち兄弟は全員父親が違うのよぉ。クソ双子ちゃんは双子だから例外としてね。でもね、リリスちゃんには唯ゆい一いつ両親を同じくする兄がいるの。それが、第一王子」

「だから？」

「だーかーら、第一王子はね、自分と両親が同じリリスちゃん以外の兄弟の存在を認めてないのよぉ！　口ではリリスちゃんのことを脆ぜい弱じやくとかなんとか言っているけどね、自分以外の人間がリリスちゃんを罵ののしったら烈れつ火かのごとく怒おこるっていうすっごーく面めん倒どうくさいヤツなの～」

「脆弱……」

　アルトゥールの記憶力は悪くない。それはもしや、リュカリスが以前「アルトゥールに似ている兄で毒どく舌ぜつには慣れている」と言っていた件の兄ではないか？

「あたくしたちがリリスちゃんを兄弟扱いするのも気に食わないヤツだし、なにより帝国もそんな好きじゃないのよねぇ。つまり、この意味がわかるかしらぁ？」

「それは……」

「力ずくで、この政略結婚を止めにかかるわよぉ。自分と同じようにリリスちゃんを好きな人間を過激に拒否する隠れ妹大好き人間だからねぇ、うふふ」

「……それが、どうたんきょひかげきは……？」

　というか、こいつらはそんな兄を召しよう還かんしようとしていたのか？

（それでよく親切心からの忠告とか言えるな）

　完全なる自作自演である。第二王子の表情に影かげが差す。

「くっくく……俺おれ様さまがリリスに嫌われることなく、破談とか最高だぜ……」

「ゲスにもほどがあるな」

　アルトゥールが呆あきれ返かえっていると、リュカリスが振り向く。第二王子はあくどい顔を瞬しゆん時じに引っこめ、たおやかに微笑んでみせた。

「キーリ兄上、アルトゥールとゼノン兄上の話をしていたの？　今、名前が」

「んーんー。ほら、皇太子にとっても大事な義理のお兄さんになるんだからどんな人か教えていたの！　お兄ちゃんの親切心よぉ！」

「なるほど！」

「……アンタにとって、第一王子ってどんな兄？」

　なるほどじゃねーよ。

　突っこんだらキリがないので、アルトゥールは脳内だけで流して質問した。

　リュカリスはきょとんとしてから機き嫌げんよく答える。

「ゼノン兄上？　ゼノン兄上はね、優しいよ！　よく修しゆ行ぎようの旅に出かけているから、決けつ闘とうの期間以外は王都にいないんだけど……帰ってくるとね、お土産をくれるんだ！」

「…………お、お土産？」

　なぜか第二王子の方が恐おそる恐おそる聞き返している。

「そうだよ！　この間は鞘さや飾かざりだったかな？」

「……ねえ、リリスちゃん。それってもしかして、久しぶりに会う妹に挨あい拶さつもなく顔面に投げつけていたヤツかしらぁ？　やけに派は手でな布にくるまれていた……」

「よく覚えているね。そうそう、贈おくり物ものついでに私の反射神経が鈍にぶってないか確かめてくれたんだよ。布もね、ストールだったんだ。寒くなるからくれたんだろうね」

　わかっていたことだが、リュカリスの前向きさは半はん端ぱない。病的といってもいい。

「……第一王子のことが嫌いじゃないんだな」

「もちろんだよ！　ゼノン兄上は今のままでも充分強いのに、その強さに慢まん心しんせず、毎日修行をがんばっているんだ。すごく努力家でね。私の尊敬する兄弟の一人なんだ！　私が王女として国民の役に立てるって聞いたら、ゼノン兄上もきっと喜んでくれるよね」

　にこにこにこにこ。リュカリスはいつになくご機嫌である。

「……それはどうかしらぁ……」

「帰ってくるなら、アルトゥールにも紹しよう介かいしたかったのに残念だなぁ」

「──って、こいつは言っているけど？」

「リリスちゃんにかかれば鷲わしも鳩はとって言われるからねぇ」

「ええ？　キーリ兄上、さすがの私も鷲と鳩の見分けはつくよ？」

「……というわけだから、リリスちゃんの援えん護ごは期待できないわよぉ？　リリスちゃんの摩ま訶か不ふ思し議ぎ脳内じゃ、人の行動はすべていい方に解かい釈しやくされちゃうから」

「……ああ」

　納得したが、リュカリスは自分を『脆弱』と呼ぶ兄を尊敬しているというのか？

「アンタ、実は被ひ虐ぎやく趣味の持ち主だったわけ。じゃなかったら説明がつかない」

「ひぎゃく……しゅみ……？」

「あらあら、うふふ」

　難しい顔でうなるリュカリスを見るや否や、第二王子がさりげなくアルトゥールの首に腕うでを回し、締しめ上あげてくる。耳元で低い囁ささやきがした。

「──お前……それ以上口を開けば殺すぞ……」

　朗ほがらかな表情と声こわ色いろが嚙かみ合あってない。

　アルトゥールの危機を察知していないリュカリスは邪じや気きなく疑問を投げかけてくる。

「アルトゥール？　ねえ、ひぎゃくしゅみってどんな趣味？　戦術の一種？」

　リュカリスは女にしては長身だが、アルトゥールと第二王子よりは低い。好こう奇き心しんいっぱいに切れ長の目を丸くして見上げてきた。

「リリスちゃん！　そんな汚きたない言葉は覚えちゃいけないって言ったでしょ！」

「え？　うーん、わかった。キーリ兄上がそう言うなら忘れるね！」

「あぁ～！　あたくしの妹は本当にバカわいいわぁ！　撫なで撫でしちゃうわよぉ～」

　絶対にわかっていないと思うが、アルトゥールは第二王子から解放された。キーリはリュカリスを抱きしめに行き、頭を撫でている。

　アルトゥールは押さえつけられていた喉のどをさすって咳せきこんだ。

「こほ……やっぱり問題は本人より周囲にありそうだな……」

「キーリ兄上、ちょっとごめんね。……アルトゥール、大丈夫？」

　アルトゥールは驚き、思わず後あと退ずさった。兄の抱ほう擁ようをほどいたリュカリスにいきなり顔を覗のぞきこまれたせいだ。

「な、なに」

「今、咳きこんでいたから。……風か邪ぜかな？　引きはじめが肝心だって聞いたことがあるから、薬を飲んだ方がいいかも」

　気遣わしげに表情を曇くもらせる彼女からさらに距離を置いてから、アルトゥールは言った。

「……風邪じゃないから。喉が詰つまっただけだし、アンタは気にしなくていい」

「そう？　もし気分が悪くなったら、薬くす師しにお願いするから言ってね」

「その時になったらな」

　適当に言いくるめていると頰に視線を感じる。

　アルトゥールが目線を落とせば、彼女の腰にへばりついたままの双子と目が合った。じーっと見上げてくる瑠璃色の目を見つめ返していたら、リュカリスがハッと顔を上げる。

「そうだよ、お土産！」

「は？」

　イヤな予感再びだ。

「私、輿入れするのになにも考えてなかったよ……！」

「アンタがなにも考えていないのはわかっているから今さらだな」

「嫁よめ入いりには、舅しゆうとと姑しゆうとめへのお土産が必要だよね！」

　ぴこーん！　と明るい顔になったリュカリスが駆け出す。腰元の双子はこてんと振り落とされ、第二王子が慌ててあとを追う。

「待って待って、リリスちゃーん！　やっぱり今からでもやめましょう、ね！」

「キーリ兄上が舅だったら、なにをもらったら嬉しい？」

「やめろぉおおお！　俺様は小こ舅じゆうとにはならないぞ！」

　首から下は女装したままなのに、顔面蒼そう白はくで叫さけんだ声は完全に男のものだった。

　先ほどまでのかわいらしい裏声はどこへやらといった感じだが、リュカリスの悪気のない口こう撃げきに怯えている。

「うーん、キーリ兄上が結婚してくれていたら私も小こ姑じゆうとの気持ちがわかったんだけどなぁ。キーリ兄上は結婚しないの？　やっぱり王位が決まってからかな？」

　リュカリスが無む邪じや気きに問うと、第二王子は膝ひざから崩れ落ちた。ついでに灰になっている。

　その光景を眺めていた双子は仲よく手を繫いだ。

「リリス姉様、強い」

「キーリ、弱い」

「くすくす……キーリは結婚しないんじゃなくてできないの」

「キーリは変態だから、変態変態」

「こ、このクソ双子……兄を労いたわるって気持ちはないのかよ……」

「変態のこと、キーリって呼んじゃダメ！」

「ダメ！」

　二人は腕でバツ印じるしを作ると、膝をつく第二王子の周りを楽しげに回りはじめた。

「お前ら、次の決闘で覚えておけよ。絶対にぶちのめす」

　起き上がった第二王子の額ひたいに青筋が浮かんでいる。

「仲がいいなぁ」と見守っているリュカリスの微笑ましそうな眼差しが理解できない。

　とりあえず、確かなことは一つだけだ。アルトゥールは決意した。




（……こいつの同父兄とやらが戻ってくる前に旅立とう）




　アルビレオ星王国滞在期限の二ヶ月は、すぐそこまで迫っていた。
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　リュカリス・ディオ・アルビレオはいつになく真しん剣けんな顔で黙だまりこんでいた。

　謁えつ見けん室しつに向かう道すがらも考えていると、隣となりを歩いている彼かれ──婚こん約やく者しやであるヴィッセン帝てい国こくの皇太子アルトゥールが話しかけてきた。

「……ここのところ珍めずらしく静かだけど、どうかしたわけ」

　艶つややかな黒い前まえ髪がみがさらりと音を立てて、ひそめた眉まゆと切れ上がった目元にかかる。その澄すみ切きった菫すみれ色いろの双そう眸ぼうには心配の色が見みえ隠かくれしていた。

「アルトゥール……どうしよう」

「例の件をやめたいなら、別にそこまで悩なやまなくても──」




「お土産みやげが決まらないんだ！」




「聞かなきゃよかった」

　一いつ瞬しゆんにして目つきから生気が消えたアルトゥールに、リュカリスは首をかしげた。

「まだそんなことを考えていたんだ。持参金があるんだからいらないだろ」

「持参金は国のものじゃないか。王女としてじゃなく、私が個人的に渡わたしたいんだ！」

　リュカリスも持参金について聞いてはいるが、詳くわしいことはよくわからない。

　かわりにアルトゥールが星女王に子細を確かく認にんしているので、そのあたりは問題ない。

（修しゆ行ぎよう先の郷土品を贈おくってくれるゼノン兄上を見習うべきだと思ったのに……）

　同父兄あにゼノンの気き遣づかいを思い返し、リュカリスは息をつく。

『気が利きかない愚ぐ妹まい』呼ばわりされても致いたし方ないだろう。

「どうせなら星せい王おう国こく特有のものにしたいと考えていたんだけど、アルトゥールのご両親は皇こう帝てい陛へい下かと皇こう后ごう陛下だしね。持っていないものなんてなさそうで、行き詰まったんだ……」

「そんなに考えこんだら、また知ち恵え熱ねつが出るよ」

「あ、確かに出そうになったけど今回は大だい丈じよう夫ぶだったよ！」

　リュカリスが握にぎり拳こぶしを作って元気アピールすれば、アルトゥールはイヤそうに顔をしかめた。それから視線を正面に戻もどす。

「あの人たちにお土産とかいらないから、アンタも余計なことは考えるな」

「余計なことじゃないよ！　だって、アルトゥールのご両親だし！」

「……俺おれの両親だからってなんなわけ」

　アルトゥールが黙ると、元々整った横顔が非人間的なほど美しく研とぎ澄すまされていくようだ。美しすぎていっそ悪夢のような魔ま性しようの美び貌ぼうである。

　リュカリスは感心してから微笑ほほえんだ。

「君のご両親に喜んでもらえたら私が嬉うれしいから、は理由にならないかな？」

「…………はぁ」

　アルトゥールはリュカリスをしばし見下ろすと、深く長く息を吐はき出だした。

「用意することでアンタが満足するなら止めないけど、俺もあの人たちの好物なんて知らないから訊きかれても答えられないよ」

「え！　そうなんだ」

「仕事のこと以外では話さないしな。……それに──」

　そこでいったん声が途と切ぎれる。続く言葉を待っていたが、アルトゥールは目を伏ふせてしまった。その憂ゆう鬱うつな面おも差ざしに、リュカリスも口を噤つぐんでしまう。

（そういえば、アルトゥールから家族の話を聞いたことないな）

　あまり話したいことではないのだろうか？

　無理に聞き出すことでもないか、と流してからお土産の話に戻す。

「うーんうーん……お土産……びっくり箱……特別ななにか……」

「ねえ、びっくり箱ってツッコミ待ち？」

　そんなことを話しているうちに謁見室についた。

　リュカリスは守衛に敬礼してから樫かし扉とびらを叩音ノツクし、押おし開あける。

　中には玉座で頰ほお杖づえをついて扇せん子すをあおぐ星女王メーデアと、かたわらで書類を確認しているらしき宰さい相しようカリオスがいた。

「突とつ然ぜんの謁見のお願い、失礼いたします！」

　リュカリスは拳を左胸に添そえ、元気よく口上を述べる。

　宰相は字を読む時だけかけている片眼鏡モノクルに触さわると頭を下げた。

「リュカリス殿どの、ご用件を伺うかがいましょう」

「アルトゥール──皇こう太たい子し殿下が、近々我わが国くにを出しゆつ立たつされるとのこと。このリュカリスもお供させていただきたいと思い、今回お目通りを願い出た次し第だいであります！」

「おお、なんじゃ。つまり、婚礼前に花はな嫁よめ修しゆ業ぎようを帝国でしたいということかえ」

「は、花嫁修業っ!?」

　リュカリスはびっくりして隣を見上げた。普ふ段だんは少し鼻にかかったよく通る甘あまい低声が素すっ頓とん狂きように裏返っていたからだ。

　アルトゥール自身も驚おどろいたのか、ハッとしたように口くち許もとを押さえた。

「いや、なんでもないです……」

「花嫁修業はよくわからないですけど、兵へい法ほうにも『地の利を得よ』とあります。己おのれの戦場について知るのは早い方がいいかと思いまして！　殿でん下かに連れて行ってくれないかとお願いしたんです。陛下のご許可を得られるのでしたら、共に出立させていただきたく存じます」

「……婚こん姻いんは戦いくさ場ばではない、という訂てい正せいがもはや野や暮ぼに思えてきますね」

　宰相が遠い目をしている。胃痛が極きわまりすぎたんだろうか？

　対する星女王はけたけたと笑っている。パシン、と扇子を閉じた。

「わらわの愛まな娘むすめはまことバカわいいのう。これを機に拝めなくなるかと思うと寂さびしくなるえ」

「では！」

「リュカリスが往ゆきたいならば、共に往くがよかろう。わらわはその選せん択たくを尊重する」

　急に姿勢を正した星女王が厳おごそかな眼差まなざしを注いでくる。

　いつもの宰相にぶん投げていく母らしくない、完全に星女王モードだ。

（国民の一大事でもないのに、今日は星女王モードに入るのが早いなぁ）

　リュカリスがのほほんと考えていたら、話は続いていたようだ。

「供はなし、荷馬車も馬も持ちこめぬ。ほとんど身一つで嫁とつぐようなものじゃ」

「……皇太子殿下ご一行が我らが愛すべき故郷にいらっしゃった際、最低限の手荷物にご配はい慮りよいただきましたので、我々もそれに則のつとるべきでしょう。無用な疑いを招く必要はありません」

「なに、かわりの利かぬもの以外は現地で調達すればよいのじゃ。身軽なことは悪いことではない。リュカリスもそのつもりで仕し度たくをするがよい」

「御ぎよ意い！」

『一瞬』が戦いの勝敗を決することが多い。

　重装備だと身軽に動けないので、最低でも拳があれば──加えて愛用している剣を持ちこめるならこだわりはない。

　リュカリスがいい子の返事をすると、星女王の目線がアルトゥールに移った。

「持参金に関しては、華か燭しよくの典てんまでにしかるべき者に託たくすゆえ安心せい。リュカリスでは心こころ許もとないからのう。そこが愛ういところなのじゃが」

「……承知、しています。帰国次第、皇帝に伝えます」

　アルトゥールがぎこちなく相あい槌づちを打つ。星女王は満足げに見つめていたが、すぐ小首をかしげた。

「あとは……………………なんじゃったか？　はてさて。カリオス、任せた」

「はは、ははは」

　今度は乾かわいた笑い声を上げはじめた宰相の精神状態はヤバそうだ。

　……大丈夫だろうか？　さすがのリュカリスも心配になってくる。

「国境まででしたら、馬ならばご利用いただいても大丈夫です。他は……リュカリス殿に申し上げても詮せん無なきことですゆえ、お気になさいませんよう。帝国からの一部のお客人は引き続き、我が国に滞たい在ざいしていただくことを陛下は望んでおります」

「……皇帝に代わり皇太子として、寛かん大だいな沙さ汰たに御おん礼れい申もうし上あげる。処しよ遇ぐうは星王国人に一任する、こちらに否いなはない」

　リュカリスは反射的にアルトゥールの横顔を注視した。

　帝国からの一部のお客人──それはアルトゥールの側近と従者たちのことだろう。

　彼らは二国間の戦いくさの口実を作るためなのか、主人であるアルトゥールを星王国内で殺そうと命を狙ねらっていたのだ。ある一件で無事捕ほ縛ばくできたが、心の傷は浅くないだろう。

　特に側近ハインリヒが率そつ先せんして動いていたらしいのだから、なおのこと。

（でも捕縛したあと、どこに連れて行かれたのかわからないんだよね）

　リュカリスは騎き士し団だんに所属しているため、独どく房ぼうを覗のぞくこともあった。

　そこに姿がなかったので、どうしているのか心配ではある。星女王に聞いても、国家機密とかで今は娘のリュカリスにも教えられないという。悪いようにはしていないと思うが、アルトゥールの心を慮おもんぱかればあまり触ふれたくない事件だった。

　内心はらはらと見守っていれば、星女王が思い出したように声を上げる。さらに宰相に目配せすると、心得たように白い雑ざつ囊のうを運んできた。

「そうそう。……わらわの愛い子や」

「なんでしょうか」

「いずれ皇太子妃ひとなるそなたにもう一つ、わらわの心得を伝授してやろう」

「こ、心得……！」

　星女王の心得といえば、兵法のことだろうか。

　唾つばを吞のんだリュカリスは次の瞬しゆん間かん、虚きよを衝つかれた。

「帝国で、愛い──かわゆいと思えるものを探すのじゃ」

「へっ……か、かわいい……ですか」

「そうよ。よいか、どんな美しきものもいずれは衰おとろえる。その美しさのみに心こころ惹ひかれていた時、衰えたものに対する人間の仕打ちというものは、時に惨むごいものよ」

　そうこぼしたメーデアはどこか遠くを見つめている。

　しみじみとした声こわ色いろに、リュカリスは落ち着かない心地ここちになった。

「じゃが、かわゆさというものは永えい劫ごう不ふ滅めつ。時に自制は必要じゃがな、かわゆいと思えれば案外どんなことも許容できるものぞ。であればこそ、そなたは帝国で『かわゆいもの』探しをすべきよ」

「かわいいもの探し……」

「いいところ探しに、かわゆいもの探し。そなたは両方得意分野じゃろう？」

　得意かはわからないが、そういうものを見つけるのは好きだ。

　リュカリスはこくんと頷うなずいてから、大きな声で宣せん誓せいする。

「はい！　このリュカリス、陛下のご期待に必ずや応こたえてみせます！」

「ふふ。……カリオス、例のものを」

「仰おおせのままに」

　宰相が持ち出してきた白い雑囊を、敬礼していたリュカリスに渡してきた。

　咄とつ嗟さに受け取ってしまったが、これはいったいなんだろう？

（金きん子すかと思ったけど、それにしては軽いな）

　怪け訝げんそうにしていたら、星女王は嫣えん然ぜんと笑った。

「それはまだ開けてはならぬぞ。どう在あるか、心に定めた時に開けるべきものじゃ」

「どう、在るべきか……ですか」

「そなたはいずこにいても、確かにわらわの愛い子……アルビレオ星王国の第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオに他ならぬことを、ゆめゆめ忘れてはならぬぞ」
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　星女王の許可を得てすぐ旅支度に取りかかったが、さほど時間はかからなかった。

　着き替がえは必要最低限あればいいし、あとは通行手形に発火具。簡易医い療りよう品ひんと水みず袋ぶくろに地図くらいで充じゆう分ぶんだろう。騎士団での給料も荷物にならない程度に財ざい囊のうにおさめる。

　リュカリスは王宮に賜たまわっている自室で荷物の最終確認をしてから姿見の前に立つ。

「……移動中なら騎士服でも大丈夫だよね？」

　いかにリュカリスの頭が悪いといったって、ヴィッセン帝国には〈星騎士パラデイン〉ではなく『王女』として赴おもむくことは理解している。

『無能力の王女』だからこそ、ヴィッセン帝国の皇太子の婚約者に選ばれたのだ。

　とはいえ、『王女』の装よそおいでは道中不便なのは確実である。

（まぁ女性用のキトンだと戦いづらいのは、私の鍛たん練れん不ぶ足そくかな）

　真の強つわ者ものならばどんな武器、いかなる装いであっても強いものだ。

〈星騎士パラデイン〉の称しよう号ごうを賜ってはいるが、自分はまだまだだと痛感する。

　装備に不足はないか確かめていると叩音ノツクが聞こえた。

　鞄かばんを背負ってから、寝しん台だいのサイドテーブルにあった雑囊と菫すみれ色いろの小包に気づく。

「ああ！　そうだった。これを忘れちゃダメだよね」

　母から託された荷物を置いていくところだった。

　菫色の小包は個人的に用意したものだが、その二つを鞄に詰め直して扉に向かう。

「リュカリス殿、ご準備はいかがでしょうか」

「大丈夫です！　カリオス殿も忙いそがしいのに待たせてしまいすみません。呼びに来てくださってありがとうございます」

　微笑んで労ねぎらうと、扉の向こうにいた宰相が頭を下げた。

「いえいえ。リュカリス殿のご出立は内密になさった方がよろしいのでお気になさらず」

「なら、よかったです！　でも、どうして秘密の方がいいんですか？　カリオス殿に口止めされていたので、キーリ兄上たちや女官に訊かれても未定だとは答えましたけど」

　リュカリスが何気なく返して歩き出せば、遅おくれて肩かたを並べる宰相は「やはり」と渋しぶい顔になった。

「出立日があきらかになった場合の、諸もろ々もろの遅ち延えん工作が……うっ、想像しただけでも胃痛が……」

「遅延？　そういえば、あと二ヶ月もしたら決けつ闘とうの時期に入ることを忘れていました！　なるほど。確かに準備の邪じや魔まになったら申し訳ないです！」

　決闘とは、毎年行おこなわれる王位継けい承しよう順位を決める〈神ム前バ試ラ合ザ〉のことだ。

　アルビレオ星王国は永世中立国だが戦せん闘とう民族国家でもある。

　その筆頭が王族であり、王族のみが行使できる特とく殊しゆな力──〈星装ネフエロマ〉の強さこそが王位に求められる。

　星女王である母も、そのために七人の王配を迎むかえるはめになったのだ。

　リュカリスは唯ゆい一いつの『無能力者』なので決闘に参加する権利こそないが、重大性はよく理解している。ここ数年は第一位がキーリで、第二位がゼノン、以下はその時々で順位が変わるので、そろそろ王太子が決まるかもしれない。

（どうりでいつにも増して、ゼノン兄上が修行の旅から帰国されないわけだ）

　以前は月に一度くらいは会っていたのに、ここ半年ほど顔を見ていない。

「リュカリス殿がそう思われるのでしたら、その解かい釈しやくでよろしいかと。……陛下からの例の贈り物はお持ちになられましたか？」

「もちろん！　ただこれ、いつ開かい封ふうすればいいんですか？」

　忘れかけたことはおくびにも出さず、背負った鞄をぽんと叩たたく。

　すると、宰相は優やさしく微笑んだ。温おん厚こうな目め尻じりに刻まれた皺しわが深まる。

「最適な時がくればおのずとわかる。と、陛下が仰おつしやっていましたよ」

「その最適な時っていうのが、私にわかると思えなくて……いつならいいんでしょう？」

「いいえ。リュカリス殿ならばおわかりになると、陛下も私めも信じております」

　リュカリスはきょとんと目を丸くしてから、面おも映はゆさで少しうつむいた。

　宰相とて、リュカリスの脳筋っぷりは承知しているはずだ。戦闘以外ほとんどぽんこつなのに信しん頼らいしてもらえるなんて──そこまで考えてハッとする。

（いや！　つまり、あの雑囊の中身は武器……!?）

　ごくりと喉のどを鳴らす。なんだか雑に扱あつかって大丈夫だったのか不安になってきた。

「贈り物といえば、皇帝皇后両陛下へのお土産も決められたそうですね」

「へ！　あ、ああ。芸がないかなと迷いましたが、星王国といえばこれですから！」

「陛下から伺った時は度ど肝ぎもを抜ぬかれましたが、あのくらいの量でしたら問題ないでしょう。……気に入っていただけるとよろしいですね」

「はい！　私はすごくきれいだと思うので、喜んでもらえたら嬉しいです！」

　菫色の小包の中身を思ってにこにこしていると、宰相はますます目を細めて笑う。

　宰相は四十代半なかばの母より一回り以上年とし嵩かさのせいか、時々孫を見るような眼差しをリュカリスに注いでくる。まぁ胃痛に悩まされている時を除いて、だが。




　アルビレオ星王国は一年を通して極夜なのでわかりづらいが、現在の時刻は夜だ。

　昼間だと内密に出立できないからとの配慮である。

　だから人とすれ違ちがうことなく、廊ろう下かは静まり返っていた。

　リュカリスと宰相は黙もく々もくと歩いているうちに大広間につく。

　そこにはすでに旅支度を整えたアルトゥールと、帝国書記官のフーゴ・バッカーが立っている。リュカリスは慌あわてて駆かけ寄よった。

「ごめんね！　待たせちゃったかな？」

「……別に。仕度が長いのが女の嗜たしなみって言われるのに比べたら待ってない。それより」

　アルトゥールは薄うす闇やみの中だとひときわ光る菫色の目を眇すがめた。

　リュカリスの全身を観察しているようだが、首をかしげたまま急せかすことなく待つ。

「────アンタ、なんで騎士服なんだ」

「ん？　女性用のキトンだと戦う時に支障が出るだろう？」

「戦闘前提とか、あらためて脳筋族ってヤバイっすわ」

　書記官が退たい屈くつそうにいじっていた亜あ麻ま色いろの前髪を放して肩をすくめている。

　その直ちよく截さいな物言いには慣れていたので、リュカリスは微笑んだ。

「お褒ほめに与あずかり光栄です！　道中の憂うれいは一騎士としてこのリュカリスにお任せあれ！」

「言っても無む駄だだと思うけど、そいつは別に褒めてないからな」

「ヤバイってすごいって意味だよね？　練兵場を覗く女官たちが『ヤバーイ興奮する！』ってよく褒めてくれたよ。血湧わき肉躍おどるってことだね！」

「脳内辞書の更こう新しんを勧すすめるよ。あと、アンタのところの女官は本当に頭は大丈夫か？」

「はは、ははは」

　胃を押さえて乾いた笑い声を漏もらす宰相は気になったが、リュカリスは婚約者の両目を見つめた。自然と浮うかんだ笑えみに、相手はびくりと肩を引く。

「心配してくれるだなんて、アルトゥールは優しいなぁ」

「はぁ!?」

「でも、大丈夫だよ！　練兵場を覗くのは息抜きで、みんなとっても優ゆう秀しゆうな女官だからね。給きゆう仕じから大だい蛇じや退治までなんでもできるんだ！」

　なじみの女官たちを自じ慢まんするように、リュカリスは胸を張ってみせる。

　皇太子は目を大きく見開き、声もなく口をぱくつかせるばかりだが、そのお付きの書記官がかわりにうめいた。

「うへえ……」

「さ、さて。勘かんづく方が出てこられるかもしれませんので、そろそろ出立なさった方がよろしいかと！　本当に、気づかれたらまずいので！　可か及きゆう的てき速すみやかに！」

「あ、そうでした。せっかく内ない緒しよにしているのに、見つかったら大変ですよね！」

　忘れていたと何度も頷くと、焦あせっていた宰相の目つきが生なま温あたたかいものに変わる。

「それでは、陛下たちに──母上たちによろしくお伝えください」

「かしこまりました。必ず、お伝えしましょう」

「……カリオス殿」

　黙りこんだアルトゥールと一いつ緒しよに歩き出してから、ふと振ふり返かえって呼びかけた。

　すると、ひとり見送っていた宰相が穏おだやかに見返してくる。その目の色に見え隠れしているのは心配だろうか。杞き憂ゆうだと笑い飛ばすべく、いつものように拳を左胸に添える。

「私を帝国に嫁ぐ大役に選んでくださって、ありがとうございます。私は剣けん術じゆつしか取とり柄えのない人間なので最初はびっくりしましたが、とても感謝しているんです」

「最終的に決められたのは陛下ですよ。……私めも、輿こし入いれを単たん騎き出しゆつ撃げきにたとえられたのは驚きましたが。いや詳しよう細さいを聞かずに即そく答とうも相当でしたが……」

「悩む必要のない提案だったので即答したまでです！　……このリュカリス、その信頼に必ずや応え、国のため民たみのためお役に立ってみせます。だから、心配いりません！」

　……本当に大丈夫か？　とますます心労を募つのらせているような視線を向けられるも、リュカリスは力強く頷く。それから物言いたげな顔の婚約者を見た。

「アルトゥールもいてくれるので！　私、がんばれると思います。あらためて、幸せになるために行ってまいります！　カリオス殿も胃薬を飲みすぎたらダメですよ！」

「リュカリス殿下……」

　騎士団に入ってからは固辞していた敬けい称しようで呼ばれ、リュカリスは苦く笑しようしてしまう。

　宰相の小さな目が潤うるむ。両手を組み、深々とこうべを垂たれた。




「どうぞ行ってらっしゃいませ、我らが愛すべき王女殿下。どんなご決断をなさろうと、我々のことはお気になさらず。貴女あなた様さまの道行きに、尊とうとき星々のご武運があらんことを」







　国境までは馬で移動することにしたので、三人は足早に王宮から離はなれた。

　先行きは長いとはいえ、今のところ順調で、なんの憂いもない行程だ。

　しかし、リュカリスには気になることがあった。

　視界の端はしで器用に手た綱づなを操あやつっているアルトゥールをちらちらと窺うかがう。

　大広間でのやり取り以降、王都を抜けても無言なのだ。気にするなというのは無理がある。いったいどうしたのだろう？

　不信顔があまりにもあからさまだったのか、彼は観念したように見返してくれる。気だるそうに息をつき、ほのかな色気が漂ただよう黒子ほくろのある口許をゆがめた。

「…………なに。さっきから視線がうるさいんだけど」

「アルトゥールがしゃべらないから気になって。眠ねむいなら、予定より早いけど近くの村に泊とまらせてもらう？」

「はぁ？　しゃべらないって、口だけはよく回るアンタと一緒にしないでくれる？」

　なぜかイヤそうに顔をしかめられてしまった。

「でも、アルトゥールは別に無口じゃないよね？　大広間で会った時からなんだか不自然に黙りこんでいるような気がするんだけど、私の気のせいかな」

「無口じゃない……それ、どこ次元の殿下っすか」

　遅れてついてくる書記官が話に加わった。

　彼もずっと微び妙みようそうな顔で黙っていたが、どこかたまりかねた様子である。

「本国じゃ、殿下の無愛想っぷりは有名なんっすけど」

「え！　そうなんだ、不思議ですね」

「……アンタの頭が不思議なだけで、少しも不思議じゃないから」

　当人も『無愛想』の評価を否定しないなら、そうなのだろうか。

　リュカリスは無愛想だと感じたことがなかったので、新情報に首をかしげるばかりだ。

「アルトゥールって表情だって豊かなのに、どうしてだろうね」

「うわあ……この戦闘民族、目まで腐くさってる……」

「前にも言ったけど、私の視力は六等星まではっきり視し認にんできるから正常ですよ！　……ん？　目まで？」

「あと、自分に対して敬語で話してくれなくていいんで。聞いてて気持ち悪いっす」

　目以外に心配されることってあったかな？

　少し考えこんでいたため反応が遅れるも、思いもよらないフーゴの頼みに目をしばたたく。

　リュカリスは七歳さいから騎士団で鍛きたえられてきたので『騎士道』が根づいている。距きよ離り感かんがおかしいとはよく言われるものの、むやみやたらに馴なれ馴なれしくする趣しゆ味みはない。

　アルトゥールは例外だが、他国の書記官なので一応遠えん慮りよの概がい念ねんは持ち合わせていた。

「君が構わないなら甘えさせてもらうけど……えっと、フーゴって呼んでいいのかな？」

「むしろ、その遠慮が意味不明で気味悪いんでやめてほしいっす。好きに呼べばいいじゃないっすか」

　つんけんした言い方が、なんだか懐なつかない仔こ猫ねこのようで微笑ましい。顎あごをそびやかすあたりも、さらにそれっぽい。

　リュカリスがにこにこしていたら、アルトゥールはムッとしたように眉をひそめた。

「………………いろいろと納なつ得とくいかない」

「なにか腑ふに落ちないことでもあったの？」

「今までのやり取りすべて。そいつに────いや」

　彼はすぐかぶりを振ってから長息した。

「とりあえず、アンタの中での俺がすさまじい勢いで捏ねつ造ぞうされているのはわかった」

「捏造ってどのあたりが？　実像にぴったりのはずだよ！」

「実物が目の前にいるのに、ここまで自信満々とかすごいっすね」

「アルトゥールが優しいのはただの事実だから、君も今さら言うことでもないのかな」

　書記官から含ふくみは感じていたが、リュカリスは深く気に留とめることなく受け流す。ただつけ加えた言葉に、二人がますます絶句したことはわかった。

「……二人ともどうかした？　今日はなんだか変だね。調子が悪いなら、やっぱり村に寄った方がいいかな。えーっと、このあたりだと──」

「変なのはアンタだよ……！　……ああっ、早まった気がする……」

　アルトゥールはぎりぎりと歯は軋ぎしりをして、片手で顔を覆おおった。

　あたりは蒼あお闇やみにつつまれている。しかし、その端たん麗れいな横顔に月明かりが射さしこめば表情がわかる。白はく磁じのようにつるりとした頰ほおが燃えるように赤い。

（片手だけで手綱を操るのは危なくないかな……？）

　あと早まったとは、いったいなんのことだろうか。

　そう思うも、口を挟はさむのが憚はばかられる空気である。

　結局近くの村に寄るのは却きやつ下かされ、ただひたすらに予定の街まで馬を走らせたのだった。
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　リュカリスは騎士団に所属していたので、任務でアルビレオ星王国のあちこちを見て回った経験はあるが、外に出たことはない。

　知識として、大陸で一年中夜なのはアルビレオ星王国だけだと知っている。

　けれど、国境の関所を越えてヴィッセン帝国に入国した瞬間の奇妙な感覚。

　一瞬にして晴れやかな青に切り替わった空模様に感動した。

（父上が調べている星王国の神秘って、こういうことも含めてなんだろうな）

　星女王の第一王配でもある父は考古学者で、普段は星王国に点在する遺跡を調査しているため王宮に不在がちだ。同じように居つかない同父兄ゼノンは父に似たのだろう。

　二人に会えないまま出立するのは残念だったが、さすがに婚礼の日は出席してくれるだろう。




　それはそれとして、星王国よりわかりやすい昼と夜の境が面白くてならなかった。

　リュカリスにとって、ヴィッセン帝国は未知の国だ。

　星王国と異なる石造り独特の重厚感がある様式と相まって、夜は夜で不思議だが、昼間はさらに興味深い。

　もちろん、リュカリスが一番愛する光は星と月である。でも、日の光というのも素晴らしいものだと知った。夜の景色となにもかも違って見えるのが楽しい。

　旅は順調すぎるほど順調に進み、新しん鮮せんな日々にリュカリスの機き嫌げんはすこぶるよかった。

　まぁ生まれてこのかた十七年、機嫌が悪かったことなんて片手で数えられるほどしかないわけだが──皇都を目前に控ひかえ、一週間かけた旅は終わりを迎えようとしている。

　問題は、その手前の宿場町で起きた。

　泊まったのは街でも一番大きく、貴族などの有力者御ご用よう達たしの宿らしかった。

　大部屋を二部屋取ってもらったわけだが、食事は一人だと寂しいので、アルトゥールとフーゴの部屋に邪魔して食べていた。

「登城はいよいよ明日、なんだよね」

「そうだな」

　食事を進めるリュカリスとフーゴを横目に、アルトゥールは退屈そうに頰杖をついている。同席者が食事をすませるまで手をつけない皇太子としての習慣は相変わらずだ。

　ふと、アルトゥールがからかうように目を細めた。

「なに、緊きん張ちようでもしているわけ」

「緊張……しているのかなぁ。緊張ってした記き憶おくがないから、今の気分が緊張なのかわからないんだよね」

「さすが脳筋族っす」

　フーゴがもごもごと咀そ嚼しやくしながら、そんなことを呟つぶやいた。

（緊張かぁ。ドキドキ……はしている、気がする）

　リュカリスでも心臓が早はや鐘がねを打つ感覚はわかる。

　そこまで考えて、ハッとひらめいた。ドキドキといえば！

「ん……!?　時々アルトゥールにドキドキするのは、私が緊張しているから……!?」

「アンタ、本当にいい加減にしろよ！　急にぶっこむのはやめろ！」

「うわあ……本国のヤツらが今の殿下の顔を見たら、天変地異の前兆かと怯おびえるっすね……」

　急に顔を真っ赤にして取り乱しはじめた主に、書記官は引き気味にぼやいている。

　柳りゆう眉びを逆立てるアルトゥールを見て、リュカリスは目をぱちぱちさせた。

「私、なにかおかしなことを言ったかな？　君にドキドキしているって言っただ──」

「そういうのをいきなりぶっこむなって言っているんだ！」

「う、うん……？」

　なにがなんだかわからないが、アルトゥールが珍しく声を荒あららげているので頷いておく。

　それで気がすんだのか、彼は浮かせていた腰こしを落ち着かせた。

「それはともかく少し、問題があって……アルトゥールに相談できないかと思ったんだ」

「……問題？」

　アルトゥールは眉まゆ根ねを寄せ、上体を起こした。

　一見無造作に着き崩くずして見えるが、その装い自体は黒を基調として品がいい。気だるそうに頰杖をついていても背筋はぴんと伸びているので、不思議と見苦しくもなく、皇太子らしい育ちのよさが見え隠れしている。

　今も無意識だろうか、リュカリスの方に体の向きを変えて話を聞く姿勢を見せていた。

（やっぱりアルトゥールは親切だと思うんだよなぁ）

　言えば本人含めて否定されるため、心の中で思うだけにとどめておく。

　口ではいろいろ言っても、自分の婚約者がとても優しいのは確かである。

　なのに、それをリュカリスしか知らないとしたらもったいない気がした。

　でも、とも思う。自分だけしか知らないのも、それはそれで嬉しいように感じるのだから不思議だ。アルトゥールと一緒にいると『らしくない自分』をよく発見する。

　また心臓がうるさくなってきたのを振り払うように、リュカリスは頷く。

「うん。私は『王女』として輿入れするわけだから、皇帝陛下との謁見の際には女装するつもりでいたんだけど、正装ってこの騎士服しか持ってきてないんだ」

「…………は？」

「だから皇都に入る前に、この国の女物の礼服を買えないかと思って。金子はいっぱい持ってきたから、予算には余裕があるよ！」

　親指を立てて笑えば、「いやそういう問題じゃない」とアルトゥールがこめかみを押さえた。

「はぁ……ドレスがほしいなら揃そろえてやるから、アンタは買うな」

「えっと、ドレス？　を用意しておかなかったのは私の勝手だから、君に用意してもらうのは申し訳ないよ」

　女物の礼服はドレスというのか。

　リュカリスがほうほうと頷きながら固辞すれば、アルトゥールは顔をしかめた。

「こんなところで遠慮するくらいなら、もっと別のことで遠慮してくれない？」

「別のこと……？」

「無自覚っていっそ凶器っすね」

　食事を終えた書記官がハンカチで口許をぬぐい、しみじみとこぼしている。

　よくわからなかったので、リュカリスは本題に戻す。

「で、そのドレス？　を用意することの他に少し引っかかっていることがあって」

「引っかかることって、なに」

　実は、道中でも旅を楽しみながら考えていたことだった。

　頭を使うのは苦手なのだが、あとからだんだん気になってきたのだ。

　星女王は最後に対面した日、こう言葉をかけてきた。




『そなたはいずこにいても、確かにわらわの愛い子……アルビレオ星王国の第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオに他ならぬことを、ゆめゆめ忘れてはならぬぞ』




　リュカリスの記憶力でも鮮せん明めいに思い出すことができる。

　別れ際ぎわにかける励はげましの言葉として、別段不思議ではないのかもしれない。

　けれど、星女王がリュカリスを『第二王女』と形容することはそれまでほとんどなかった。

　だからやけに印象に残ったのだ──『第二王女』が。

「婚こん礼れい前に君と帝国入りする件で、陛下に許可をもらいに行った日があったよね？　その時に母上──陛下が、わざわざ私を第二王女と呼んだことの意味を考えていたんだ」

「……特に意味はなさそうだったけど」

「陛下は規格外の人だけど、意味のないことはしない人だよ」

　アンタがそれを言うか？　みたいな目で見られた気がしたが、今は置いておこう。

　リュカリスは説明が下手だと自覚しているので、考えを整理しつつ口にしていく。

「一緒に渡された雑囊もそうだけど、なにか意味があるはずなんだ。カリオス殿も私なら時がくればわかると言ってくれたけど、いまだにわからなくて」

「ああ……そういえば、変な袋を渡されていたな」

「うん。私ならわかる……私ならってどういう意味か、アルトゥールはわかるかな？」

「娘むすめのアンタがわからないのに、部外者の俺がわかるわけないだろう」

「うっ」

　娘の婚約者は部外者ではないと思うが、アルトゥールの言うことももっともだ。

　肩を落としていると、「でも」と続けられた低声に顔を上げる。

「アンタは『王女』っていうより、『騎士』としての意識が強いのはわかる。脳筋族が深読みしたところで無駄なんだから、考えたって仕方ないだろ」

「騎士……」

　リュカリスは目をぱちくりさせる。

　虚を衝かれた反応を見て恥はずかしくなったのか、アルトゥールはそっぽを向いた。

「無理して『王女』になる必要もないし、アンタの……好きなようにすればいい」

「でも、私は『王女』だから君の婚約者に選ばれたわけだし、礼れい儀ぎとしても『王女』の体裁を整えた方がいいんじゃ──」

「俺は」

　強い語調で遮さえぎられる。

　なんだろう？　首をかしげて待てば、彼はリュカリスの両目を見み据すえてこう言った。




「アンタが『王女』だから諦あきらめたわけじゃない」




　以前、何度も思ったことがある。

　彼の名前によく似た、南の空で優しく光る星──『熊の番人アルクトウールス』のような目をしていると。

　なにを諦めたのか意味はよく理解できなかったが、あの星のように思いのほか優しい眼差しを見ると悪い意味ではないだろう。

　まただ。また、心臓が痛い。ぎゅうぎゅうと苦しくなってきて、胸むな元もとを摑つかんだ。

「騎士で王女なのが、アンタだろう。それでもドレスがほしいっていうなら用意する。……面めん倒どうだけど仕方なくってだけで、アンタのためじゃないから勘違いするなよ」

「あの……殿下。自分もここにいるってこと、忘れてないっすか？」

「んあ!?」

　ガタッと音を立てて椅い子すが引っくり返る。

　珍しく居い心地ごこちが悪そうに目を泳がせている書記官に、動どう揺ようもあらわに立ち上がったアルトゥールが椅子を蹴け飛とばしたのだ。

　リュカリスは嬉しいのに声が詰つまって、なかなか返事ができなかった。

『王女』らしくないことを自覚している分、アルトゥールに恥はじをかかせたくないという気持ちだったのに、すべて薙なぎ払はらわれていく。

　同時に、すっきりした。そうだ、『第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオ』は〈星騎士パラデイン〉でもある。どちらかの姿を捨てたら、それはリュカリスではないのだ。

「……アルトゥール、ありがとう」

　立ち上がった婚約者の両手を摑み、握りしめる。心をこめて笑いかけると、見下ろしているアルトゥールの頰が赤くなった。

「べ、別に！　アンタのためじゃないって言っただろ！」

「ふふ、そうだね。でもおかげで、もやもやが晴れたから」

　これが正解なのかはわからない。けれど、リュカリスは一つの答えを導き出した。

「わかったから、手を離せ」

「あ、うん。……その土地になじむには、まずその土地のものを身につけるべきだって兵法にもあるから、ドレスを着るべきだと思って相談させてもらったんだけど、帝国風のドレスは今はやめておくよ」

「また兵法……いや、まぁな」

　リュカリスが両手を解放すれば、アルトゥールは起こした椅子を離れた場所に置いて再び腰を下ろした。照れ隠しだろう。

「でも今話していて、少し考えが変わったよ。それって『星王国の王女』としてじゃなくても──結婚してからでも遅おそくないことだって」

「……どういう意味っすか？」

「私は未来の両国民が少しでも安心して暮らせるように、星王国人が君たちの──えっと、多くの帝国人が思うような人種じゃないってことを証明するために嫁ぐわけだろう。なら、挨あい拶さつする時に『星王国の王女』だってわからない恰かつ好こうはすべきじゃないはずだ」

「ああ……」

　意外そうに見てくる二人に、リュカリスは急に不安になってきた。

「……私の解釈、間違っていたかな？」

「単純なアンタらしからぬ見解だと思っただけだよ。……間違ってないから、続けて」

「そう？　よかった！」

　ホッとしてから、自身の騎士服を見下ろす。

「ドレスを着るのがイヤなわけじゃないよ。女装ならドレスでもキトンでも結局同じことだし。挨拶は星王国のキトンを着ることにするよ」

「アンタがいいなら、俺は別に。ただ、強きよう硬こう派はからなじむ気がないとか反発を喰らうのは覚かく悟ごしときなよ」

「反発を喰らうのは覚悟の上だよ。それに、大丈夫さ。私には君がいるからね！」

「は？」

　呆ほうけた声を出した相手に、リュカリスはにっこりと笑いかけた。

「少なくとも、アルトゥールは私の味方でいてくれるよね？」

「……それは……まあ……」

　もごもごと口ごもっているが、返答は否定ではなかった。

　出会ったころの取りつく島のなさから考えると、とんでもない進歩である。

　交流を深められている手ごたえは感じていたが、新鮮な感動に胸が震ふるえた。

　リュカリスは嬉しくて、いっそうにこにこしてしまう。

「だったら、いいよ！　誰が敵でも、君が味方でいてくれるなら、私は充分幸せだよ！」

「……ぐうっ」

「あ、アルトゥール!?　大丈夫!?」

　胸を押さえて長机に突つっ伏ぷしたアルトゥールに、リュカリスは慌てふためく。

（え、なに!?　遅ち効こう性せいの毒!?）

　まだ夕食をすませてないはずなのに!?　どういうこと!?

　おろおろしていると、顔色の悪い書記官が制してきた。

「脳筋族……じゃなかった。えー、王女サマ。殿下の狂乱は最近患うことになった病のせいなんで大丈夫っす」

「や、病って、大丈夫じゃないよね……？」

「無害な持病の発ほつ作さなんで、放っておけばよくなるっす。王女サマにできるのは黙っておくことだけっすわ」

「な、なるほど……？　つまり、女官たちの発作と似たようなものってことか！」

　そういうことなら問題ないだろう。

　一人で納得しているうちに、アルトゥールは回復したらしい。

「えっと……あらためてなんだけど、帝国でキトンを買える場所ってあるかな？」

「……アンタ、ここがどこで、どんな国かわかってて言っているわけ？」

「ここはヴィッセン帝国で、我らが愛すべき故郷とは長年敵対関係──あ」

　アルトゥールの誘ゆう導どうに答えてから、遅れて意図に気づく。彼は肩をすくめた。

「今でこそ星王国って文字だけで過か剰じよう反応するのは強硬派くらいだけど、常識的に考えて表立って星王国の商品を取り扱えるくらいならこんな関係にならないから」

「そ、そっかぁ……」

　道中、星王国人だからと差別されることがなかったので、少し甘く考えていたかもしれない。『星王国人』だと喧けん伝でんしていたわけではないから差別がなくて当然だったか。

　だとすると──リュカリスはキッと眦まなじりを決した。

「いっそこの騎士服で謁見するしか──」

「挨拶は騎士服以外にしろ」

「殿下の言う通りっすわ。被害が広がる、無残な未来しか見えないっす」

　間かん髪はつを容いれずに棄き却きやくされる。二人が言うなら、挨拶にはふさわしくないのだろう。

　ふむふむと何度か頷いてから、リュカリスは勢いよく席を立つ。

「そうだ！　思い出した！」

「は？　なにを？」

「ごめんね！　説明はまた明日するよ、おやすみなさい！」

　怪訝そうな顔に笑いかけ、慌ただしく二人の部屋をあとにする。

　向かう場所は、自分が寝泊まりしている部屋だ。

　やたら広くて、凝こった内装だが、長居するつもりはないので寝台周辺以外は使っていない。サイドテーブルに置いておいた鞄から白い雑囊を引っぱり出す。

　雑囊について、星女王はこうも言っていたのだ。

　──どう在るか、心に定めた時に開けるべきものだと。

　帝国での自分の在り方を決めたので、固く閉ざされていた封ふうをほどいた。

　いくら気になっても、言いつけを守って開封しないでいたが──取り出した中身に目を見開く。宰相の口ぶりから武器かと考えたこともあったが、確かに武器だった。

　ただし切った張ったの類たぐいではない。

「キトン……」

　広げてみると、キトンには見覚えがあった。

　暗殺者の乱入騒そう動どうがあったので内々に終えてしまったが、身内にアルトゥールとの婚約を発表するためのお披ひ露ろ目め会かい用に作ったキトン一式だ。

「母上にはお見通しなのかな」

　本当にどこにいても心配してくれているのだと心がぽかぽかして、笑みが浮かぶ。

　そういえば、外の国での王女の武器は剣ではないという。

　王女にとってドレスこそが戦闘服なのだと聞いたことがある。

「……戦場は大地だけにあるわけじゃない、か」

『無能力の王女』だからこそ関わらずにすんでいた世界に、これから飛びこむのだ。

　剣術以外では役立てないかもしれないが、少なくともアルトゥールの足を引っぱらないように気をつけよう。心がけられるとしたら、今はそのくらいだろう。

　よし！　リュカリスは気合いを入れ直し、キトン一式をサイドテーブルに移した。

（寝ねるには早いけど、明日から戦うんだから英気を養わないとね！）

　すぐさま寝衣に着替え、掛布にもぐりこめば、一分もしないうちに眠りに落ちる。

　その日、土つち埃ぼこりの匂においと剣けん戟げきの音が遠ざかっていく夢を見た気がした。
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「────アルトゥール！　アルトゥール！」

　窓の外は明るいが、夜明けの名残なごりがある。早朝だ。

　健康優良児のリュカリスの頭はすっかり冴さえていて、婚約者が泊まっている部屋の扉を連打していた。

　そろそろ従業員に咎とがめられそうなころ、乱暴に鍵かぎが開けられる音が聞こえた。

「うるさい！　何時だとおも──────は？」

「アルトゥール、どうしよう！　今日は着いたらすぐ挨拶なのに、キトンを上う手まく着られないんだ！」

　途方に暮れたリュカリスは、寝衣のまま憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで固まっているアルトゥールを見上げた。

　雑囊に入っていたキトンはひだ飾かざりも華はなやかな、白い薄うす絹ぎぬだ。肩から手首にかけて留め金で留め、腰回りが細く見られるように胸元で絞しぼるタイプである。

　複雑な意い匠しようではないため着るのは楽だし、帯を巻くことも容易たやすい。

　しかし、一人では胸元を絞ることが困難だった。どうしても緩ゆるんでしまうのだ。

　襟えりぐりが深い装しよう束ぞくなので、帯が緩んでいるとサラシを取った状態では不恰好すぎる。

「婚約のお披露目の時だって帯は女官たちに巻いてもらったのに、すっかり忘れていたんだ。朝早くに悪いと思ったけど、手伝ってもらってもいいかな？　……アルトゥール？」

　リュカリスは乱れた帯もそのままに説明していたが、首をかしげた。

　あまりに無反応なので名前を呼んでみるが、我に返ったアルトゥールは目尻を吊つり上げ、そのまま部屋に引っこんだ。

「へっ……お、帯は？」

　戸口で立ち尽つくすことしばらく、彼は再び顔を出す。直後に投げられた肩掛けを受け止めるも、リュカリスは困こん惑わくした。

「あの、これ……？」

「アンタ、どこまでバカなわけ!?　出歩くなら上着くらい羽織れ！」

「そ、そうだね。ごめんね」

　いつになく怒ど気きを発散させるアルトゥールに、リュカリスは素直に謝あやまった。

「すごしやすい陽気だからって迂う闊かつだったよ。風か邪ぜを引くかもしれないよね」

「はぁ!?　なんで風邪!?　違う！　いや、俺は心配もしてない！」

「うんうん」

　怒おこられているのに嬉しくなってしまうのは、アルトゥールの気遣いを感じるからだろう。

　笑いながら肩掛けを羽織れば、彼は額ひたいを押さえてため息をついた。

「はぁ……もういいよ。中、入れば。寝る気も失せた」

「いいの？　ありがとう！　アルトゥールは本当に頼たよりになるね！」

「…………はぁあ……」

　笑顔のリュカリスをもう一度見ると、アルトゥールはまた長息した。

　やはり朝早くに睡眠を妨ぼう害がいしたせいだろうか。

　リュカリスは急に心苦しくなって、眉まゆ尻じりを下げる。

「あの、ごめんね。アルトゥール、寝るのが好きなのに邪魔しちゃって」

「……別に寝るのが好きなわけじゃない」

「そうなの？　だけどいきなり押しかけたのは、悪いことだったよね……でも困ったことになったと思ったら、君の顔が一番に頭に浮かんでさ」

「もういやだ！　早く帯を貸せ！　それを巻いてやったら時間まで自分の部屋にいろ！」

　ええ？　寝起きだから情じよう緒ちよ不安定なのかな？

　今度は顔を真っ赤にして荒れ狂うアルトゥールに困惑しながらも部屋に入る。

　先を歩く彼についていくと、いきなり足が止まった。リュカリスは背中にぶつかる。

「わっ！　え、なに？」

「──やっぱり王女サマだったんっすね。まったく、はた迷めい惑わくな……」

　呆あきれ返ったかすれ声が、アルトゥールの肩越しに聞こえた。

　どうも書記官も叩き起こしてしまったと悟さとり、リュカリスはますます身を縮めた。

「フーゴも、起こしちゃってごめんね。私は一つのことに気を取られると、それ以外のことを忘れることが多くて……これからは気をつけるようにするよ、できるだけ！」

「そうっすね。できないことを約束しないのは、王女サマのいいところだと思うっすわ」

「ありがとう！　迷惑をかけたのに慰なぐさめてくれるなんて、フーゴも優しいね」

　少しだけ申し訳なさが軽くなったので礼を言えば、なぜかアルトゥールの肩がぴくりと揺れた。

「──お前は寝てていい」

「あー……はいはい。んじゃ、自分はお言葉に甘えて寝させてもらいますっすわ。……ふわぁ」

　大きなあくびを最後に足音が遠ざかっていく。本当に二度寝に戻るらしい。

　書記官は侍従ではないが、毎度のことながらこの主従の空気感は絶ぜつ妙みように緩い。

　仲がいいなぁと考えていたら、アルトゥールが振り返った。しかめっ面である。

「……巻いてやるから、帯を貸せ」

「あ、うん！　えっと、帯……あれ？　これはこう……ん……ん？」

　上手くできないからと帯を適当に巻きすぎたのか、ほどけなくなっていた。

　リュカリスが奮ふん闘とうしていると、舌打ちをしたアルトゥールが帯に触れる。

「どうせ起こすなら、こうなる前に起こせ。もっと面倒になった」

「う、うう、面めん目ぼくない。自分でできると思ったんだよ……」

「過大評価ってヤツだな」

　彼はそう言って鼻を鳴らす。ぐうの音も出ない。

「そうだ。帯だけじゃなくて……髪かみ結ゆいの人ってこのあたりにいるかな？　いつもの髪型はこの衣い装しように合わないから、結ってもらえたら助かるんだけど」

「…………わかった、支配人に言っておく」

　気だるそうに息をついたが、手つきは丁てい寧ねいそのものだ。

　黙々と絡からんだ帯をほどいていく手て際ぎわのよさに、リュカリスは感かん嘆たんした。

「わあっ！　アルトゥールは手先が器用なんだね、すごいなぁ」

「アンタに比べたら、赤ん坊だってよっぽど器用だろうさ。どうやったらここまで絡まるのか、俺にはまったく理解できないね」

「普通に巻いたつもりだったんだけど、変な隙すき間まに入れていたみたいだね」

　他人ごとのように言ってしまったが、自分でもよくわからないのだから仕方ない。

　アルトゥールも諦めたようで、帯をほどき終えると、新たに手早く巻きはじめた。

「──はい、終わり」

「ありがとう」

　にこにこして引きしまった腰回りを見ていると、彼は片眉を跳はね上げた。

「触るなよ、ほどける」

「そうだった！　せっかく巻いてもらったんだから気をつけるね」

「……あとは髪結いか。部屋まで派は遣けんするように言うから戻れ」

　髪結いを呼んでもらえるなら、アルトゥールの気遣いに甘えよう。

「今日も朝から、本当にありがとう。アルトゥールのおかげで見苦しい姿をさらさずにすみそうだよ。部屋で待っているね」

「……ああ」

　二人揃って部屋を出る。隣がリュカリスの泊まっている部屋なのだが、扉の前で二手に分かれた。階段を下りるアルトゥールの背中を見送ってから部屋に入る。

　室内は散らかっていた。独りで着付けに奮闘した副産物だ。

「……髪結いの人が来るまでに片づけとかないとまずいよね、これ」

　冷や汗が額を伝う。

　リュカリスは急いで転がっている小物を拾い上げては寝台に置き、遠い目になる。

（私は体より、記憶力を鍛えるべきなのかもしれない……）







　どうにかこうにか片づけ終わったころに、髪結いが訪ねてきた。

　ここは上流階級の人間も利用する宿屋なので、専属の理髪師がいたらしい。

　理髪師の助手がわりなのか、何度か親切にしてくれた宿の女性も手伝ってくれ、おかげでスムーズに身支度が整った。

　そして時間までに朝食をすませると、三人は宿場町を出て皇都に向かう。

　帝国人である二人が「徒歩での帰城は避さけるべきだ」と意見を合わせていたので無蓋四輪馬車ランドーを借りることになった。

　屋根が折りたたまれているため、広々とした視界で皇都の町並みを眺ながめられる。

（わあ……やっぱり我らが愛すべき故郷とは雰ふん囲い気きが違うなぁ）

　これはわかっていたことだが、まず着ている服の意匠や建物の印象が違う。

　国民もどこか牧歌的なところがある一般的な星王国人に比べ、帝国は市し井せいの人間からして上品な気がする。とりあえず、大声で笑いながらはしゃぎ回る子供はいない。笑い方も「わはは！」より「くすくす」と控えめな感じだ。

　かといって、堅かた苦くるしい空気かといえばそうではない。

　目の前を流れていく景色は洗練されて華やかで、静かな活気と熱気に満ちていた。

　さらに星王国では見たことのない奇き妙みような道具を巧みに操る人もいて、伝統と進歩が違い和わ感かんなく共存した風景は独特の美しさを生んでいる。

（すべてが手に入る絢けん爛らんの都みやこ、だっけ）

　リュカリスは飾り紐と一緒に編みこまれた前髪を触りながら、故郷の書庫で目にした一文を思い返す。

　これが『もっとも先進的にして排はい他た的てき』と謳われるヴィッセン帝国の中心なのだ。

　目抜き通りを抜けると、一行の馬車は坂道に出る。緩やかに盛り上がり、伸びていく道の先。その小高い丘の上に、それは聳そびえていた。

　リュカリスは首が痛くなるほど仰あおいで感心する。

「皇城って、城というだけあって実物は縦たてに大きいんだねぇ」

「……アンタのところの宮殿と比べたら、そりゃ縦に大きいだろうな」

「あと全体的に黒くて、トゲトゲしているね！　昼間でも威い圧あつ感かんがあるし、遠目からわかるくらい外壁も立派だ。立地も丘の上で、防衛の観点からも素晴らしい城だよ！」

「トゲトゲ……？　それって尖塔ミナレツトのことっすか？　斬ざん新しんな表現っすね……さすが脳筋」

　向かいの席に腰かける書記官が肩をすくめた。

（確かヴァイスハイト城……通称〈賢けん者じやの城〉だったかな）

　これも輿入れのために調べた知識のうちの一つである。

　城は防衛の要かなめになる。騎士として特に気になる情報だ。

　文ぶん献けんに記き載さいされた挿さし絵えよりも、実際のヴァイスハイト城は荘そう厳ごんな漆しつ黒こくの城じよう砦さいだった。

　巨大な塔とうがいくつも連なった形状をしており、窓も一つ一つ大きいせいか日の光を受けると反射し、きらめきが漆黒の城砦をつつみこむようだ。

　やがて馬車は不気味な音を立てながらも跳ね橋を通り、無事入城を果たした。

　しばらく走ると前庭で停まり、アルトゥールに続いて下車したが、リュカリスは咄嗟に腰に手を伸ばしてから思い出す。

（あ！　私の愛剣、フーゴに預けていたんだった！）

　前庭周辺には衛兵以外の人々も遠巻きに見守っている。

　女性は女によ官かんで、男性は出仕してきた官かん吏りが大半だろうか。

　それだけなら普通の光景だが、リュカリスに突き刺ささる無数の視線。殺意──いや敵意があまりにも多く、騎士としての本能が刺し激げきされてしまう。

　このキトンにあからさまな剣は合わないという理由だったが、預けていて正解だった。

「……大丈夫？」

　肩を並べて立つアルトゥールが小声で訊いてきた。

　菫色の瞳ひとみが気遣わしげな色を含んでおり、リュカリスは笑顔で親指を立てる。

「問題ないよ！」

「………………はぁ」

「あー、自分はそろそろ楽しくなってきたっす。これからどんな阿あ鼻び叫きよう喚かんが繰くり広ひろげられるのか的な」

　アルトゥールはこめかみを押さえ、フーゴはなにやら開き直ってきた様子だ。

　……阿鼻叫喚とは？　リュカリスは頭上に疑問符を浮かべるばかりだった。
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　書記官を先頭に謁見室に向かう最中、リュカリスは居心地が悪くなってきた。

　人とすれ違うたびにお辞じ儀ぎして見送られるのはいいとしても、視線の数が増えている気がするのだ。前庭の比ではない。

　見られることは慣れているので、普段は気にしたりしないのだが、騎士の端くれとして敵意にはどうしても反応しそうになるのだ。

　肩を揺らすリュカリスが気になったのか、隣を気だるそうに歩いていた婚約者が耳打ちしてくる。

「……なにかあった？」

「大丈夫、私の修行が足りないだけだから！」

「意味がわからないんだけど」

　向けられた困惑の眼差しに、笑顔を返すだけにとどめる。

　それより、今度はどよめきが聞こえた。アルトゥールが耳打ちした瞬間、周囲がざわめいたのだ。いったいなんだというのだろう。

（やっぱり怪あやしまれているのかな？　でも私がなにかしたわけじゃないよね？）

　謁見室に辿り着くころには感覚が麻ま痺ひし、注目も気にならなくなったが、書記官が守衛に一礼して樫かし扉とびらを叩音する。その音にまぎれるように、アルトゥールがまた囁ささやいた。

「……アンタはしゃべらなくていい」

「え？」

「挨拶だけすれば充分だ。あとは俺がどうにかする」

　それだとアルトゥールの負担が大きくないだろうか？

　リュカリスは眉をひそめたが、彼の真しん摯しな面差しに言葉を吞みこんだ。

　この国の、星王国に対する偏へん見けんも差別もまだ目の当たりにしていない。そんなリュカリスが下手に発言して、初しよっ端ぱなから敵を作ってしまったら目も当てられないだろう。

　そう考えて頷いた時、謁見室の固く閉ざされた扉がゆっくりと押し開けられる。戸口で深々と頭を下げたままの書記官の横を通りすぎ、玉座まで続く真しん紅くの絨じゆう毯たんを踏ふむ。

　まず、リュカリスの視界に飛びこんできたのは部屋の両りよう脇わきに居並ぶ重臣と思おぼしき臣下たちだ。みんな無表情で注視している。

　リュカリスは努つとめて胸を張り、歩みを進めていく。そして玉座を目前に控えた距離で足を止めたアルトゥールに倣ならい、王女として膝ひざをかがめてお辞儀する。

「アルトゥール、ただいま帰還しました」

「ああ、大たい儀ぎであった。……その者が件くだんの第二王女か。余よはヴィッセン帝国皇帝クレメンス、隣は皇后ドロテーアである。おもてを上げよ」

　重低音の声に促うながされるように、リュカリスは顔を上げた。

　数段高い位置に据すえられた玉座に腰かけた二人には独特の覇は気きがあった。

　頭上に王冠を戴いただき、上襟に毛皮フアーのついた真紅の背マ外ン套トを羽織っている皇帝の顔立ちは厳いかめしい。座っていてもわかるほどの長身だが、波打つような癖のついた金髪と、優しげな緑色をした少し垂れ目がちな目元が強こわ面もてをやわらげているようだ。

　そして隣の皇后は冷然とした美貌を際立たせるように、修道女のような頭ず巾きんに黒髪を隠し、台形に開いた胸元が特徴的な黒い装束を着ている。これがドレスという礼服か。

（……キトンよりも遙はるかに着るのが大変そうだなぁ）

　皇帝と比べるとかなり華きや奢しやなのだが、その切れ長の蒼そう氷ひよう色いろの双眸には力があった。

　それから、リュカリスはふと気づく。皇后のかたわらに少年が立っていた。

　十五歳の異父弟妹ふたごと同い年くらいだろうか。風が吹いたら折れないか心配になりそうなほど、少年の線はとても細かった。右側だけ伸ばされた癖一つない黒髪に銀ぎん筒づつをはめ、柔にゆう和わな翡ひ翠すいの瞳をこちらに向けている。左耳の青石の飾りが輝いた。

　誰だろうか？　リュカリスは内心首をかしげつつ口を開く。
















「皇帝皇后両陛下、お初にお目にかかります！　私はつる──」

　おっと、危ない。いつもの調子で「剣つるぎを捧ささげし〈星騎士パラデイン〉」という口上を述べかけて、慌てて口を噤む。

　今のリュカリスは『王女』である。『騎士』の名乗りは不要だ。

「アルビレオ星王国、第二王女リュカリス・ディオ・アルビレオです。我らが愛すべき星女王陛下よりお話はかねがね伺っております。皆様にお目にかかれますこと、大変光栄に思います！」

「ば……！」

　ば？　リュカリスは隣に視線を移す。アルトゥールが目をひんむいている。

　なぜか室内がざわざわしはじめたが、皇帝が咳せき払ばらいすると静まった。

「──そうか。余もアルトゥールの一報以来、おぬしと対面するのを心待ちにしていた。これより我が城を家と思い、ゆるりと寛くつろがれるがいい」

「陛下！」

　それは耐たえかねたような鋭するどい一声だった。声の主である眼鏡めがねをかけた年嵩の男の形相は険けわしい。

「そのお話の精査はまだ──！」

　無表情だった面々も苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔である。

　その時ガタ、と一つの物音がざわめきを殺した。

　立ち上がったのは皇后である。眉筋一つ動かすことなく、彼女は言った。

「……お話の最中、あいすみませぬ。気分が優すぐれないため、わたくしは部屋に下がらせていただきます」

　返答を待つことなく、皇后は控えていた侍女を従えて謁見室から出て行ってしまった。

（具合が悪いのに、私に会うために無理をしてくれたんだ！）

　義務でもあるだろうけど、いい人だなぁ。

　リュカリスはそんなことを思って見送っていたが、静まったはずの囁き声が大きくなっていく。よく聞き取れないものの、「やはり化け物の国から来た王女……」やら「皇后陛下も心労が……」という声が断片的に拾えた。

　リュカリスは挨拶しただけなのだが、なにか帝国人の流りゆう儀ぎに反していただろうか？

　だんだん心配になってきてアルトゥールの表情を窺おうとした時、皇后のそばにいた少年が動いた。彼は両手を握りしめて、不安そうに瞳を揺らしている。

「王女殿下、ごめんなさい。母はあまり体が強くないのです。今朝から体調が思わしくなかったみたいで……」

　母、ということはアルトゥールの兄弟なのか。

　リュカリスは目をぱちくりさせる。確かに言われてみれば似ているかもしれない。

「兄にい様さまが帰還されると聞き、無理をして起きておられたので……お気を悪くしないでくださいね。僕はナイト・フォン・ヴィッセンと申します。あなたを歓かん迎げいします」

　ふわりと浮かべられた笑みは花がほころぶようで、天使のように瑕か疵しのない美しさだった。騒さわがしかった臣下たちも黙りこみ、感かん銘めいを受けたような眼差しを注そそいでいる。

　リュカリスはお礼を言いたかったけれど、今は口を開かない方が得策だと臣下たちの反応からわかったので、ただ感謝をこめて微笑みかけた。

　すると、弟皇おう子じは目を見開く。それから火がついたように頰が赤くなり、うつむいた。

（……大丈夫かな？）

　先ほどまでハキハキと話していたのに、どうしたのだろうか。

　そんな心配をよそに、皇帝は重苦しく息をついた。

「ナイトの言うように、后は疲つかれたようだ。詳しい婚礼の日取りは後日決めよう。……アルトゥールもそれでよいな」

「……決まるなら、俺は構いません」

　よそよそしい答えだったが、皇帝は一つ頷くと片手を挙げる。

「宰相よ、人払いを。……ナイトも部屋に戻るといい、体に障さわるだろう」

「は、はい。父とう様さま、お気遣いありがとうございます。……みなさん、邪魔をしてごめんなさい。兄様の顔も見れたので、先に失礼しますね」

「ナイト殿下、道中お気をつけくだされ。……皆の者も下がりましょうぞ」

　片眼鏡モノクルをかけた老ろう爺やが弟皇子に微笑みかけると、他の臣下も引き連れて退室した。

　一瞬にして静かになった室内には衣きぬ擦ずれの音すら響ひびかない。

　リュカリスがいるからかもしれないが、アルトゥールは畏かしこまった態度を崩くずすことなく皇帝を見上げている。

「……先にも述べたように、第二王女よ。おぬしはこの城を我が家と思い、好きなようにすごしてくれて構わない。余も、おぬしを我が後こう継けいの婚約者として歓迎する」

「婚こん儀ぎの日取りも未定なのに、物は言いようですね」

「婚約者といえど、まさかおぬしが連れて帰ってくるとは思わなかったのでな」

　淡たん々たんとした物言いに、アルトゥールは言葉に詰まったようだった。

「どのような心境の変化か、問うのはやめておこう。……第二王女には一つ、問いたいことがある。そのために、人払いもした。忌き憚たんなく答えてくれて構わない」

「……私に、ですか？」

　予想外の言葉に、リュカリスはきょとんとしてしまう。逆にアルトゥールがすさまじい形相になっているが、皇帝は歯し牙がにかけることなく続ける。

「そうだ。……おぬしは我が国に滞在中、仮に祖国と戦になったとしても我が国の者として戦えるか」

「皇帝陛下、必要な問いですか」

　リュカリスが答えるより早く、アルトゥールが口を挟んだ。

「その仮定は無意味です、戦は起きない」

「起きない、となぜ断言できる？　この世に絶対などないと、アルトゥールが一番知っているだろう。昨日見つからなかったことも、明日見つかるかもしれない学問の世界に身を置きながら」

　皇帝は愉ゆ快かいそうに喉を鳴らす。にこりともしない緑色の目が再び向けられる。

「戦えるか、星に愛されし国の誇ほこり高き王女よ」

「戦えません！」

「ちょ……!?」

　再度の問いに即答した。逡しゆん巡じゆんさえしない返答に、二人は仰ぎよう天てんしたようだった。

　リュカリスにとっては、考えるまでもない質問である。にっこりと笑ってみせる。

「婚礼を挙げたら帝国の人間になることは理解しています。帝国の人間になったら帝国の人間として、相手が愛すべき祖国でも命を懸かけるべきだということも」

　そう言いながら、作った拳を左胸に添える。

「私は祖国を愛しています！　だから、できたら戦いたくありません。今回の婚約をお受けしたのは、両国が戦わずにすむ未来を手に入れるためです！」

「……戦わずにすむ、な」

「はい！　愛する故国の民を護まもり、ひいてはこの広大な帝国の民も愛し、慈いつくしむため。私はアルビレオ星王国の王女として騎士として、アルトゥールと一緒にこの身を賭として帝国に尽くさせていただきます！」

「────ほう」

　皇帝は目を眇めて、顎をさすった。

「なるほど、なるほど。おぬしの意思はよくわかった。……アルトゥール」

「……なんですか」

「おぬしからの手紙にあった準備はできている。第二王女を案内してやるとよかろう」

「わかりました。……御ご前ぜんを失礼します」

　アルトゥールは一礼するや否や、リュカリスの腕うでを摑んで謁見室を出て行く。

　扉の外で待っていたらしい書記官がついてくるのに気づいているだろうに、今は黙もく殺さつしている。どこにそんな腕わん力りよくがあったのか疑問だが、アルトゥールに引きずられるがまま螺ら旋せん階段をひたすら上っていくと、ある階で解放された。

「……ア、アルトゥール……？」

　何事かに怒っているのは、無言の背中からも察せられた。

　リュカリスが恐おそる恐おそる呼びかけると、やっと振り返った彼は眦を決している。

「俺、アンタに挨拶だけで充分だって言ったよな？」

「う、うん。言われたね」

「わかってて、なんで挨拶以外のことまでしゃべっちゃうわけ？　バカじゃないの？」

　荒ぶる気持ちを抑おさえようとしているのだろう。いつにも増して低い声に、リュカリスは首をすくめた。

「そ、そんなにまずかったかな……？」

「強硬派もいる前で何度も星王国を強調するとか、肝きもが冷えるどころの話じゃなかったって言えばわかる？」

「え！　ダメだったの……？」

　あれでダメとは、もはや無言のまま暮らすしか手立てがないのでは？

　リュカリスは今後の帝国生活に一いち抹まつの不安を覚えてしまう。

　衝しよう撃げきを隠しきれないでいたら、アルトゥールはハッとしたようにそっぽを向いた。

「いや、別に……アンタは、悪くない」

「でも、私の答えで心証が悪くなったら君の足を引っ張ることになるよね」

「それは──」

「ごめんね……ここは帝国だってわかっていたけど、君やフーゴに、道中会った人たちみんなに親切にしてもらったから気が緩んでいたのかもしれない」

　しょんぼりとうつむくと、強く肩を摑まれる。びっくりして顔を上げれば、アルトゥールが気まずそうにしていた。ぽそぽそと呟きが聞こえる。

「俺が……言いすぎた。気にしなくていい」

「そんなことない！　アルトゥールが心配してくれているのはわかるよ。あのね私、君の迷惑になりたいわけじゃないんだ。もっとがんば──」

「必要ない」

　強い語気で遮られる。

　虚を衝かれると、底光りする菫色の双眸に見返された。彼は辛しん抱ぼう強づよく繰り返す。

「がんばらなくていい」

「へっ？」

「アンタはそのままでいい。……俺が気を回しすぎただけで、返答に問題はなかった」

「そうなの？　なんだ、よかった！」

　リュカリスは胸を撫なで下おろす。迷惑にならなかったなら嬉しい。

　にこにこしていると、アルトゥールがじっと見つめていることに気づいた。

「……どうかした？　やっぱりなにか」

「なにもないよ。……あとは俺がどうにか考える」

「う、うん？　私、頭に自信はないけど肉体労働なら力になれるからね！　できることがあったらなんでも言っていいよ！」

「脳筋族って本当に罪深いっすねぇ……」

「うおっ!?」

　かたわらにたたずむ書記官はなにやら書きとめてぼやく。すっかり存在を忘れていたらしきアルトゥールは叫ぶと、リュカリスから飛とび退のいた。まるで猫ねこのような俊しゆん敏びんさだ。

　彼は乱れた髪を整えながら咳払いする。

「と、とにかく！　アンタの部屋に案内する」

「私の部屋って、客室じゃないの？」

「アンタをそんなところに置いておけるわけがない」

「……まぁ妥だ当とうっすけど、やっぱり天変地異の前触れっすかねぇ」

　肩をすくめる書記官をひと睨にらみしてから、アルトゥールは歩みを再開した。

　また螺旋階段を上ることになったが、しばらくすると上に続く階段はなくなった。どうも最上階に達したようで、今度は廊下の奥へと突き進んでいく。

　リュカリスは土と地ち勘かんがないので、アルトゥールにくっついて歩くほかないのだが、ある区画にきて驚いた。

「……え？　なにこれ？」

　目をぱちくりさせてしまう。

　というのも、距離はあるものの隣り合った二つある扉。

　二つのうち手前の扉がおかしい。何重もの太い鎖が絡みつき、さらに十の錠じよう前まえをかけられて厳重に封ふう鎖さされている。

　見間違いかと目元をこすったが、消えてなくならない。なんだこれ。

　リュカリスの反応に、書記官がけたけたと指差して笑う。

「うけるー。いかな脳筋族でもやっぱりおかしなことなんですって、殿下」

「お前、うるさい。……別におかしくない、留守するなら戸と締じまりは大事だろうが」

「まさかこの扉って、アルトゥールの部屋なの？」

「まさかってなに」

　口先を尖とがらせて不満顔である。

　ふてくされた猫みたいでかわいいなぁとかなごんでいる場合ではない。

　リュカリスが呆あつ気けに取られている間にも、アルトゥールは腰に引っかけていたらしい鍵束で鎖と錠前を取りはずしていく。

　見守るばかりだったが、「来て」と部屋の主に促されたので入室する。灯りがつくと、さらに室内の異様さに気づくことになった。

　なまじ内装が落ち着いていて調度品も歴史を感じさせる上質なものが設しつらえてあるので、その部分が異様に浮いて見える。

「ま、窓が……」

「侵しん入にゆう防止のために板を打ちつけたんだよ。肉体労働ならアンタ得意だろう」

「えーっと、はずすのを手伝ってってことかな？　それなら、うん！　任せて！」

　及び腰になってしまったが、そういうことならと力強く請うけ負おう。

　アルトゥールが渡してきた鉄梃バールを握りしめるも、なんだか場違いな姿だと思わないでもない。まさか皇太子の私室で鉄梃バールを振るうことになるなどと、誰が想像するだろうか。

　書記官は相変わらず帳面になにかを書きこみながら言った。

「自分、文官なんで肉体労働は期待しないでほしいっす」

「お前には期待していないから安心しろ」

「うえーい、やったっす」

　実にやる気のない歓かん声せいである。

　アルトゥールが黙々と棚たなの埃ほこりを落とすかたわらで、リュカリスは板をはずしていく。

　ようやく窓が開放されれば、室内にも光が射しこみ、晴れ晴れとした気分になる。

　一仕事を終えたリュカリスはにこにこした。

「空気も入れ替わって気持ちがいいね、アルトゥール！」

「……二ヶ月も閉め切ってて換かん気きしてなかったからな」

「そういう問題だけでもない気がするっす」

　アルトゥールに鉄梃バールを返したら、かわりに書記官が剣と鞄を渡してきた。

「忘れないうちに返しとくっすよ」

「ありがとう、フーゴ！　特に愛剣は預かってもらえて助かったよ。城についた時、思わず剣に手が伸びそうになったからね」

「うわあ、さすが騎士サマっす」

「──思わずって、敵意に対する反射？」

　愛剣と鞄を大事に抱かかえていると、アルトゥールがやけに静かな眼差しで訊いてきた。

「うん。別に帝国人に蟠わだかまりがあるわけじゃないんだよ？　騎士団での癖なんだ」

「それはわかってる」

「これも直した方がいいよね。あとで気をつけることを書き出しておくよ！」

「……別に、直す必要性は感じないからそのままでいいんじゃない」

「そう？」

　アルトゥールが言うなら、これを書きとめるのはやめておこうか。

　リュカリスは脳内覚書から消去して笑った。

「それで、私の部屋っていうのはどこなのかな？」

「……俺の部屋の隣に、もう一つ扉があっただろう」

「え！　君と並びの部屋に寝泊まりさせてもらっていいの？」

　確かに婚約者だが、まだ婚礼前である。いや、一緒の部屋でないからいいのか？

　目を白黒させていると、彼は口の端を下げた。少し不機嫌そうだ。

「なに、イヤなわけ？」

「イヤじゃないよ！　君の部屋が近いのは嬉しいけど、帝国的に大丈夫なのかなって」

「……アンタが嬉しいなら、それでいいんじゃないの。鍵を開けるからついてきて」

「う、うん」

　ぷいっと視線を逸そらし、踵きびすを返すアルトゥールのあとに続く。

（……なんか今、珍しいことを言われた気がする……）

　書記官が「ひえー」って顔をしているところからしても、気のせいではないはずだ。

　リュカリスは熱くなった頰をさすりつつ、鍵の開けられた部屋を覗く。

　アルトゥールの部屋と少し違い、緑を基調とした華やかで女性的な内装である。

　客人用には見えない造りだが──彼が用意させたなら問題ないのだろう。

　リュカリスは深く考えるのをやめた。元々考えるのは性しように合わないし、気になるなら当人に直接訊けばいい話だ。




　とにもかくにも、これからヴィッセン帝国での生活がはじまる。

　婚礼の日取りは未定だが、先のことを思い期待に胸を躍らせるのだった。
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　アルトゥール・フォン・ヴィッセンは頭が痛かった。

　アルビレオ星王国から皇こう都とに帰き還かんしたが、さっそくやるべきことはたくさんある。

　昼の執しつ務む室しつよりはマシだろうと、わざわざ夜になるのを待ってから、アルトゥールは両親の寝しん所じよを訪ねる。まずは根回しの確かく認にんをしなければならない。

　皇こう后ごうは眠ねむっているようだが、皇こう帝ていは起きていた。寝しん衣いに着き替がえてはいたもののまるで予測していたような素そ振ぶりで出で迎むかえられ、早々に口火を切る。

「……皇帝陛へい下か。俺おれに言いたいことはないですか」

「ん？　ああ、アルトゥール。長旅ご苦労であったな」

　揺ゆり椅い子すにゆったりと腰こしかける父王に、アルトゥールは内心舌打ちした。

（このタヌキジジイ……わかっていてすっとぼけているな）

　父王クレメンスは歴代皇帝の中では珍めずらしく、星せい王おう国こくへの偏へん見けんも差別意識も持たない穏おん健けん派はだ。かといって強きよう硬こう派はの頭を無理に押おさえつけず、徹てつ底ていして公平な執しつ政せいを行おこなうため、小さな反感はあれど大きな問題には発展していない。

　アルトゥールとてその手しゆ腕わんには素す直なおに舌を巻くし、政策の方針も理解している。しかしその合理性を理解はしていても、本心から受け入れているわけではない。

　それは強硬派の主義主張に対してもそうだ。『皇太子』という人形になることを選んでもなお、不快な感情を押し殺すことはできなかった。

「そういう無む駄だな前置きはいらない」

「労ねぎらいは、人間関係を円えん滑かつに進めるために必要な要素の一つだとは思わないか。おぬしが苛いら立だつのは、心に余よ裕ゆうがないからだ。余よ暇かを楽しみたまえ、若人わこうどよ」

「……俺に、婚こん約やく者しやに関して偏かたよった情報しか与あたえなかったことに対して言うことは？」

　無視して話を進めれば、皇帝は愉ゆ快かいそうに肘ひじ掛かけに寄りかかった。

「なんだ、そんなことか。そもそも、おぬしが『好きにしろ』と話を打ち切ったのではないか。己おのれの落ち度を、余のせいにするのは違ちがうのではないか？　責任転てん嫁かというものだ」

「確かに──俺の手落ちだった。撤てつ回かいします」

　八つ当たりの自覚があったため、言葉に詰つまりながら非を認めた。これ以上責めるのは得策ではないと、とっとと本当の目的に入ることにする。

「……あいつらは星王国に置いてきた」

「星女王から密書が届いた。処しよ遇ぐうについても問題はない、おぬしもご苦労であったな」

　密書？　何気なく返されて引っかかったが捨て置こう。今は重要ではない。

「わかった、問題ないならいい。……俺の手紙の件ですが」

「ふむ、手紙。……第二王女の侍じ女じよについてか？」

「そうです。明日からつけたいので、若い女官の目録をください」

「目録は不要。すでに侍女は見み繕つくろってある」

　アルトゥールは目を見開いてから眉まゆ根ねを寄せる。勝手に決められるなど冗じよう談だんではない。

「皇帝陛下の人選を疑うわけじゃないですが、俺はそこまで頼んでません」

「どうせ穏健派の中から選ぶつもりであろう？　ならん」

　皇帝は緩ゆるく微笑ほほえむ。語気には拒きよ否ひを許さない響ひびきがあったが、すかさず反はん駁ばくする。

「どうしてですか」

「余はおぬしを賢かしこいと思っていたのだが、見み込こみ違いか？　アルトゥールよ、おぬしは自らが同どう胞ほうからどういった目で見られているのか承知しているはずだ」

「それは、もちろん」

　一いつ般ぱん市民からの支持は厚いが貴族には毛け嫌ぎらいされていることも、命を狙ねらわれるほど目め障ざわりだと思われていることも自覚している。

　やるべき仕事がなかったといえど、正直、星王国での方が気き兼がねなく生活できたというのも問題はある気がした。

「本来なら、第二王女は貴き賓ひん室で丁てい重ちようにもてなすべきだ。婚約者といっても、この国での婚約式はまだなのだからな。その慣例を捻ねじ曲まげ、おぬしは自身の隣となりの部屋に招いた」

「同室でないのだから問題ないはずです」

「問題ない。ただし、それはアルトゥール。おぬしでなければの話だ」

「──俺でなければ？」

「ここまで言ってもわからんか。一等書記官から報告は受けていたが、衝しよう撃げき的だな。まぁどんな薬でも治らん病やまいだ、いささか目が曇くもっても仕方のない話でもある」

　一等書記官──星王国から唯ゆい一いつ共に帰還した、フーゴ・バッカーのことだろう。

　ヴィッセン帝てい国こくでは頭脳さえ優秀であれば平民出身でも成り上がることができる。

『血統は尊ぶべきだが、頭脳に勝まさる宝とてない』を信条に、この国は独自の発展を遂とげた。

　書記官にしては不敬ともいえる言動であるものの、それは一面にすぎない。フーゴは平民出身だが、皇太子の旅路のお供に抜ばつ擢てきされるほどには優ゆう秀しゆうだ。

　そもそもフーゴを供に加えたのは、皇帝の推すい薦せんがあったからだ。星王国での出来事はすべて筒つつ抜ぬけになると想定はしていたが──アルトゥールは渋じゆう面めんを作る。

「……そんな病にはかかってない」

「やれやれ、おぬしは人ひと嫌ぎらいで有名だろうが。捕まった側近とて、好きでそばに置いていたわけでないことは周知されている。だというのに星王国の王女への破格の対応に加え、侍女まで穏健派の者にしてみろ。強硬派によからぬ考えを植えつけることになるぞ」

　穏おだやかな説せつ諭ゆに、押おし黙だまるしかなかった。

　怪あやしまれるのは承知の上だ。それで護まもれるなら安い代だい償しようではないか。

　リュカリスは帝国に来てからも相変わらずだった。星王国人だと知られていないせいだろうが、泊とまる宿がどこであろうと女に大人気で、男からも親しげに声をかけられる。




（────変わってほしくない）




　アルトゥールは強く目をつぶった。

　自分のように他人を疑い、深読みばかりしてほしくない。自分のこれはもう性しよう分ぶんで変えられないが、リュカリスにはそうなってほしくないのだ。

　異父兄弟きようだいにかわいがられ、国民から慕したわれて、〈星騎士パラデイン〉としても充じゆう実じつしている王女。リュカリスはアルトゥールと婚約しない方がよっぽど幸せになれるだろう。

　わかっていても、もう手放せない。手放せないなら、あとは護まもるしかない。

　それ以外に、いったいどうしろというのだ？

　彼女は、誰だれが敵でもアルトゥールが味方なら幸せになれるとまで言ってくれたのに。

　皇帝の訳知り顔に、今度は隠かくすことなく舌打ちする。

「不服そうだな。少しは第二王女を信用して、流れに任せてみる度量はないのか」

「──命を賭かけるやり口は好きじゃない」

「おぬしは本当に……生きづらい奴やつだな。少しは要領よくなってほしいものだが、まぁよい。いずれにせよ、侍女の人選は決定事じ項こうである。口を挟はさむ権利はないと思え」

　ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめる。ならばと、アルトゥールは交こう換かん条件を出すことにした。

「わかりました。……かわりに、それ以外のことは俺の好きなようにやらせてもらう」

「よかろう。おぬしの人嫌いの逸いつ話わが増えるだけであろうしな」

　それが実の息子むすこへの言い草か？　と思うが、アルトゥールも似たようなものだ。

　相手が皇帝でなかったとしても、父親相手にかなりよそよそしいだろう。

　それより侍女の件以外は放任の言げん質ちを取ったなら、早く手を回した方がいい。

　アルトゥールは踵きびすを返かえしかけるも、帰還してすぐ不ふ審しんに感じたことを訊たずねる。

「あと、最後に一つ。……謁えつ見けん室しつでの問いは、どういった意図で？」

「謁見室？　……ああ、特に意味はない。興味本位だ」

「……あのタイミングで、ですか」

「相変わらず疑うたぐり深ぶかい奴だ。深読みして痛い目を見たのではないのか？」

　……腐くさっても皇帝だ。息子の痛いところを突つくのは得意ときた。

　注意深く表情を観察しても、仮面でもかぶったように表情筋が死んでいる。

　元々優やさしげなのは垂れ目がちな目元くらいで、笑っていても食えなさは隠しきれていないわけだが、これ以上は追及しても無駄か。

　アルトゥールはため息のかわりに一礼して、今度こそ寝所をあとにした。




　いくつか寄り道してから私室がある階に戻もどれば、見慣れない姿がうろついていた。

　正確には、よく見知ってはいるが見慣れない装よそおい、と表現すべきか。

　常ならば結ゆい上あげられた銀ぎん朱しゆ色いろの髪かみは背中を流れ、一いつ緒しよに編みこまれた青い飾かざり紐ひもと一緒に腰元で揺れている。そわそわしている様子を、アルトゥールは怪け訝げんに見つめた。

「……アンタ、人の部屋の前でなにしているわけ」

「あ！　アルトゥール！」

　振ふり返かえった相手は、自分に声をかけた人間を認めるとそれは嬉うれしそうに微笑んだ。

　アルトゥールは内心「うっ」とうめいたが、表面上は平静を保つ。

（……一種の詐さ欺ぎだよな）

　薄うす化げ粧しようする必要がないほど白く透すき通とおった肌はだも、はっきりとした目鼻立ちを際きわ立だたせる凜りんとした面おも立だちも、大ぶりながら品のある立ち振ふる舞まいも、装いが違っても根本は同じだ。けれど、これほど『美しさ』の種類が変わるのかという衝撃はいまだ薄うすれない。

　騎き士し服ふくに戻っていてもおかしくないと思っていたのだが──アルトゥールは声をひそめた。

「なにか、あったの」

「なにも起きてないよ！　あ、起きたのかな？　ん？」

　不思議そうに首をひねる彼女はぴんぴんしている。肩かたから力が抜ぬけた。

「あ、そ。……で？　俺の部屋の前にいるってことは、俺に用があったんだろう」

「うん。羊皮紙と羽根筆がほしくて、アルトゥールの部屋を訪ねたんだけど返事がなかったからさ。どうしようかなぁと思っていたら声をかけられて、待っているんだ」

「は？　声をかけられた？　だれに？」

　登城初日だというのにさっそくか。矢や継つぎ早ばやに問えば、リュカリスは目を丸くする。

「えっと、君の────」




「兄様、お戻りになったんですね」




　聞き覚えのある柔やわらかな声に振り返れば、微笑む弟──ナイトが立っている。相変わらず侍女に付つき添そわれているが、その手は桐きり箱ばこを大事そうに抱かかえていた。

　足音もなく近づいてきたナイトはリュカリスを見つめた。青白い頰ほおが少し上気している。

「あの、遅おそくなってごめんなさい。よければこれを使ってください」

「遅いだなんてとんでもないことです。困っていたので助かりました、ありがとうございます。大切に使わせてもらいますね！」

　彼女は少し腰をかがめて微笑むと、差し出された桐箱を受け取った。

　アルトゥールは状じよう況きようが読めずに困こん惑わくしたが、前後の流れから察するに弟が筆記用具一式を取りに行っていたのだろう。

（いや、その前にどうして弟がこの階に来たんだ？）

　弟のナイトは体が弱い。階段の上り下りを極力避さけるため、二階に私室を設けているほどだ。最上階で使われている部屋はアルトゥールの私室と書庫くらいだが、書庫なら二階にもある。夜になってわざわざ自分を訪ねてくる理由に見当がつかなかった。

　そんな兄の思考をよそに、弟はもじもじとうつむく。

「差し出がましいと思ったんですけど、兄様の大切な方が困っているのを見たら居ても立ってもいられなくて。おれでも兄様のお力になれて嬉しいです」

「別に、大切じゃない。勝手に推おし量はかるな」

「……兄様……」

　大きな翡ひ翠すいの目が潤うるむ。かたわらの侍女から非難の眼差まなざしを向けられようが無視する。

「お前も俺に用があったわけ」

「あの、おれ……兄様に直接、おかえりなさいと言いたくて……」

「そう。なら用はすんだだろ、早く部屋で休めば」

「そ、そうですね。ごめんなさい……お疲つかれのところ邪じや魔ましました」

　瞳ひとみに涙なみだの膜まくが張ったまま弱々しく微笑み、頭を下げる。

　侍女の殺意の波動はますます高まっているようだが、そんなものはアルトゥールの知ったことではない。

　リュカリスにも部屋に戻るように促うながそうとした矢先──彼女は動いた。

「殿でん下か」

　優しげな声で呼びかけると、懐ふところから取り出したハンカチを渡わたす。

　ナイトはびっくりした様子で、自分と同じ位置にある顔を見つめている。

「殿下はあまりお体が丈じよう夫ぶではないと伺うかがいました。厳しい物言いは、無理をするより休んでほしい、アルトゥールの兄心ゆえです。邪魔だなんて思うはずがないですよ！」

　断言するリュカリスに、自分を含ふくめて全員が呆あつ気けに取とられる。

　どうしたら先ほどのやり取りで、そんな結論が導き出せるのだろう。

（本当に、こいつ、もういやだ）

　アルトゥールの物言いは元々辛しん辣らつだが、巻きこむ可能性を減らすため、弟相手だとさらにきつくなる。

　今も侍女が反感を持ったように、非難されるのはだいたいアルトゥールの方で、こんな風にフォローされるのは初めてだった。

　いろいろな感情が去来して熱くなっていく顔を押さえた。

「筆記用具をありがとうございました。夜も遅いので、お二人とも足元にお気をつけくださいね。怪け我がをされたら、私はもちろんアルトゥールも悲しくなります」

「アンタ……本当に、ちょっと黙ってくれない……」

「お、おれの方こそ！」

　頭を抱えていると、突とつ如じよ張り上げられた声に続いて咳せきこむ音が聞こえた。

　視線を向ければ、侍女が「ナイト殿下！」と悲鳴を上げて弟の背中をさすっている。

「こほ……あの、おれの方こそありがとうございます。勇気を出して、兄様を訪ねてよかったです。……あなたのことは、なんとお呼びすれば？」

「私のことはお好きに呼んでくださって構いませんよ」

　にこにこしているリュカリスは、口調のせいか装いと相まって深窓の佳か人じんのようだ。

（やっぱり詐欺だろう……）

　これで長ちよう剣けんをぶん回す指折りの騎士だとは誰も思うまい。

　一度根づいた騎士道精神とはかくも恐おそろしいものなのか。

「じゃあ、リュカリス様と……お呼びしても、いいですか？」

「もちろんです、殿下。私とも仲よくしていただけたら、とても嬉しいです」

「はい！　リュカリス様、兄様、おやすみなさい」

　微笑む彼女に、弟は嬉しそうに目を細めた。数分前の悲ひ愴そうさは一いつ掃そうされている。

　内心ホッとしたものの、今度はもやもやしてきた。

　顔色に血の気が戻ってきた弟は何度も手を振りながら、来た道を戻っていく。

「おやすみなさい、殿下。善き星が君たちの夢を明るく照らしますように」

　二人の姿が見えなくなるまで手を振り返すと、リュカリスはアルトゥールを見た。

　天藍石ラピス・ラズリの瞳がきらきら輝かがやいている。

「君の弟くんもとてもかわいいね！　弟が増えたみたいで嬉しいな！」

「…………アンタって脳筋に見えて、線引きはちゃんとしているよな」

「言葉遣いのことかな？　公私を分けないと、示しがつかないからね！」

　えへん！　と胸を張る彼女に、なんとも言えない気持ちになる。

　このあほさ、かわいい──気がしないでもないと感じるのは気のせいだ。

（これっぽっちも！　微み塵じんも思わないし！　全部頭が痛いことばかり起こるせいだ！）

　責任転嫁して気持ちを落ち着けてから、これみよがしに長息する。

「俺に対する強ごう引いんさもどうにかしてほしいんだけど」

「うーん、だって君のことはもっと知りたいんだ。婚約者だし、特別だからね」

「────ぐっ！」

　平静さを取り戻した端はしからこれである。心臓が痛すぎて辛つらい。

　特別だろうがなんだろうが、深い意味はない。ただ思ったことを、なにも考えず口にしているだけだとわかっている。わかっていても、毎度動どう揺ようを殺しきれない。

　ところでどうして脳筋族が羊皮紙を？　と訊ききたいことはまだあったが、これ以上話していると心臓がもたないのでとっとと切り上げるに限る。

　胸を押さえる婚約者を少し心配そうに見つめるリュカリスを手を振ってあしらう。

「……もう、いいから。用がすんだなら、早く部屋に戻れ」

「あ、そうだね。時間も時間だし、今日はもう寝るよ。また明日からよろしくね、おやすみ」

　彼女が素直に部屋に戻れば、廊ろう下かは静せい寂じやくに支配された。

　アルトゥールはしばし立たち尽つくしてから、自室の鍵かぎを開けて入る。

（やっぱり、早まったか）

　元々リュカリスと一緒に帝国入りする予定はなかった。

　アルトゥール自身は同担拒否過激派とかいうリュカリスの同父兄あにが戻ってくる前に出立したかったが、頼まれなければ同伴する気はなかった。

　もう少し準備してから呼び寄せるべきだったのだ。

「……先が思いやられる」

　──変わってほしくない。

　いくら強く願おうと、この国で変わらずにいられるとしたら奇き跡せきに等しい。

　だが、奇跡は作れる。科学の発展が、奇跡も作れるのだと証明してきた。

　アルトゥールが護身用に改良して生み出した小型の銃じゆうとて、小型化できたら『奇跡』だと長いこと言われていたのだ。

（やるしかない）

　科学は生活を豊かにするもので、奪うばうものではないという思いは変わらずある。

　重臣たちからいくらせっつかれようと作ろうと思わなかったものも、リュカリスのためなら考えよう。それで、変わらずにいてくれるなら前進以外の道はない。

　アルトゥールは目を閉じ、心を決める。

『皇太子』という人形だった自分は、暗殺されそうになって崖がけから落ちた時に死んだのだ。
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　リュカリスの朝は早い。騎士団の朝礼による習慣だ。今日は騎士服に戻って動きも軽い。

　昨夜、アルトゥールの弟手ずから持ってきてもらった羊皮紙をテーブルに広げる。

　羽根筆に墨汁インクをつけ、まずは表題を大きく書きこんだ。




『アルトゥールの迷めい惑わくにならないために必要な心構え！』




　うん、これでいい。リュカリスは思案しながら少しずつ綴つづっていく。




　一、相手の起き床しよう時間を考こう慮りよして、訪ねるなら九時以降！

　一、行動を起こす時はアルトゥールに必ず相談！

　一、気になったことがあれば些さ細さいなことも報告！

　一、朝礼の癖くせでも腹から声を出さないこと！

　一、ちゃんと公私を分けること！




　羊皮紙には余白がまだたっぷりとあるが、ひとまず満足して壁かべに貼はりつける。

　女性的で優美な内装にめちゃくちゃ浮ういているが、これは仕方のないことだ。

　リュカリスは忘れっぽい。その解決方法はこれに限る。

「こうして書いて目立つ場所に飾っておけば、絶対に忘れないよね！」

　他にも気をつけることがあれば書き足していけばいい。

　できることからコツコツと！　だ。

「……ん？　あれ？　そういえば、婚こん礼れいの日取りっていつ決めるのかな」

　皇后が体調を崩くずされていたから相談は後日という話だったが、後日がいつか聞いてない。

（うーん、アルトゥールに訊いてみるか）

　とはいえ、まだ朝も早い。このまま突とつ撃げきしたら、『心構え』に反してしまう。

　とりあえず、リュカリスは愛あい剣けんの手入れをすることにした。磨みがくために布ふ巾きんを探していた時、部屋に叩音ノツクが響く。

「はい？」

　扉とびらを開けて応対すると、侍女服をまとった女性二人が立っていた。

　一人は大きな瓶びん底ぞこ眼鏡めがねのせいで表情はよくわからないが、亜あ麻ま色いろの巻き毛を二つに結い上げた小こ柄がらな少女。もう一人は小さな白い帽子キヤツプに黒くろ髪かみをまとめた、理知的な美人だ。

　少女はリュカリスと同い年くらいに見えるが、美人は二十代半ばくらいだろうか。

（……誰だろう？）

　アルトゥールからはなにも聞いていないが、ひとまず笑いかける。

「おはようございます。なにかご用でしょうか？」

　小柄な侍女がびくっと肩を揺らした。

「おはようございます。……無礼かと存じますが、こちらアルビレオ星王国リュカリス王女殿下のお部屋でよろしいでしょうか？」

　小柄な侍女を庇かばうように進み出た黒髪の侍女が訊ねてきた。

　間違いもなにも、目の前にいる自分が部屋の主だ。少し不思議に思うも肯こう定ていする。

「はい！　間違いありませんが、どうかいたしましたか？」

「……私は本日より王女殿下付きの侍女としてお仕えさせていただく、ブランカ・フォン・チェルハと申します。こちらは──」

「あたく──あた、しはアマ……アリア・ヴェークでしてよ。おま──もごご！」

　どこかぎこちない小柄な侍女の口を、黒髪の侍女が塞ふさいでいる。

　……大丈夫かな？　心配になるやり取りだが、重要なことを聞きき逃のがしかけた。

「え……侍女、ですか？　今日から？」

「さようでございます」

　黒髪の侍女は同僚の口を塞いだまま実に優ゆう雅がに一礼した。
















　器用だなぁと感心してしまう。そういえば忘れていたが帝国では侍女がつく手はずだったか。

　いずれにせよ、帝国の流りゆう儀ぎに慣れるべきだと快かい諾だくする。

「そうでしたか！　知らずに失礼しました。今日からよろしくお願いしますね」

「……なにか軽食をお持ちいたしますか？」

「軽食、ということは朝食は別の時間なんでしょうか？」

「正せい餐さんは午前十時から、夕食は午後四時からとなっております」

　黒髪の侍女──ブランカの言葉に、リュカリスはふむふむと頷うなずく。

（帝国だと食事は一日二回なのかぁ）

　戦士は体が資本だ。空腹で実力を発揮しきれないようなことがあれば生いき恥はじも同然である。

　脳筋一族と名高い王族の食事は最低でも一日三回だったので、少々心こころ許もとない。

「今は大丈夫ですけど、小腹が空いたら軽食を頼んでもいいですか？」

「かしこまりました。……ご用命がありましたら、こちらの鈴すずをお鳴らしください」

　侍女に言われて初めて、リュカリスは戸口付近の天てん井じようから下がった紐に気づく。

　鈴らしきものは見当たらないが、確かに紐はどこかに繫つながっているようだった。

「了りよう解かいです！　あと、正餐は別の部屋で取るんでしょうか？」

「食堂でお揃そろいになってからになりますが、失礼ながら従者は別室が規則となります」

　従者とは？　リュカリスは背後を見たが誰もいない。

　わざわざ『従者』と言ったなら『侍女』ではないのだろうし、誰のことだろう。

「……いかがなさいましたか？」

「いえ！　なんでもないです！　えっと、従者って」

「──正餐も夕食も、俺と一緒にすます」

　聞き慣れた声に、リュカリスは扉から部屋の外へ顔を出した。

　急いで出てきたのか、いつになく着崩れたアルトゥールが立っている。瞬しゆん間かん、小柄な侍女──アリアが「ぴゃ！」と小さく悲鳴を上げて顔を背そむけた。

「アルトゥール、おはよう。今日は早いね」

「……俺とこいつの食事は用意しなくていい。かわりに俺の部屋まで食材を持ってきて」

「食材、でございますか。……かしこまりました。ただちにご用意いたします」

「…………お前……」

　アルトゥールは目を眇すがめて、黒髪の侍女を見ている。なにかに気づいたようだったが、すぐため息をついた。

「──そういうことか。ま、いい。用があれば呼ぶから、呼ぶまで近づくな」

「かしこまりました」

　ブランカの声に抑よく揚ようはなく、機械的だ。淡たん々たんと一礼して、びくびくしているアリアを伴ともなって去っていく。

「なんだ、侍女といってもずっとそばにいるわけではないんだね」

「……そりゃね。そばに置いておくヤツもいるけどな」

「そういえば、キーリ兄上たちには侍女がいたけど用がある時しか呼んでなかったかも。立候補してくれたみんなに悪いことしたかなぁ」

「アンタの場合はどうだか。……それより、こっち」

　アルトゥールに腕うでを引っ張られた。連れて行かれたのは彼かれの私室で、入るとすぐさま鍵をかけられる。

　リュカリスが首をかしげれば、彼は無言で顎あごを引く。視線の先には猫ねこ脚あしの椅子があったので腰かけてみる。

　アルトゥールは向かいの椅子に座すわって両手を組むと、重苦しく口を開いた。

「アンタに、いくつか伝えておくことがある」

「うん、なにかな」

「まず、俺がいない場で出された食べ物はいっさい口にするな」

「えっ」

　びっくりして目が丸くなる。予期しない言葉だった。

「せっかく出されたのに食べないのは失礼だったりしない？」

「今は満腹だから夜食にするとか言えばいい」

「そっかぁ、わかったよ。他にもあるの？」

「アンタ付きになる侍女のことだけど。俺の記き憶おくが確かなら、黒髪の方は本来オーフェルヴェーク公こう爵しやく家け令れい嬢じよう付きの侍女だ。あまり信用しない方がいい」

「……もしかして、私が来たから引ひき抜ぬかれちゃったってこと……？」

　だとするなら、なじみの侍女を取り上げられた公爵令嬢に申し訳ない。

　リュカリスが恐る恐る問えば、アルトゥールは引き結んでいた唇くちびるを少し緩めた。

「違う。オーフェルヴェーク公爵家は皇后の実家だし、他に意図があるんだろうさ」

「なんだ、よかった！　でも、意図って？」

「……アンタ、説明したら理解できるわけ？」

　リュカリスの察しが悪いからといって、アルトゥールは答えだけを教えてくれることはない。自分で考えて答えを導き出せるように、必ず手がかりをくれる。

　その彼が手がかりもくれないってことは──リュカリスは満面の笑えみで返す。

「理解できないだろうね！」

「自信満々に言うことじゃないから」

　呆あきれ返かえったような口ぶりだが、眼差しは優しい。胸むねの奥おくがくすぐったくなるほどに。

「アンタが武器を──剣を携けい帯たいする許可は取ってある。持ち歩いて構わない」

「……あ、あのね」

　今日は謁見の予定がないので騎士服を着ているが、腰にはなにもない。

　帯たい剣けんしてもいいと聞いたら、欲が出てきた。

　そわそわしていると、アルトゥールが目線で先を促してくる。

「帝国には軍隊があるんだっけ。私も軍隊の演習に参加させてもらうことはできるのかな！」

「……は？」

「時々でいいんだ。動かないと体が鈍なまっちゃうし……その、無理なら大丈夫──」

「参加したいならすれば」

　無茶を言っている自覚はあった。だから語ご尾びもだんだん尻しりすぼんでいったのだが、遮さえぎって返された言葉にリュカリスは顔を上げる。アルトゥールは無表情だった。

「え、いいの？」

「やりたいんだろう。好きにやればいい」

「う、うん。やりたいけど……でも、アルトゥールの迷惑にならないかな……？」

「迷惑ならすでにかけられているし、今さらだろ。……担当に言っておく」

　ぶっきらぼうでも、根底に気き遣づかいを感じられた。

　リュカリスが気にしなくていいように言ってくれているなら、素直に喜ぼう。

「お言葉に甘あまえさせてもらうね。ありがとう、アルトゥール！」

「すぐには無理だから。一週間後あたりに演習場に行ってみるといい」

「わかった！　嬉しいなぁ、参加するのが楽しみだ！」

　にこにこしていたら、彼は菫すみれ色いろの双そう眸ぼうを細める。

「……他にしたいことは？」

「今のところはないか、な……あ！」

　ひらめいた！　期待の眼差しを向けると、アルトゥールがたじろいだ。

「……もっとワガママを言ってもいい？」

「逆に、アンタが俺を振り回さない時ってあった？」

「アルトゥールが発明したものを見たいな！　あと、帝国でオススメのお店があるなら君と一緒に行ってみたいし……婚礼の日取りってまだ先だよね？　それまでに、少しでも帝国人に受け入れてもらえるように、なにかしたいよ！　なにかがなにかはまた考えるけど！」

　苦言を軽かろやかにスルーして希望を言えば、一いつ瞬しゆん、アルトゥールは呆ほうけた様子だった。それからじわじわと頰を赤らめていって、額ひたいに手を当ててうめいている。

「くっ……！　こ、これがバカわいいって感情なのか……不覚……」

「ん？　バカわいいってなに？」

「忘れろ。……アンタはバカだからな。知ち恵えを貸すくらいはしてやってもいい」

「お出かけは？」

　間かん髪はつを容いれずに問う。じーっと目で訴うつたえかけていれば、アルトゥールの視線が泳ぐ。

「………………したいの？　俺と？」

「もちろんだよ！　我らが愛すべき故郷と帝国は別腹さ！　アルトゥールが興味あるものなら、私もきっと楽しめるよ！　だって君のことが好きだからね！」

「……早まった……間違いなく早まった……鬱うつだ……」

　虚うつろにぶつぶつと呟つぶやきはじめた彼に、若じやつ干かん怯ひるんでしまう。

「だ、大丈夫？　例の、女官たちと同じ発ほつ作さ？」

「全然だいじょばないけど大丈夫。……暇ひまな時なら、付き合っても……いい」

　返答は小さかったが、リュカリスは聞き逃さなかった。

「本当？　暇になるの、楽しみにしているよ！　私、君と出かけるの好きなんだ」

　思ったことを言い添えれば、アルトゥールが髪を振り乱して立ち上がる。

「とどめを刺さすなら一気にしてくれる!?　時間差はやめろ！」

「と、とどめ？　時間差？　どうしたの？」

「もう、本当にいやだ。疲れた。なんで……俺が……」

「アルトゥールも、私に手伝えることがあったら言ってね！　力仕事ならできるよ！」

「…………はぁああ」

　必死に言いい募つのるリュカリスを彼はしばし凝ぎよう視しし、またうなだれてしまう。

　そうこうしているうちに書記官のフーゴが訪おとずれ、侍女たちも食材を積んだ荷車を引っぱってきた。中に運びこんでから、所在なくたたずむ小柄な侍女に気づく。

（……少しは仕事を頼んだ方がいいのかな？　することがないと、逆に困るよね）

　ちょうど彼女は茶器を抱えている。話しかけようとした矢先、アルトゥールが言った。

「お疲れ様。用はすんだから、待機室に戻れ」

「アルトゥール、たくさん食材を持ってきてもらったし、二人とも疲れているんじゃないかな。一緒にお茶してから戻っても罰ばちは当たらないと思うよ」

　アルトゥールが睨にらんでこようと気にしない。

　にこにこと侍女の反応を待っていたら、ブランカが一礼した。

「……侍女の身分で、主あるじを差し置いてお茶をいただくなどなりません」

「主？　うーん……あのね、君たちからも帝国の話を聞いてみたいんだ。だからよかったらお茶を飲みながら聞かせてくれないかな？」

　主とは？　となったが、リュカリスがあらためて誘うと、今まで表情の変わらなかったブランカが少し瞠どう目もくした。それから茶器を抱えたままのアリアをちらっと窺うかがう。

「──ご命令ならば、かしこまりました」

「ありがとう！　あまり用事を頼んだりしないと思うけど、君たちの仕事を奪いたいわけじゃないんだ。この国の流儀として必要なことがあれば、気軽に言ってね」

　壁を感じさせてしまうかと先ほどから丁寧語を取とっ払ぱらってみたが、今度こそはっきりと彼女の顔が驚きよう愕がくに染まる。

　──ガシャンッ！

　突如響いた音に、全員が振り返る。音の発生源では、アリアが立ち尽くしていた。足元には陶とう磁じの破は片へんが散らばっており、どうも茶器を落としたらしい。

　おろおろとかがみこもうとする彼女に、リュカリスは咄とつ嗟さに駆かけ寄よって手を摑つかむ。

「ダメだ！」

「──ひっ!?」

　アリアは小さく息を吞のんだ。瓶底眼鏡で見えないが、怯おびえているのが伝わってくる。

　摑んだ手が震ふるえていた。侍女にしては傷一つない、きれいで小さな手だ。

　リュカリスは片かた膝ひざをつき、彼女の手を矯ためつ眇すがめつ確かめてから胸を撫なで下おろす。

「……よかった。破片に触ふれたらいけないよ、危ないからね」

「ふえ……？」

「急に大声を出してごめんね。でも、君のきれいな手が怪我をしないでよかった」

　手を握にぎりしめたまま微笑めば、彼女が赤面した。瞬間、手ての甲こうに痛みが走る。

　アリアに払いのけられたのだ。

「さ、触さわらないでちょうだい！　汚けがらわしい！　化け物の分際で！」

「アリア様、なりません。……申し訳ございません、私どもは御ご前ぜんを辞させていただきます」

　リュカリスはびっくりしすぎて声が出なかった。

　急にいきり立ちはじめたアリアは、焦あせるブランカに引きずられて部屋を出て行く。

　しばらく沈ちん黙もくが流れたのち、室内に残っている二人を振り返った。

　アルトゥールはこめかみを押さえ、書記官はなにかを書きとめている。

「私がいきなり触ったから驚おどろいたのかな？」

「ええっ!?　どうしたらそんな結論になるんっすか!?」

　帳面から顔を上げた書記官が仰ぎよう天てんした。

「我らが愛すべき故郷でも、私が触ったら悲鳴を上げて失神する女官がいたんだ。そういえばアリアはあまりしゃべらなかったし、あがり症しようかもしれないな。気をつけないと」

「やべえっす……想像以上にヤバイ脳筋だった……もはやその精神力が恐きよう怖ふ……」

「……なるほど、人選の意図はこういうことか……」

　なぜか震えるフーゴは最近見慣れてきたが、アルトゥールは何事かを考えこんでいる様子だ。

　必要なことなら話してくれるだろう。今は破片を片づけようと、リュカリスは立ち上がったのだった。
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　リュカリスは夜警の当番以外で夜よ更ふかしをしたことがない。

　ヴァイスハイト城で迎むかえる二日目の夜、この日も早いうちに眠りについていた。

　普ふ段だんは自然に目覚める時間までぐっすり快かい眠みんなのに、なぜか意識が浮ふ上じようしていく。

（なんだろう……気配がする）

　物音はしない。しかし、いる。リュカリス以外いないはずの部屋に、誰かが。

　それでもうつらうつらしていたが──一瞬で覚かく醒せいした。同時に体が動き、枕まくら元もとに置いておいた剣を抜き払えば甲かん高だかい音が奏かなでられる。

　リュカリスの神経を呼び覚ましたのは敵意だ。

　いつかのように覆ふく面めんをした黒衣の輩やからが、目と鼻の先でこちらを睨み据すえていた。

　ガキンッ！　と剣身に重心がかかっていく。鍔迫つばぜり合あいは埒らちが明かないと足あし技わざを繰くり出だせば、相手は飛び退すさって天てん蓋がいの外に転がり出る。

「誰？　……って訊いても、名乗ってはくれないよね」

　下ろしたままの髪が邪魔だ。寝衣の腰元の紐を抜き、素早く結い上げる。

　視界も明めい瞭りようになったところで剣を構え、体勢を立て直す侵しん入にゆう者に突とつ進しんした。

「──ハァッ！」

「ぐっ！」

　侵入者がうめく。声が低い、男か。

　一いち撃げき目は短たん剣けんで防がれたが、リュカリスは畳たたみかけていく。

　自分の武器は手数の多さだ。斬ざん撃げきの速さで押おしきれば、やがて短剣は宙に舞まった。

（──手傷を負わせるのはまずいな）

　ここは星王国ではなく、ヴィッセン帝国だ。アルトゥールに迷惑がかかる。

　リュカリスは寝しん台だいの方角に剣を放り投げた。手首を押さえて退散しようとしていた侵入者はそれを見て虚きよを衝つかれたようで、一瞬動きが止まる。その隙すきを見み逃のがすことなく蹴けり上げた。

「ぐはぁっ！」

　苦鳴が上がろうと気にせず、リュカリスは相手を取り押さえる。

　もがく侵入者に全体重をかけてのしかかったまま、髪を結い上げていた紐をほどく。ついでに口にハンカチを詰めこんでやってから、紐で縛しばり上あげていると戸口が騒さわがしい。

　リュカリスが顔を上げると、血相を変えたアルトゥールが現れた。

　よほど急いだのだろう、同じく寝衣のままである。




「──リュカリスッ！」




　普段はよく通る甘い低声が、悲痛に引きつって響く。

　常ならぬ様子に、リュカリスの意識が数秒だけ侵入者から逸それる──と。

「わっ!?」

　侵入者は体格がいい。少し体から力が抜けていたところを駆け抜けられ、後方に転がってしまう。リュカリスが受け身を取った時には敵はバルコニーに出ていた。

「待て！」

　飛び降りる影かげを追いかけようとしたが、アルトゥールに肩を摑まれる。

「やめろ！」

「でも！」

「どうせ追いつけない。それより、怪我は!?」

「えっと、怪我はしてないかな。この通り無傷だよ」

　息急せききって問い詰められたので戸と惑まどいがちに答えた。すると、彼は小さく息をつく。

「……そう」

「アルトゥールは、こんな夜更けにどうしたの？　なにか急ぎの用事かな？」

　のんびりと訊いた瞬間、アルトゥールの形ぎよう相そうが一変する。地を這はう声が聞こえた。

「アンタ、それ本気で言っているわけ」

「本気って？」

「アンタの部屋から！　すごい物音がしたから！　来たんだよ！」

　リュカリスは目をぱちくりさせた。なるほど。納得したが落ちこむ。

「『心構え』に書いたのに、騒がしくして起こしちゃったんだね。ごめんね」

「はぁっ!?」

「今度あいつが来たら、もっと上手くやるね！　がんばるよ！」

　握りこぶしを作って気合いを入れてみせたが、アルトゥールがうつむく。

「────ふざけるな」

　静かな声だった。しかし、滲にじむような怒ど気きに肩が揺れ、向けられた菫色の瞳の奥おくが瞋しん恚いに燃えている。くぐもった声が続けた。

「上手くやれだなんて、だれが言った。がんばれって、いつ俺が言った」

「い、言われてないけど……でも」

「でも？　なにが『でも』だ！　ふざけるな！　部屋は隣なんだ。呼べばいいだろう、俺を！　くだらない時は強引なくせに、どうして肝かん心じんな時になにも言わないんだ！」

　まくし立てる勢いに気け圧おされてしまうが、なんとか反論する。

「く、くだらないって、私がアルトゥールをあちこちに連れ出したこと？　それなら、くだらなくないよ。私には、アルトゥールと交流することの方が大事だ」

「アンタ、襲おそわれたんだぞ！　バカじゃないのか!?」

「──それがなに？」

　何気なく返せば、アルトゥールは絶句したようだ。目を見開いて凍こおりついている。

「毒は困るけど、目に見えるもので襲われる程度なら問題ないよ。私にとって戦うことは呼吸と同じで、戦うこと自体好きなんだ。それが暗殺者相手でもね。だから私が選ばれた、君の婚約者に。光栄なことだ」

　くしゃりと彼の表情がゆがむ。苦しそうに眉根を寄せていた。

　優しい人だ。星王国での暗殺騒そう動どうでもそうだったが、彼は争いが嫌いなのだ。

　言葉にしないだけで、できたら誰も傷つけたくないと考えているのだろう。

　その証しよう拠こに自分の命が狙われている時は無関心だったのに、今は真っ先に怪我の心配をしてくれたし、こんなにも怒おこってくれている。

　リュカリスは微笑んで、アルトゥールの手を握りしめた。掌てのひらの中でぴくりと動く。

「心配してくれたんだよね、ありがとう。すごく嬉しいよ」

「心配なんて、してない！」

「君は、私が命を粗そ末まつにしていると感じたから怒っているのかな」

「…………死に急いでるようにしか見えないだろ」

　少し落ち着いたのだろう。アルトゥールは肩で息をしてからそっぽを向いた。

「アルトゥール。兵へい法ほうで、もっとも大事なことはなにか知っているかな？」

「こんな時でも兵法とか、アンタは本当に頭がおかしいな」

「兵法でもっとも重視されるのは──戦わずに勝つこと。もっと言えば、いかにして争いを避けるかにある。私は戦うことは好きだけど、積極的に戦いたいわけじゃない」

　彼は思ってもみないことを言われたように目を丸くした。

「強い人間は──この場合、優すぐれた戦士のことだけど──、一分でも一秒でも長く生きる義務がある。高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユと同じように、強い人間は生きていたら護れる人間がたくさんいるからね。だから私は死に急いでないよ、戦う時はいつだって生きるためだ」

「……ふぅん」

「強者が生きようと足あ搔がかないのは無責任だし、どんな形でも戦うことを選んだなら道半ばで放ほう棄きすることは許されない。私は〈星騎士パラデイン〉の端くれで、戦う生き方を選んだ。いくら君がいやがっても、君の気持ちを尊重することはできない」

「────なるほど」

　アルトゥールは目を閉じて、低く笑った。

「やっと、アンタの言動が腑ふに落ちた。つまり、星王国の永世中立の理念そのままだ」

「え？」

「干かん渉しようされない限り、アンタは大人しい。……わかったよ」

　次に瞼まぶたの下から現れた菫色の双眸は力強く輝いていた。

　底光りする瞳に魅み入いられ、そして浮かべられたかすかな笑みに言葉を失う。

「リュカリスはそれでいい──それが、アンタなら」

　いつになく穏やかな声だ。なのに、どうしてだろう。あまり嬉しいと思えない。

　なにかよくないことを決意させてしまった気がしてならなかった。

　不安を覚えていると、アルトゥールはリュカリスの手をほどく。

「鍵をかけておくから、アンタは寝台に戻るといい。俺も寝る」

「う、うん。……あの、駆けつけてくれてありがとう。そのことは本当に嬉しいんだ」

「わかってる。おやすみ」

　背を向けたまま、ひらひらと手を振られる。そのまま視界から消えた。

　リュカリスは少し考えこんでから、墨汁インクと羽根筆を手に取り、壁に貼っておいた羊皮紙と向かい合う。




　一、アルトゥールがいないところでもらった食べ物は口にしないこと！

　一、いざという時以外に剣を振り回さないこと！

　一、避けた方がいい戦いは避けること！　深追いは禁物！




　よし。増えた『心構え』を何度も読み返し、心に刻みこむ。

　リュカリスはアルトゥールを悲しませたり、心配させたいわけではない。

（そうだよね……ここは我らが愛すべき故郷じゃなくて帝国なんだ）

　自分の生き方は変えられない。でも、その他のことなら、一緒に楽しく生きるために変えるべきこともある。

　やれることを一つずつやろう。そう思い、羊皮紙をひと撫でした。
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　無条件で理解してもらえるという考えは甘えだ。

　たくさん言葉を交かわしてきたはずのアルトゥールとだって齟そ齬ごが生まれていた。

　──婚礼の日取りが決まるまで、少しでも帝国人に受け入れてもらいたい！

　その思いをあらたにしたリュカリスは、アルトゥールの私室を訪れていた。

　九時をすぎていることは懐かい中ちゆう時ど計けいで確認したので叩音ノツクする。

　少し間を置いて扉が開き、挨あい拶さつしようとしたリュカリスは目を瞠みはった。

「……まだ朝食できてないんだけど」

「……白衣……？」

　そう。アルトゥールは着崩した貴族らしい装いの上に白衣を着ていたのだ。

　なぜかドキッとして心臓がうるさくなる。固まっていたら、アルトゥールは首をかしげた。

「白衣がなに？」

「いや、初めて見るなと思って……新しん鮮せんだったから」

「ああ。本国じゃだいたいこの恰かつ好こうだよ。……中に入ってれば」

　促されるがまま入室したリュカリスは借りてきた猫のように着席する。

（な、なんだろう。かっこいい気がする……）

　アルトゥールのことは猫みたいでかわいいなぁと思うことが多いのだが、白衣を羽織っているだけでこんなに印象が変わるとは。

　そしてハッとする。……朝食ができてない？　思わず腰を上げた時、銀ぎん盆ぼんを手にしたアルトゥールが戻ってきた。湯気が立ち上る銀食器がテーブルに並べられていく。

　リュカリスはまじまじと見つめる。素そ朴ぼくな料理からはおいしそうな匂においがした。

　脳のう裏りには昨日、朝と夕に呼ばれた時に用意されていた食事が蘇よみがえる。

「もしかして……昨日食事を作ってくれたのも、アルトゥール……？」

「そうだけど」

「ど、どこで作っているの？」

「あっち。簡易厨ちゆう房ぼうを併へい設せつしているから」

　いくつかある扉のうちの一つを指差す。どうやらその向こうに厨房があるらしい。

「すごいね……いろいろな意味で……」

「別に」

「でも、どうして厨房が自分の部屋に？　ご家族と一緒に食べたりしないの？」

「研究に集中すると食べるのを忘れる。だからいつでも好きな時間に食事できるように厨房を作らせた」

　な、なるほど。呆けたリュカリスは首振り人形になる。

（科学者らしい理由だぁ……そういえば、父上も仕事中はほとんど食べないっけ）

　学者という生き物はみんなこうなのだろうか。

「そっかぁ、私は空腹だと力が出ないから無理だな。兵へい站たんの大切さを痛感するよ！」

「アンタのその脳筋たとえどうにかならない？」

「でも、大丈夫？　考古学者の父上は食事を抜いたまま三さん徹てつして倒たおれたりするんだ。アルトゥールはちゃんと食事しているみたいだけど、無理しちゃダメだよ。体は大事だ！」

「……本当にどの口で言っているのか、脳みそを解かい剖ぼうしてやりたいな……」

　半眼のアルトゥールに、リュカリスはきょとんとした。

「で、これだ。まぁいいけど……ああ、また人が来た」

　彼は気だるそうにため息をつくも、また出迎えに行く。

　たぶん書記官のフーゴだろう。それなら紅茶を用意しておこうと、茶器にお湯が入っているか確かめているうちに足音が聞こえてきた。

　振り向いて、目を丸くする。訪問者は書記官だけじゃなかった。

「殿下……？」

　アルトゥールの弟ナイトも、侍女に付き添われて立っていた。

　呼びかけに気づいたのか、相手は目を丸くしてからきょろきょろしている。

「ナイト殿下にフーゴ、おはようございます！」

「お、おはようございます。……あの、兄様……」

「なに？　というか、お前はなんで来たわけ？」

「この部屋で寝ね起おきしているのは、兄様だけですよね……？」

　アルトゥールの目つきが「こいつは寝ぼけているのか？」と胡う乱ろんなものに変わった。

「リュカリス様と一緒に休まれているのかと思って」

「はぁ────っ!?」

「発想がかっ飛びすぎっすね」

　目をひんむいて絶ぜつ叫きようする兄のかたわらで、耳を塞いだ書記官がぼやく。

「ナ、ナイト殿下！　はしたないですよ！」

「どうして？」

　泡あわを食って諫いさめる侍女を、弟皇子は無む垢くな眼差しで見つめる。誰もが二の句を継つげなくなっていたが、リュカリスは紅茶を淹いれる手を休めて言った。

「ずっとこの部屋にいるわけではないですよ！　私は朝食をご一緒させていただいているところです」

「アンタもさぁ！」

「……お二人は、仲がいいんですね」

　そう微笑むナイトの双眸にはふっと影が差していた。沈しずんだ翡翠色に頭をひねる。

（落ちこんでいるのかな？　兄弟一緒に食事をしたいとか？）

　誘さそおうか迷ったが、お皿に盛られた量的に四人分はない。

　用意したのはリュカリスではないので、差し出がましい真ま似ねはやめておこうと事の成り行きを見守っていたら、弟皇子は気を取り直したようだった。

「訊きたいことがあって……一昨日おとといも、そのことで兄様を訪ねたんです。今日は、途と中ちゆうでフーゴと会ったので一緒に来ました」

「……訊きたいこと？」

「兄様が星王国に旅立たれる日、渡した護符タリスマンは覚えていますか？」

「…………覚えているけど、それが？」

　恐る恐る上うわ目め遣づかいで顔色を窺う弟から、アルトゥールは視線を逸らした。

「ちゃんと兄様のことを護ってくれているか心配で。中身が壊こわれていないか、確かめさせてほしいんです」

「……そんなことで来たわけ」

「ダメ、でしたか。兄様……おれは迷惑な弟でしょうか」

　ナイトの目が潤んでいる。リュカリスでも少し怯えそうになるくらい、背後に控ひかえる侍女の形相がすさまじい。

　アルトゥールは逡しゆん巡じゆんしていたがやがて観念したのか、長息を吐はき出だすと懐を探さぐっている。

「……ほら、護符タリスマン。これでいい？」

「兄様、持っていてくださったんですね……」

　ほう、と弟皇子は血の気のなかった頰を上気させて受け取った。

　護符タリスマンとやらは小さな巾きん着ちやくだ。紐を緩めて中を確認すると、彼は心底嬉しそうに笑う。

「よかった！　護符タリスマンは無事でした！」

「あ、そ」

「大臣たちはいい顔をしないと思うんですけど、でもただの迷めい信しんだって兄様を護ってくれるものならおれは信じます。やっと安心しました！　お返ししますね」

　喜びからか、大きな翡翠の目は蕩とろけるようにほころんでいる。

　リュカリスもほっこりした。かわいらしい兄弟のやり取りだ。

　アルトゥールは手元に戻ってきた巾着を、また無言で懐にしまっていた。

「兄様は無理をしがちなので、護符タリスマンが護ってくれるとい──ごほごほ！」

「殿下、お部屋に戻りましょう。はしゃぎすぎはお体に毒です」

　咳きこむナイトの背中をさすり、侍女は心配そうな顔だ。

「そうするよ。……兄様、また会いに来てもいいですか？」

「お前の相手をしている暇はない」

　すげない返しに、ナイトは一瞬肩を落としたがすぐさま表情を引きしめる。

「階段の上り下りは運動になるそうです。おれは兄様みたいに頭がよくないので、せめて体を強くできるように口実をください。それなら……いいですよね？」

「……はぁ、相手にしなくてもいいなら好きにすればいいだろ」

「はい！　……それじゃあ、えっと……お邪魔しました」

　フーゴからリュカリスに視線を移し、ぺこりと頭を下げる。

　初日に羊皮紙を持ってきてもらった時は仲よくなれたと思ったのに、なんだかよそよそしい。内心しょんぼりしつつ、リュカリスも目礼した。

「いえ！　殿下もお体に気をつけてください！」

「──ありがとうございます」

　その笑みは天使のように美しく、儚はかなげだ。

　そう思った時、ふいにリュカリスの背筋が震えた。両りよう腕うでを見れば鳥とり肌はだが立っている。

（うーん、焼きが回ったのかな……やっぱり訓練しないと勘かんが鈍るってことか）

　敵意などあるはずもない相手に悪お寒かんを覚えるなんて。

　ナイトとお付きの侍女が部屋をあとにして、朝食を終えても、その不可解さは澱おりのように残っていた。
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　腹ごしらえをしたリュカリスは紅茶を飲みながら、相談したかったことを切り出す。

「婚礼の日取りってまだ決まらないんだよね？」

「皇后の体調が優れないそうだからな」

　あまりに他人ごとのようなので、次の言葉を迷っているとアルトゥールは肩をすくめた。

「実際はよくある仮け病びようだから心配する必要はないってことだ」

「えっ！　仮病!?」

「んんー、んんー」

　書記官がガタガタと貧びん乏ぼうゆすりをはじめる。なんだなんだと注目すれば、我わが意を得たりとばかりに話し出す。

「オーフェルヴェーク公爵家ってのが、強硬────」

「黙れ」

　すかさずアルトゥールが書記官の口を塞ぐ。目も据わっている。

「きょうこう……？」

「なんでもない。……余計なことを口出しするな」

「ぷはー！　この際、ゲロっちゃった方が話は早いと思うっすよ。知ったところで、この戦闘民族──王女サマはびくともしないんじゃないっすかね」

　なんだか二人の間だけでわかり合っているようだ。

　疎そ外がい感を覚えたリュカリスはアルトゥールの白衣を引っ張る。

「ねえ、なんの話をしているの？　皇后陛下のことなら、私も知りたいな」

「……知ってどうするわけ」

「君の母上ってことは、私のお姑しゆうとめさんになるってことだ。仲よくなりたいって思うのは、おかしいことかな？　婚礼までに少しでも帝国人に受け入れてもらえるように、なにかしたいって前にも言ったけど、まずは君のご両親と交流することが大切だと思うんだ。……どうかな？」

「……………………はぁ」

　アルトゥールは長い沈黙ののち、深々とため息をついた。渋しぶ々しぶといった調子で教えてくれる。

「オーフェルヴェーク公爵家は、強硬派筆頭貴族なんだよ」

「な、なるほど……？　つまり、この政略結けつ婚こんに皇后陛下は反対しているってこと？」

　眉み間けんを揉もむアルトゥールは首を振る。

「そんな単純な話じゃない。……皇帝が一枚嚙んでいるのは確実だしな」

「なんのことっすかね。自分、知らないっす」

　下手な口笛を吹ふくフーゴを、アルトゥールは睨みつけていた。

「皇帝が強硬派から反発を受けていないのは、皇后が強硬派筆頭貴族出身だからってのもある。ただ、皇后自身が星王国に反感を持っている素振りは見た記憶がない」

「そうなんだ。うーん────ハッ！」

「あ、この脳筋族、またなにかひらめいたって顔しているっすよ……」

　リュカリスの脳裏に浮かんだのは菫色の小包だ。

　なんてことだ！　と頭を抱える姿を見て、主従二人の顔に緊きん張ちようが走る。

「どうしよう！　せっかくお土産みやげを持ってきたのに、渡してなかっ……あれ？」

「脳筋族がヤバイっていうか、この人がヤバイっていうか、とにかくヤバイ」

「……無駄な心配をした……」

　フーゴは真顔でぼやき、アルトゥールにいたっては肘掛けにもたれかかっている。

　リュカリスは目をぱちくりさせた。

「二人ともどうかしたの？」

「アンタの頭がどうかしただよ。なんでこの流れで土産みやげって発想になるんだ」

「お土産を渡す、話のきっかけができる、そこから交流できるかも！　ね！」

　同意を求めて、二人の顔を期待をこめて見つめる。

　我ながらいい案だと思っていたのだが、アルトゥールは両目を覆おおう。暗雲を一人で背負っているようだ。

「……もういやだ。俺の目がおかしくなった……」

「殿下の目は星王国にいた時からずっとおかしいっすわぁ」

「お前が余計なことを言うからだ！」

「どーせバレるっすよ、そういうもんっす。人生ってのは遅いか早いかの違いっすよ」

　したり顔で頷く書記官に、皇太子は悔くやしそうに歯は軋ぎしりしている。

　リュカリスはしゅんと眉まゆ尻じりを下げて問いを重ねた。

「ねえ、ダメかな？　無理そうかな？」

「……ぐぅ……くそ、本当……バカわいいなんて言葉、理解したくなかった……」

「バカわいいってなんのこと？」

　異キ父ー兄リもそんなことをよく言っていたような？　リュカリスは首をひねる。

「わかった。……どうにか……渡りをつけてやる。それでいいんだろ……」

「アルトゥール、ありがとう！　本当に君は優しいね！　相談して正解だった！」

「あ、殿下の生命力が尽きた」

　歓かん声せいを上げれば、フーゴが憐あわれみのこもった目をアルトゥールに向けた。

「お土産ってどうやって渡せばいいのかな。お見み舞まいって体ていだと失礼？」

「……アンタの希望は？」

「私の？」

　むすっと問われ、リュカリスは少し考えた。

「今みたいなお茶会の形だと嬉しいかな。でも、本当に体調が悪い場合もあるよね。それだと、皇后陛下に負担をかけてしまうから……」

「お茶会……はぁ、一考はしとく」

　何度目かになるため息をこぼしたアルトゥールは立ち上がった。

「……疲れたから、俺は研究に戻る。邪魔だから早いところ出て行って」

「あ、そうか。長居してごめんね！　いろいろと話せて嬉しかったよ。君の仕事を増やすようで悪いけど、よろしくね」

「…………はぁあああ」

　大丈夫だろうか？　すごく憂ゆう鬱うつそうな様子に、リュカリスは心配になる。

　簡易厨房の隣りん室しつに消えていった婚約者が気にかかるも、フーゴと一緒に部屋をあとにした。

　それから自分の部屋に戻ろうと扉の把手とつてを摑んだ時、視線を感じて振り向く。

「…………君たちは」

　リュカリスは目を丸くする。

　なぜか物もの陰かげから侍女二人──アリアとブランカが顔を覗のぞかせ、こちらを凝視していた。

　なにをしているんだろう？　騎士服になにかついているのかな？

　何気なく見つめ返すと、アリアの方が頭を引っこめる。

「……アリア様」

「だ、だって！　どうしてあたくしが蛮族に……！」

　ブランカの咎とがめる声に、アリアがなにやら小声で言い返している様子だ。

　リュカリスは気にかかっていたことを思い出し、二人が隠れる壁に近づいた。

「今、君たちは手が空いているかな？」

「……問題ありません。なにかご用でしょうか」

「この間、茶器が割れた時」

　リュカリスがそう切り出すと、アリアは華きや奢しやな肩をますます小さくした。

　少し首をかしげてから頭を下げる。

「無ぶ遠えん慮りよに触ってしまったことを謝あやまりたかったんだ、ごめんね」

「へっ」

「それに、私が大きな声を出したことも、ごめん。驚かせてしまったよね？　気をつけるようにしているんだけど、なかなか上手くいかなくて」

「…………お怒いかりでは、ないのですか？」

　ブランカがためらいがちに訊いてきた。

「え？　怒るようなことってあったかな」

「……あなたに、無礼な口を利きいてしまい……彼女も悪気はないのですが」

「無礼？」

　リュカリスにはまるで心当たりがないのできょとんとしてしまう。

　逆に侍女の方が焦ったようだ。ブランカが苦々しそうな声で続ける。

「その……化け物だと……」

「ああ！　そのことか。彼女、あがり症なんだよね？」

「は？　あがり症？」

「茶器を割って驚いているところに、私がさらに混乱させてしまうようなことをしたのが悪かったんだ。気にしなくていいからね」

　穏やかに諭さとせば、二人とも啞あ然ぜんとしたように口を半開きにしている。

「おまえ、星王国人ではありませんの……？」

「もちろん、星王国人だよ？」

「でも……あたくしが知っている星王国人は……」

　ブランカの後ろで、アリアがぶつぶつと呟いている。

　よく聞き取れなかったが、リュカリスはハッとした。これは好機では！

「ちょうどいい。無理にとは言わないけど、時間があるなら私に帝国と帝国人について教えてもらえないだろうか」

「それは、敵情視察でございますか」

「君たちをもっと好きになるために、知りたいんだ。……難しいかな？」

　初期のアルトゥールみたいなことを言われたが、リュカリスは心をこめて訴えた。

　二人をじっと見つめていると、アリアが瓶底眼鏡を押さえてうつむく。頰は真っ赤に染まっている。

「す、好きにだなんて、破は廉れん恥ちな……！」

「破廉恥？　よくわからないけど、君たちと仲よくなりたいって思うのはいけないことだろうか」

　心許なさを覚えつつ微笑むと、アリアの唇がわななく。そのままふらりとよろめいた。

　困惑した様子で立ち尽くしていたブランカが目をむく。

「アリア様！　アリア様！」

「……ぐ……し、心臓が……！」

「心臓!?　大変だ、部屋で休ませないと！　……失礼！」

「ぴぎゃああああっ!?」

　颯さつ爽そうとアリアを横よこ抱だきにすれば、蛙かえるがひき潰つぶされたような悲鳴が聞こえた。

　……これは重じゆう症しようだ。

　リュカリスは表情を引きしめ、部屋に駆けこむ。おろおろとついてきたブランカと一緒にアリアの介かい抱ほうをしているうちに、お茶会の作法を教えてもらえることになった。

　なにが吉きちと転ぶかわからないものである。
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　ヴァイスハイト城に入城してからというもの、一日一日が濃のう密みつすぎてまだ一週間も経たっていないことに驚おどろく。

（暗殺の気配は、あれ以来動きを感じられないけど）

　別に命を狙ねらわれたいわけではない。ただ事前情報からもっと動きがあることも覚かく悟ごしていたので、リュカリスは少々拍ひよう子し抜ぬけしていた。

　与あたえられた部屋の寝しん台だいに腰こしかけ、ため息をつく。

「剣を使わなくていいなら、今の私にやれることってないよなぁ……」

　ヴァイスハイト城での生活も慣れてきたが、とにかく暇ひまだった。

　軍隊の訓練にはまだ参加できないし、皇后と交流を持ちたいと頼んだものの進展は不明で、婚こん礼れいの日取りだって未定のまま。成り行きで侍じ女じよからお茶会の作法を教えてもらえることになったが、ずっと拘こう束そくしたくはない。

（そりゃ、私の侍女なんだからそばにいてもらってもいいのかもしれないけどさ）

　今のところ、他にしてもらいたいことはない。

　星せい王おう国こくでは女官によく頼みごとをしていたが、侍女への命令は慣れないため、戸口の紐ひもも使わずじまいだ。

　──そうだ、頼みごとといえば。リュカリスはある事実に気づいた。

「あれ……もしかして私、めちゃくちゃアルトゥールの迷めい惑わくになっている……!?」

　ピシャーン！　と心象風景に稲いな妻ずまが走った気分である。

　ここはアルビレオ星王国ではなく、ヴィッセン帝てい国こくだ。

　好き勝手に動いたらいけないと思い、些さ細さいなことも相談するようにしていたが──それが逆に負担になっているのではないか。

（ど、どうしよう！　私、アルトゥールに頼みごとをしてばかりじゃない!?）

　婚こん約やく者しやに迷惑をかけないように心がけていた行こう為いが裏目に出ているかもしれない。

　入城してからアルトゥールにお願いした数々を思い返し、青くなる。

「このままじゃダメだ！」

　リュカリスは決然と立ち上がった。

　しばし室内をうろうろしてから、アルトゥールの私室を訪ねる。

「……夕飯まで時間はまだあるんだけど」

　いつになく気だるそうな応対だが、開口一番がそれだった。

（私、そんなに食い意地が張っているように見えるのかな……？）

　内心そんな感想を抱いだくも、気を取り直す。

「あのね！　今日の私はアルトゥールのお手伝いをするよ！」

「……………………は？」

「アルトゥールのお手伝いをしたいんだ！」

「いや、聞こえている。聞こえていたけど、聞き間ま違ちがいってことにしたかった」

　急せきこんで繰くり返かえせば、アルトゥールが遠い目になった。

「だれがアンタにそんな入いれ知ぢ恵えをしたんだ……」

「いつも君に頼たよってばかりだから、今日は私が力になれないかと思ったんだ！」

「大人しくしてくれていた方が百倍マシなんだけど……」

「……私に手伝えることってないかな？」

　やることない？　ない？　と目で訴うつたえかければ、アルトゥールは「うっ！」とたじろいだようにうめいた。

「あー……んー……」

「え、無理やりひねり出さなきゃいけない感じなのかな……？　む、むしろ今の状じよう況きようが新たな頼みごとになってて、逆に迷惑だったりする？」

　ど、どうしよう。八はつ方ぽう塞ふさがりだ！　おろおろしていると、彼かれは怪け訝げんな顔をした。

「……この前からそうだけど、なんでいきなり迷惑だとか気にしはじめたわけ」

「だって、君にばかり負担をかけているような気がしたから」

　リュカリスは肩かたを落とす。

「かといって、君に相談しないで勝手に動いて大だい惨さん事じに繫つながったりしたら困るし……」

「……まぁアンタは確かに底そこ抜ぬけのバカだけど、報告と連れん絡らくと相談を必ずしてくる点は評価できるよ」

「本当？　アルトゥールにそう言ってもらえると嬉うれしいな！」

　褒ほめてもらえた！　とにこにこしていたら、婚約者は頭を抱かかえた。

「く……結局、こうなるのか……」

「どうしたの？」

「……アンタでもやれそうなことを考えていただけだ。こっちに来て」

　アルトゥールは白衣の裾すそを翻ひるがえし、奥おくに戻もどる。慌あわてて扉に鍵かぎをかけ、追いかけた。

　通路を抜ぬけた寝しん所じよに姿が見当たらなかったが、見回すと簡易厨ちゆう房ぼうの隣りん室しつの扉とびらの前に立っていた。リュカリスが近づけば、アルトゥールは扉を開ける。

　中を覗のぞくと、正面の棚たなにはおかっぱの人形や石などが置かれ、少しぎょっとしてしまう。

　さらに視線を動かすと、小さな抽斗ひきだしがたくさんついた棚が左一面を占せん拠きよしていた。

　右一面は硝子ガラス張ばりの戸と棚だなで、見慣れない道具や中身が入った小こ瓶びんが並んでいる。

　そして中央に据すえられた長机。大小の異なる硝子瓶が置かれ、書物が積み重なっていた。

　知識が足りないので大半の用よう途とがわからず、未知の世界に圧あつ倒とうされてしまう。

「ここが研究室ラボ。左の棚の抽斗をひっくり返したり、右の棚の小瓶を割ったりしなければ、好きに触さわっても問題ない」

「わ、わかった！　気をつけるよ！」

　見るからに貴重なものや危険なものが多そうなので、抽斗と棚には近づかないでおこうと心に誓ちかった。

「ここがアルトゥールの仕事場なんだね。すでにすごくきれいに整せい頓とんされていて、私が手伝えることはなさそうだけど……紙とかも散らかってないし」

「紙？　……設計図のこと？」

　アルトゥールは怪訝そうに首をかしげ、なんてことはないといった調子で続けた。

「設計図なんてないよ。書いてもすぐ燃やしているから」

「え!?　どうして燃やしちゃうの？　設計図って必要なものなんでしょう？」

　リュカリスが目を丸くすれば、彼は皮肉っぽく唇くちびるをゆがめる。

「設計図を形に残したら、俺おれはますます枕まくらを高くして寝ねられなくなる」

「へえ、設計図ってそんなに価値のあるものなんだね……君がすごいのはわかっていたつもりだけど、びっくりだよ」

「価値、というか……俺の意図と反する形で使われたくない、それだけ」

　そう言うと、アルトゥールは肩をすくめた。

「必要なことは全部頭に叩たたきこんであるから、俺が作る分には問題ない」

「そっかぁ。本当に記き憶おく力がいいんだね、羨うらやましいなぁ」

「……記憶力がいいのも、良よし悪あしだけどな」

　暗い声だった。憂ゆう鬱うつそうに目を伏ふせる横顔を、リュカリスは注視する。

（ご家族の話もそうだけど、研究の話をする時もよくこんな顔をしている気がする）

　語らずとも滲にじみでる感情に、胸むねの奥おくが苦しくなってくる。

　あまり突つっこんで訊きくのはやめよう。誰だれにだって触ふれられたくないことはある。

「……にしても、本当にきれいな研究室だ。父上の仕事場なんか、土つち埃ぼこりが舞まって、羊皮紙や書物もあちこちに散乱して足の踏ふみ場がないんだよ。あれはさすがにヤバイね」

　たぶんいつか死人が出る。リュカリスは思い出して、真顔になった。

「アンタでさえヤバイってどんな状態なの。──それより」

「ん？　父上の仕事のこと？」

「違ちがう。……アンタは、設計図がないなんておかしいって言わないんだな」

　リュカリスはきょとんとしてしまう。アルトゥールは灯あかりをつけながら視線を落とす。

「重臣たちは設計図を残せ、渡わたせってせっつくのに」

「アルトゥールは、したくないことなんだよね？」

「……まぁ。俺が死ぬ間ま際ぎわになら書き残してやってもいいけど……今はする気はない」

「話を聞いているだけでも、君の発明はすごいと感じるし、きっとたくさんの人の力になれるんだと思う。だから設計図をほしがる人がいるんだよね」

　少しずつ考えを言葉にしていく。

　すると、つむじに視線を感じる。気づけば、アルトゥールが見下ろしていた。

「でもそんなこと、私が言うまでもなく君はわかっていることだろうし。それに、君がわざわざ私に聞き返すってことは、設計図を残さないことに心苦しさを覚えているんだよね」

「それは──」

「アルトゥールがたくさんのことを考えているの、私でもわかるよ。そのうえで決めたなら、それでいいんだよ。君がしたいようにするべきだ」

「リュカリス……」

　少し苦く笑しようすると、彼は息を吞のんでから眉まゆ根ねを寄せた。一いつ瞬しゆんだけ菫すみれ色いろの双そう眸ぼうが潤うるんで見えるも、すぐにいつもの気だるそうな面おも持もちに隠かくれてしまう。

「……そう。今さら気にするなんて、俺らしくなかったな」

「君が楽しく研究する手助けなら、私はなんでもするよ！　もちろん、今すぐにでもね！　お手伝いできること、ありそうかな？」

「……この試験管、専用の刷は毛けで洗って乾かわかしといて。簡易厨房を使って構わないから」

　当初の目的に立ち返れば、アルトゥールが長机の隅すみに片づけられていたものを指し示す。

　深い四角形の不銹鋼皿バツトに転がる試験管は確かに汚れていた。

　リュカリスはふむふむと頷うなずき、不銹鋼皿を持ち上げる。

「刷毛は、あそこの筒つつにまとめてある。終わったら、この書物を書庫に戻してくれ」

「了りよう解かいしたよ！　他にも片づけるものがあれば言ってね！」

「はいはい。……俺は作業の続きに戻る」

　意い気き揚よう々ようと請うけ負おうも、アルトゥールはすでにリュカリスを見ていない。

　手で追おい払はらう仕草をしてから、長机の前にあった籐とう椅い子すに腰かけていた。目の前には作りかけと思おぼしきものを確かく認にんできたので、邪じや魔ましないように出て行く。

　試験管は硝子製で、数も多い。

　割ったら大変だと、慎しん重ちように洗っていたら思いのほか時間がかかった。

（研究中は、誰も近づけさせないんだっけ）

　簡易厨房も雑然としたところがない。

　つまり、普ふ段だんの片づけはすべてアルトゥール自身がしていることになる。

　本当にすごい。リュカリスも身の回りのことは自分でできるが、質が違う。

　あらためて尊敬しながら、乾かした試験管を持っていくと、少し疲れた様子で、眉み間けんを揉もんでいたアルトゥールが顔を上げた。

「意外と早かったな」

「本当？　専用の刷毛のおかげだね！　すごく使いやすかったよ！」

　にこにこして言えば、アルトゥールは目元をやわらげ、長机に置かれていたものを手に取る。

　それは掌てのひらより小さかった。謎なぞの物体には首から提さげるための紐とは別に、短い赤紐がついている。一見すると用途がわからない。

「書庫に行く前に、これ」

「これはなに？　なにに使う道具なのかな？」

「……これを使わずにすむのが一番だけど、念のため」

　無言で突つき出だされ、思わず受け取ってしまったが、リュカリスは首をかしげた。

「なにかあったら、この赤い紐を引っ張れ」

「この紐を……？」

「大きな音が鳴る。一度きりで使い捨てだが、相手が一瞬でも怯ひるめば、アンタの腕うでなら不利な状況でも逆転できるだろ」

「お、音が……!?」

　こんな小さいのに!?　手にした物体をまじまじと見つめてしまう。

（というか、アルトゥールが想定している状況って襲おそわれたらってことだよね）

　相手が一瞬でも怯めば、という表現からして間違いないはずだ。

「試作品だからまだ一つしかない。今完成したばかりだしな」

「そ、そんな貴重な作品を、私がもらってもいいの？」

「アンタが受け取らないなら、ゴミになるだけだ」

　聞きようによっては、冷たい言い方かもしれない。

　リュカリスは黙だまりこんだ。非難しているわけではない。その逆だ。

（え、待って……もしかして、これ、私のために作ってくれたの？）

　早はや鐘がねを打ちはじめた心臓に、目を見開く。

　顔が熱い。どうしよう。発明品を握にぎりしめ、半ば呆ぼう然ぜんとする。

　あまりに無反応だったせいだろう、アルトゥールは表情を曇くもらせた。

「……いらないなら──」

「イヤだ！」

　取り上げられそうになったことで我に返り、リュカリスは後ろ手に隠して必死に首を振ふる。

「いらなくないよ！　宝物にする！」

「大事にしまいこんでちゃ道具の意味がないだろ」

「う、ん……そうだね」

　目め尻じりを吊つり上あげる相手にぎこちなく頷いてみせる。

　たぶん、襲われても使わないだろう。なんだか使いたくなかった。

　とりあえず首から提げると、アルトゥールは目元を赤らめてそっぽを向く。

「それ、使ったら次のを渡すから言え。……これから何回も使えるように改良するつもりだけどな」

「その、ありがとう。大切にするね」

　月並みな言葉しか出てこない自分が歯がゆい。アルトゥールの役に立ちたいと手伝いを買って出たはずなのに、結局世話になってばかりだ。

「これってなんて名前なの？」

「持ち歩き用防犯装置。……まぁ、それじゃ覚えづらいし、改良して大量生産できた時に考える」

「あ、販はん売ばいするんだ。それはいいね、防犯装置ならみんなの役に立つもんね」

「……女子供が安心して出歩けるようにと考えて作ったものだからな」

　リュカリスは目をぱちぱちさせてから微笑ほほえむ。

（……やっぱりアルトゥールは優やさしいな）

　自分のために発明されたものでなかったのは少し残念な気もするが、彼らしい発想だと思う。

　まだ心音がうるさい。振ふり払はらうように、リュカリスは積み重なった書物を抱えた。

「それじゃあ、本を片づけてくるね。他にはなにかある？」

「他には、特に────うっ」

「アルトゥール!?」

　立ち上がった拍子にめまいがしたのか、よろめいたアルトゥールが長机に手をついている。その状態のまま苦しげに息をしているので、リュカリスは慌てて駆かけ寄よった。

　抱えていた書物を机の上に置いて、彼の顔を覗きこむ。

（どうしよう、顔色が悪い。全然気づかなかった……）

　アルトゥールはいつも気だるそうだから見分けがつかなかったなんて言い訳だ。

　浮うかれている場合ではなかった。反省はあとだと、表情を引きしめる。

「疲れたんじゃない？　少し休んだ方が」

「ずっと同じ姿勢でいて立ち眩くらみがしただけだ。……まだすることがある」

「それって、急ぎなの？　急ぎじゃないなら、少し横になるべきだ。顔色が悪いよ」

　背中をさすりながら腕を引っぱると、煩わずらわしそうに振り払われる。

「問題ない。アンタの目がおかしいんだ」

「前にも言ったけど、私の視力は六等星まで──あ！」

　アルトゥールは今度こそ膝ひざから崩くずれ落おちた。寸前に抱きとめたが、当人は困こん惑わくしている。どうも本気で大だい丈じよう夫ぶだと思っていたようだ。

「…………なんだ、これ……？」

「なんだこれって、私がなんだこれだよ！　休もう！」

　リュカリスは有う無むを言わさず、アルトゥールを支えて寝台まで運ぶ。

　よく見たら汗あせもかいていて、寝衣に着き替がえさせてあげたかったが遠慮しておいた。

「具合が悪い時は確か……氷こおり枕まくらに、冷たい手て拭ぬぐいに、すった林りん檎ご！」

　知恵熱を出した時にしてもらったことを思い出し、簡易厨房に飛びこむ。

　氷はなかったが、甕かめに冷えた井い戸ど水みずが入っている。手水鉢フインガー・ボウルに手拭いを浸ひたしてから、保存庫を覗く。幸い林檎があったので、すったものを小皿によそう。

　急いで寝所に戻るも、リュカリスは仰ぎよう天てんした。寝台にアルトゥールの姿がない。

　どこに!?　と焦しよう燥そう感かんに駆られたが、とりあえず研究室を確かめてみる。まさかとは思ったが、戸棚から網あみを取り出している背中に声を上げてしまう。

「君、なにしているの!?」

「まだ、作るものがある」

「だから、それって急いで作らなきゃダメなの？」

「……頭ははっきりしているから大丈夫だ。アンタは書庫に本を片づけてきて」

「はぁ!?」

　さすがのリュカリスも目をひんむいた。まったく理解できない。

「少しでも、備えておく必要がある」

「備えておくって、なんのために？」

「また襲しゆう撃げきされたら────」

　言葉は途と切ぎれ、アルトゥールはこめかみを押おさえて黙りこんでしまう。

　リュカリスは衝しよう撃げきを隠しきれなかった。襲撃？　今までの話の流れからして、襲われる対象はアルトゥール自身ではない。つまり────

「……君は……私がまた襲われた時のことを考えて、無理しようとしてるの……？」

　問いかけてから、下唇を嚙かむ。勝手に震ふるえる声に反応してか、アルトゥールは億おつ劫くうそうに視線を向けてきた。しかし語気はやたらはっきりしている。

「違う」

「じゃあ、だれが襲撃されるの？　皇こう帝てい陛へい下か？　皇后陛下？　それとも、弟殿でん下か？」

　矢や継つぎ早ばやに質問を重ねる。彼はなにも答えない。

「答えて、アルトゥール！」

「……いつもの、俺自身の暗殺に備えているだけだ。アンタは関係ない」

「なら、どうして防犯装置を私にくれたの？　君が一番身につけるべきものだ」

「俺には銃じゆうがある。あんなものより、よっぽど効果的に相手を威い嚇かくできる」

「それを言うなら、私にだって剣けんがある。防犯装置なんていらない」

　売り言葉に買い言葉で切り返した瞬しゆん間かん、リュカリスは後こう悔かいした。

　アルトゥールが傷ついたように瞳ひとみを揺ゆらしたからだ。だが、動きは止まった。すかさず近づき、腕を引っぱる。そのまま寝台に連れていき、強ごう引いんに寝かしつけた。

　どうしてだろうと考える。アルトゥールはこんなに往おう生じよう際ぎわが悪かっただろうか。

（無理する理由がわからない）

　星王国では客人として滞たい在ざいしていたせいかもしれないが、アルトゥールは暗殺されることを考えながらも落ち着いてすごしていたと記憶している。あれこれと思いをめぐらせ、ある一つの仮定を導き出す。

　そうだ。手伝いを申し出る時、リュカリスは思ったはずだ。

　頼みごとばかりして、アルトゥールの負担になっているのではないか──と。

「──婚約者が星王国人だから、君だけががんばらなくちゃいけないの？」

　横たわっているアルトゥールがだるそうに目を開ける。

　リュカリスはこの感情をもてあましていた。星王国で暴走した荷馬車を、アルトゥールが避よけなかった時も揺さぶられた感情だ。

「自分がバカなことにあぐらをかいていたわけじゃない。事実として、頭が悪いってことを受け止めていたんだ。自分の身みの程ほどがわかれば、少しは改善できると思うから」

　身の程を過大評価しすぎると、周囲を巻きこんで大変なことになる。騎き士し団だんの経験を通して学んだリュカリスは、過小評価くらいがちょうどいいと知っていた。

「君に比べたら、私はバカだし、記憶力も悪いけど、君の足を引っぱるようなことはしないって何度も言ってきたよね」

「……ああ」

「アルトゥールが……私のためを思って、いろいろと力になろうとしてくれていることはわかっているよ。それはすごく嬉しいし、感謝している。でもさ」

　なんとか冷静に訴えようとしたが、無理だった。リュカリスは声を荒あららげた。

「私には怒おこるくせに、どうして君自身は自分を大切にしてくれないんだ。君だけががんばる婚約に、どんな価値があるっていうんだ！」

「リュカリス……」

「君のことが大切なのに、私は君の負担にしかならないって思い知った気がするよ」

「────違う」

　語ご尾びに、否定がかぶさった。アルトゥールはかぶりを振って上体を起こすと、繰り返す。

「違う。本当に、俺は無理してない」

「だって、現に倒たおれたじゃないか！」

「今はアンタがいるから食事を忘れたことはないし、睡すい眠みん時間だって最低でも三時間は取るようにしている。以前よりずっと健康的な生活だ」

　……最低でも三時間、って少なくないか？

　でも、彼の声に噓うその色は見当たらない。優しげに見守る『熊の番人アルクトウールス』のように、菫色の双眸も静けさを湛たたえている。

「このくらいは問題ないと思ったから、やっただけだ。……俺は面めん倒どうくさがりなんだ。負担だと感じることを、無理してやるわけないだろ」

「でも、アルトゥールは優しいから」

「……そんなことを俺に言うのは、世界でアンタだけだよ」

　そう言って、彼は小さくほころぶように笑った。

　元々整いすぎた造作の美しさがいっそう際きわ立だつようで、リュカリスは見み惚とれてしまう。あらためてきれいだなぁと思ってから、ハッとして頭を下げる。

「さっき、防犯装置をいらないって言ってごめんね。もらって本当に嬉しかったんだ」

「……気にしてない」

　傷ついた目を覚えている分、納なつ得とくできなかったが頷いておく。

　すると、アルトゥールは物もの憂うげに前まえ髪がみをかきあげた。

「……この生活でふらつく心当たりがないから、逆に困るんだけど」

「うーん、睡眠時間三時間……でも、父上も三さん徹てつしてもそのあと爆ばく睡すいすればぴんぴんしているし……アルトゥールがそこまで言うってことは、確かに不思議だね」

　無理をひた隠しにしている様子ではない。

　一いつ緒しよに頭をひねっていると、ある詩句がよぎった。


「──闇やみは始まり　光は終わり

　　　月は刻む　再生と破は滅めつを

　　　星は育む　喜びと憂うれいを」



「……は？　なにそれ」

「我らが愛すべき故郷に古くから伝わる、〈星せい霊れい石せき〉について謳うたった詩の一部だよ」

　不可解そうな婚約者に説明する。

「まぁ、〈星霊石〉について理解していなかったら意味のわからない詩なんだけど」

「アンタさ、懲こりないな。……それ、俺に話してもいいわけ？」

「アルトゥールは特別だよ。君なら悪用したりしないから大丈夫」

　微笑んで断言すれば、なぜかアルトゥールは目元を赤らめて沈ちん黙もくした。

「月は満ちては欠けていくだろう？　その姿は暦こよみにも、人間の一生にも、不老不死の象しよう徴ちようにもたとえられる。だから、故郷では月は運命になぞらえることが多いんだ」

「それが再生と破滅……？」

「そう。この詩句のあとは、こう続く。『やがて光は穢けがれを孕はらむも、闇を逃のがれて救いを得れば、巡めぐる運命が癒いやすだろう』って。……今、〈星霊石〉を持っているかな？」

　そう訊くと、アルトゥールは「はっ!?」と肩を揺らした。それから目を泳がせ、やがて諦あきらめたように懐ふところに手を突っこむ。引っぱり出されたのは小さな巾きん着ちやくだ。弟皇おう子じが渡したという護符タリスマンとはまた別の、リュカリスが星王国で贈おくったものである。

「────これのこと？」

「うん！　中身、見てもいい？」

「……ナイトだけじゃなく、アンタも物好きだな」

　ため息をよそに、リュカリスは巾着を逆さまにする。中身を掌に出して言葉を失った。

〈星霊石〉は本来、水すい晶しよう玉だまのように無色透とう明めいである。水すい晶しようと違うのは、中心で光が渦うず巻まいている点だろう。まるで星のようにきらめく、とても美しい石なのだ。なのに──

「黒い……」

「なにこれ？　アンタに押しつけられてから一度も開けてないんだけど、〈星霊石〉の贋にせ物もの？」

「贋物じゃないから、黒いんだ」

　リュカリスはいろいろな意味で頭を抱えてしまった。

「……アルトゥール、ごめん。さっき、的外れなことで怒ってしまったみたいだ」

「は？　どういう意味？」

「〈星霊石〉を渡した時に言ったよね。〈星霊石〉は生きていて、肌はだ身み離はなさず持っていれば護まもってくれるって。……〈星霊石〉が黒いのは、穢れを吸い取ったからなんだよ」

　アルトゥールは相変わらず困惑している。

　それはそうだ。いくら頭がよくても帝国人なのだ、意味がわからないだろう。

　リュカリスも混乱していたが、どうにか知識を整理して口を開く。

「穢れっていうのは、つまり呪じゆ術じゆつのことだよ」

「呪術!?　……俺が呪のろわれていたって意味か？」

「うん。ここまで黒くなっている〈星霊石〉を見たのは、私も初めてだ。黒いというか、星のきらめきさえ沈しずんでるなんて……相当強力な呪術だったんだと思う」

　想定外の状況に、リュカリスは落ちこむばかりだ。

（そうだよ、ハインリヒ殿どのたちにも口くち封ふうじの呪いがかけられていたのに！）

　アルトゥールの元側近たちを捕ほ縛ばくした際、黒幕が誰か吐はいたら死ぬ呪いがかけられていると星女王が言っていたのだ。その時は流してしまったが、想定してしかるべきだった。

「たぶん、君に心当たりがないのに体調が崩くずれたのは、その呪いのせいだったんだ……気づかなくて、本当にごめんね！」

「別に。普ふ通つう、呪われてるなんて考えないだろ。アンタが気にすることじゃない」

「アルトゥール……」

　声こわ色いろはつっけんどんだったが、気き遣づかいが伝わってくる。

　アルトゥールが気にするなと言ってくれているのだから、うじうじしていたって仕方がない。もっと建設的なことを悩なやもう。

「ありがとう。……呪いに手を出しそうな相手に心当たりある？」

「さぁな。強きよう硬こう派はなら死んでも手を出しそうにないけど、そういう呪術師を探し出して雇やとうことはありうる。あいつらは星王国を非科学的だと忌み嫌いながら、そういうところだけは適材適所とか言って利用するんだからな」

「そっかぁ。私が〈星霊石〉の声を聞けたら、少しは手がかりが手に入るんだけど……いつからなんだろう。ここがうちの国なら視てもらえたのにな」

　隣りん国ごくなのに、心理的距きよ離りがあまりに遠すぎる。

（早馬を飛ばせば、私なら二日くらいで行って帰ってこられるけど）

　でもそんなことをしたら騒さわぎになるだろう。打つ手が思いつかず嘆なげく。

「呪い、呪いか……毒もそうだけど、呪いも私の専門分野じゃないんだよね」

「アンタが呪いに詳くわしかったら、逆に驚くよ」

「そうかな？　……あ！　でも、〈星霊石〉のことなら任せて！」

　リュカリスは思い出したように、サイドテーブルに置きっぱなしだった手水鉢をたぐり寄せる。その中に黒い〈星霊石〉を落としてから、窓まど際ぎわに向かう。

　いつの間にか、外は真っ暗だ。星と月が出ているのを確認し、手水鉢を置く。





「──月はきらめき、星は囁ささやく、魔まを祓はらい、聖せいを灼やけ」






　小声で歌いながら手をかざせば、月明かりが射さしこんだ水面が輝かがやいた。〈星霊石〉の中で沈みこんでいた光の渦うずが復活し、燐りん光こうを帯びている。

　ついてきていたアルトゥールも覗きこむと、感心したように呟つぶやいた。

「巡る運命が癒やす、がこれか」

「さすがだね、アルトゥール。そうなんだ。〈星霊石〉のすごいところは、月と星の光に当てれば浄じよう化かできることなんだ。この黒い靄もやが消えたら、また君を護ってくれるよ」

　先刻の歌は浄化を促そく進しんさせるためのもので、急ぎでなければ歌う必要はない。

　にっこりと請けあえば、アルトゥールはもごもごと口を動かしている。

「──アンタは？」

「ん？」

「アンタは、どこか体がおかしいとかないわけ」

「私は大丈夫！　星の声は聞こえないけど、なんでか呪いは効かないんだ。私だけじゃなくて、王族はみんなそうだよ。それに呪いをかけられても、剣があるからね」

「……なに、また筋肉信しん仰こう？」

「違うよ。私の愛剣は〈星霊石〉も使っている特注品なんだ」

　星の囁きも、〈星霊石〉の声も聞けない無能力者なのに、昔から王族としてそういった加護だけはあった。リュカリス自身も不思議だったけれど、星女王が無能力なのに加護があることの研究を禁じたのでわからずじまいである。

「へえ……」

「〈星霊石〉はまだいろいろと効果があるんだけど──」

「言うな」

　きょとんとして見上げれば、アルトゥールは淡たん々たんと続けた。

「……〈星霊石〉は魔ま性しようの石だ。部外者の俺に、しゃべりすぎだ」

「アルトゥールは私の婚約者だから、部外者じゃないよ？」

「だからって」

「正確に言えば、婚約者だから話すわけじゃない。〈星霊石〉は王族じゃなかったら本当の意味では正しく使えないこともあるけど──君だからいいと思って話しているんだ」

　そう答えて微笑む。

　アルトゥールはしばしぽかんと口を半開きにしてから、顔を真っ赤にした。

「……アンタって、本当に恥はずかしいヤツだな……！」

「思っていることを言っているだけだよ？」

「それが問題なんだろうが！」

　ぷるぷると震えているが、見るからに元気そうだから大丈夫だろう。

　……懸けん案あん事じ項こうはまた増え、相変わらず黒幕の姿は影かげも形も見えてこない。

　今はまず頼まれた書物を書庫に戻そうと、リュカリスは腰を上げた。
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　裏で糸を引いている輩やからをあきらかにするのは大事だが、他にもしたいことがある。

　リュカリスはその日、久しぶりにキトンを着ていた。

　帯を巻いてほしいとアルトゥールに頼んだら、思いっきり怪あやしまれていろいろと訊かれてしまったが、今回ばかりは驚かせたいので着た理由は話してない。




　バルコニーに持ち出した白く華きや奢しやな円えん卓たくには茶道具一式のほか、お菓か子しが載のった四段重ねの銀台スタンドが置かれている。

　リュカリスは侍女二人と顔を突つき合あわせ、真面目に頷いた。

「ふむふむ……それで、お茶会では主しゆ催さい者しやが紅茶を淹いれるのが礼れい儀ぎなんだね」

　教えてもらったことを、羊皮紙に書き取っていく。

　今日はお茶会の作法を教えてもらう約束をしていたのだ。

（いつ皇后陛下とお茶会してもいいように、勉強しておかないとね！）

　そしてアルトゥールをびっくりさせるのだ！

　気合いを入れていたら、腕にアリアを引っつけた状態のブランカが話しかけてきた。

　今日は二人ともずっと困惑の色を浮かべている。

「あの……王女殿下？　でございますよね？」

「うん。一応、こう見えても王女だよ」

「失礼ながら殿下は……双ふた子ごなのでございますか？」

　ごくりと喉のどを鳴らす二人に、リュカリスは戸と惑まどった。

　……双子？　少し考えてから膝を打つ。

「そうだね、双子だよ！」

「……やはり……」

　納得しているということは、リュカリスの解釈は間違っていないらしい。

（なんだと思ったら、やっぱりシモンとテオドラ王女殿下のことか）

　帝国の侍女にまで周知されているとは知らなかったが、『双子』といえば異父弟妹ふたごだけだ。

「今日は……き、騎士のお姿は？」

　アリアはブランカに半ば抱きついたまま、そわそわとあたりを見回している。

　帝国にいるのは騎士ではなく軍人なので、騎士服のリュカリスを指しているのだろう。

「こういう時は、騎士は控ひかえるようにしているんだ」

「そうですの……」

　アリアは瓶びん底ぞこ眼鏡めがねを押さえ、なぜか意気消しよう沈ちんした声を漏もらす。しかしすぐハッとしたように顔を上げた。

「ふん！　蛮ばん族ぞくに作法を教えて差し上げるだけ、ありがたくおも──もごもご！」

「なりません」

　ブランカが無表情で首を振っている。仲がいいなぁとリュカリスは微笑んだ。

「うん、私はこういう作法に疎うといからね。教えてもらえて、本当に助かるよ」

「……王女殿下も、大らかなお方なのでございますね」

「大らかかどうかはわからないけど、鈍にぶいとはよく言われるかなぁ」

　ただし戦せん闘とう状態だと「……なにか憑ひよう依いしてる？」と驚かれるくらいには人格が変わるらしい。アルビレオ星王国の王族にはよくある話だ。

　瓶底眼鏡で表情の変化がわかりづらいが、アリアから痛いほどの視線を感じる。

「……やはり、似ていますわ……でも……」

「ん？　君の知り合いに、私に似ている人がいるの？」

「あたくしの!?　無礼者！　蛮族に似た知り合いなどいるわけがありませんわ！」

「アリア様……今のお姿を思い出してください」

　激げき昂こうするアリアを、ブランカが宥なだめている。

　リュカリスはびっくりしたが、のんびりと首をかしげた。

「私に似た人なんて興味があるな。星王国人なのかな」

「……顔立ちは、よく似ていますわ。でも髪かみは短くて……現れた瞬間、雪が……」

　思い出したのか、アリアは身み震ぶるいしている。

「水の都へ避ひ暑しよに行く途中でしたの。あたくしの馬車が盗とう賊ぞく団だんに襲われたところ、あの男が……でも紋もん章しようを見た途と端たんに、無礼者の蛮族風ふ情ぜいが……！　父様の仰おつしやる通りでしたわ」

「雪……？」

　激しい歯は軋ぎしりを聞きながら、リュカリスは引っかかりを覚える。

（雪に、髪が短くて、私に似ている人……？　まさか──ゼノン兄上？）

　同父兄あにゼノンは氷雪を操あやつる。帰き還かんすると一帯の気温が下がるのでわかりやすい。

　水の都という通つう称しようも、ゼノンの修しゆ行ぎよう先の一つだった記憶があるので間違いなさそうだ。

　状況的にアリアを助けたみたいだが、ここまで怒いかりを買うとはなにをしたのだろう。

「ですが、騎士の方のような星王国人もいらっしゃるようで。アリア様も心証を改められたご様子でございます」

「ブ、ブランカ！　どうしてそれを言ってしまいますの！」

　ぽかぽかとアリアはブランカを殴なぐっている。ダメージはまったくなさそうだが。

（……この二人、どういう関係なんだろう？　それに、騎士の方って？）

　アリアは様を付けて呼ばれていて、基本的に手を動かして働いているのはブランカだけだ。

　事情を隠したい様子は伝わってくるので、リュカリスはそれとなく話を戻す。

「えーっと……他に気をつけた方がいい作法マナーとかあるのかな？」

「お……こ、皇后陛下はカテーシ──お辞じ儀ぎを特に重要視される方でしてよ。淑しゆく女じよの品格がもっとも表れると仰っていましたわ」

「へえ、カテーシ……どんなお辞儀なの？」

　リュカリスが期待の眼まな差ざしを向ければ、アリアは颯さつ爽そうと席を立つ。

　彼かの女じよは侍女服の裾を両手で少しつまみ上げ、背筋を伸のばしたまま腰をかがめた。一連の動作はとても優ゆう雅がで、威い厳げんを感じさせる。思わず拍はく手しゆを送ってしまった。

「これが！　カテーシですわ！」

「アリアは博識なんだね。すごくきれいで、つい見惚れてしまったよ」

　素す直なおな感想を述べると、得意げに胸を張っていた彼女の頰ほおがさっと赤らんだ。

「うっ……卑ひ劣れつな……！　き、騎士の方と同じ顔で……！」

「ということは、私もカテーシを習得した方がよさそうだね。……よかったら、カテーシの指導もお願いしていいかな？　アリアほどきれいなお辞儀はできないかもしれないけど、がんばってみたいんだ」

「……ま、まぁ、その殊しゆ勝しような心がけに免めんじて教えて差し上げてもよろしくてよ」

　二つに結ゆい上あげた髪を揺らし、つんと顎あごをそびやかす彼女はかわいかった。

（なんだか帝国人って、猫ねこっぽい人が多いなぁ。アリアはうさぎっぽくもあるけど）

　星女王から『かわゆいものを探せ』と助言をもらっていたが、『かわゆいもの』は人間でもいいのだろうか。アルトゥールを筆頭に、かわいさのあまり笑え顔がおになってしまう。

　にこにこしていたら、アリアは片かた眉まゆを跳はね上あげた。

「……なんですの。あたくしをバカにしてますの」

「かわいらしいなと思って。こうして気軽に話してくれるようになったのも嬉しくてね」

「……星王国人恐おそろしい……」

　硬こう直ちよくするアリアのかたわらで、なぜかブランカが戦せん慄りつしていた。




　アリアの指導のもと、リュカリスが特訓していると、遠くで叩音ノツクが響ひびく。

　待機していたブランカが応対に出てしばらくすると、ある人物を伴ともなって戻ってきた。

　片側だけ伸ばした黒くろ髪かみにはめられた銀筒がきらめく。こちらに向けられた翡ひ翠すいの双眸を輝かせたのは、アルトゥールの弟ナイトである。

「リュカリス様！　お久しぶりです」

　弟皇子は頰を上気させて、駆け寄ってくる。それだけで少し息切れしているところからして、本当に体が弱いらしい。しかし付つき添そいの侍女の姿はなく、一人のようだ。

　リュカリスも挨あい拶さつをしようとしたが、ふと思いついた。

　バルコニーから室内に戻り、ナイトの前で立ち止まる。続けてキトンの両裾を持ち上げ、できるだけ静かに腰をかがめてみせた。かすかに伏せていた面を上げて微笑む。

「こんにちは、ナイト殿下。ご壮そう健けんそうでなによりです」

「……王女殿下、『ごきげんよう』でございます」

「あ！　そうでした。ごきげんよう、殿下」

　ブランカがそっと耳打ちしてくれたので言い直す。

　さっそく特訓の成果を披ひ露ろうしてみたのだが、弟皇子は目を見開いたまま固まっている。

「……ナイト殿下？　いかがしましたか？」

「え、あっ……リュ、リュカリス様がきれいで、見惚れてしまったんです。その、ごめんなさい……」

　もじもじとうつむく姿はかわいらしいが、リュカリスは呆あつ気けに取とられてしまう。

（かっこいいとはよく言われるけど、きれいだなんて初めて言われたな……）

　アリアへの褒め言葉を想起したが、まさか自分に同じ言葉がかけられるとは思わなかった。

「謝あやまらなくていいですよ、褒めていただいて嬉しいです。……なんだか、照れますね」

　どうしてかこみ上げてくる羞しゆう恥ち心しんにあらがえず、リュカリスははにかんだ。

　ナイトはますます頰を赤らめたが、声をはずませて笑う。

「本当のことを言って喜んでもらえたなら、おれも嬉しいです。リュカリス様はきれいなだけでなく、かわいらしい方ですね！　兄様が羨ましいです」

「えっ!?　そ、そうですか？　ありがとうございます……？」

　聞き慣れない言葉の連続に、思わずたじろいでしまう。

　家族ならいざ知らず、他人からの『かわいい』は直球すぎて衝撃的だった。

　リュカリスは少し目を伏せてから、ごまかすように問う。

「私になにかご用でしょうか？」

「いえ！　あの、リュカリス様のお姿を見かけたと聞いたので、ご挨拶をと思って」

　リュカリスはずっとヴァイスハイト城に滞在している。あらたまって挨拶とは不思議だったが、特に触れずに目礼した。

「そうでしたか、ありがとうございます。もしこのあと予定がないようなら、よかったら紅茶をご一緒しませんか？」

「喜んで！　リュカリス様に誘さそってもらえるなんて光栄です。でも、いいんでしょうか……？　おれ、突とつ然ぜん来てしまったので、ご迷惑じゃないですか？」

「そんなことないですよ。お菓子を用意しすぎてしまったのでご一緒してもらえたら助かります」

　茶目っけたっぷりに片目をつぶってみせれば、弟皇子が声を立てて笑った。

「よかったです！　リュカリス様とは、もっとたくさんお話ししたかったんです」

　先日のよそよそしさが噓のように、甘あまえたような上うわ目め遣づかいである。

（弟殿下はふわふわもふもふの仔こ犬いぬっぽくて、かわいらしいなぁ）

　こうも素直に懐なついてもらえるとくすぐったい。本当に弟が一人増えたみたいだ。

　遠えん慮りよする侍女二人もバルコニーに誘い、紅茶とお菓子に舌した鼓つづみを打つ。

　談だん笑しようしながら小腹が満たされつつあったころ、また叩音ノツクが聞こえてきた。

　リュカリスが腰を上げるよりも早く、ブランカがさっさと応対に出てしまったのだが、しばらくして漏れ聞こえてきた声に反応してしまう。

「アルトゥール！　どうかした？　私に頼みごと？」

　にこにこと出迎えに行けば、入室してきたアルトゥールが胡う乱ろんな目で見返してくる。

「夕食が準備できたから呼びに来ただけだ。それより……なに、この状況」

「え！　あ、お茶会をしていたんだ。帝国のこととか聞いてみたくてね」

　バルコニーを凝ぎよう視しする皇太子に、リュカリスはしどろもどろに答えた。

（危なかった……！　内緒にしておきたかったのに、お茶会の練習って言いかけたよ！）

　噓が下手な自覚があるので、これ以上つっついてほしくなかったのだが、アルトゥールは「お茶会？」と聞き返してきた。

「う、うん。でも、大丈夫だよ！　夕食はちゃんと食べられるから！」

「……どうしてナイトまでいるわけ」

「兄様、ごめんなさい。リュカリス様とお話ししたくて、お邪魔させてもらったんです」

　不ふ機き嫌げんそうな兄に対して、弟は申し訳なさそうに眉び宇うを曇らせている。

　リュカリスは慌てて二人の間に割って入った。

「えっと、アルトゥールもお菓子を食べる？　ブランカたちが用意してくれたんだけど、すごくおいしいよ！　あ、でも食事が冷めちゃうかな」

「ふぅん、別にいいけど」

　そう返すと、リュカリスの隣となりの席につく。なぜかナイトとブランカがぎょっとしている。

「……オーフェルヴェーク家は菓子作りとその研究で有名だし、はずれはないだろうな」

「ということは、皇后陛下もお菓子が好きなの？　……アリア、どうかした？」

　瓶底眼鏡をカチャカチャいじっている侍女が気になって訊けば、無言で首を振られた。

「……あまり好きじゃないって言いたいのかな？」

「母様が甘いものを口にしているところは、おれも見たことないです」

「そうなんですか……」

　ということは、お茶会ができても甘いお菓子の用意は避けた方がよさそうだ。

　頷いていたら頰に視線を感じた。アルトゥールが頰ほお杖づえをついて見ている。

「……アンタ、またなにか変なことを考えてるだろ」

「変なことじゃないよ！　もしお茶会ができることになったら、気をつけなきゃと脳内覚書に書き留めていたんだ」

「……リュカリス様は、母様とお茶会がしたいんですか？」

「はい。せっかくのご縁えんなので、私的な場で一度お話しできないかと思ったんですけど……なかなか難しいみたいですね」

　しゅんと肩を落とせば、ナイトが「あの！」と声を張り上げた。

「おれも、母様に頼んでみます！」

「え、いいんですか？」

　隣の婚約者の様子を窺うかがうと、なにやらしょっぱい顔をしている。しかし黙ったままなので問題はないのだろう。

「リュカリス様が喜んでくれるならがんばります！」

「あ、ありがとうございます。でも、あまり無理しないでくださいね。皇后陛下も殿下も、お体が強くないようですから」

「はい！　それで、もしできることになったら……おれもご一緒していいですか？」

　翡翠の瞳が明るく光る。リュカリスは「もちろん」と応じた。

「お茶会は大勢の方が楽しいので、その時は誘わせてください」

「ご出身である星王国には、カテーシがないんですよね？　それなのにリュカリス様のカテーシはすごくきれいだったので、母様もきっと気に入られると思いますよ！」

「──カテーシ？」

　アルトゥールが不ふ審しんそうに眉まゆをひそめた。

　その反応に、リュカリスは心の中で「あ────っ！」と叫さけぶ。教わった初日に即行でバレるとは、やはり隠かくし事ごとはすべきではない。

　おろおろと視線をさまよわせていたら、隣から低い声が聞こえた。

「……カテーシって、どういうこと？」

「兄様、先ほどカテーシを見せていただいたんです。リュカリス様は努力家なんですね、習われたばかりだと聞いてびっくりしました！」

「あ、あ、ナイト殿下……確かに特訓初日でしたけど、その……」

「兄様は果報者ですね。おれもリュカリス様みたいなかわいらしくてきれいな婚約者を早くお迎むかえしたいです」

「はっ!?」

　声は二重に響き、反射的に顔を見合わせた。叫んだのはリュカリスだけではなく、アルトゥールも目と口が開きっぱなしになっている。

「で、殿下……私にはあまり、かわいらしいという表現は似合わないかと思いますよ」

「そんなことないです！　お会いするたび、リュカリス様はにこにこしててかわいいっておれは思うんです！」

　ひえ！　さらに力説されてしまい、さすがのリュカリスものけぞった。

（じ、自分で言うのと、人に言われるのって、こんなにも感覚が違うのか……！）

　身内以外に言われたことがなかったので、妙みように気き恥はずかしくて頰が熱くなる。

「褒めてもらえるのは嬉しいんですけど、あの……あまり言われ慣れていないので、控えめにしていただけると助かります……恥ずかしいので」

「あ！　お、おれも、ごめんなさい。興奮しちゃって……」

　ナイトは我に返ったのか、作っていた握りこぶしをほどいて赤面している。

　なんともいえない空気が流れるも、椅い子すを引く音が沈黙を破った。

　目線を上げてすぐ、リュカリスは肩を揺らしてしまう。

　それは初めて見る顔だ。いつもは雄ゆう弁べんに語る菫色の瞳は凍いてつき、表情がまったくない。整いすぎた容よう貌ぼうもあいまって、声をかけることすら憚はばかられる空気をまとっていた。

「──夕食、あたためなおしてくる。アンタの気がすんだら来ればいい」

　すい、と視線が逸それる。そのまま部屋を出て行く背に漂ただよう拒きよ絶ぜつ感かんに、リュカリスはとうとう声をかけられなかった。固まっていたら、ホッと息をつく声が聞こえた。

「……帰還してから雰ふん囲い気きが変わったと思ったのですけれど、やはり『悪あく魔ま』は『悪魔』ですのね」

　無口になっていたアリアの呟きに、リュカリスは眉をひそめる。

「──悪魔？」

「アリア様、ご婚約者様の前で不ぶ躾しつけでございます」

「あ、以前の兄様は少し……近寄りがたいところがあったんです。兄様、黙っているだけで絵になる人なので余計に……でも、今は違うので気にしないでくださいね！」

「大丈夫です、アルトゥールが優しい人だというのはよく知っています」

　呼びかけられなかった、さっきの独特の雰囲気。あんな冷たい顔は見たことがなくて驚いてしまったけれど、それだけだ。なにか『理由』があるのだろう。

　リュカリスが微笑めば、兄をフォローしていた弟皇子が目を細めた。

　──ぞわ！

　びっくりして二の腕を見れば、鳥とり肌はだが立っていた。まただ。

（やっぱり勘かんが狂っているみたいだな。……もう夕暮れ時だし）

　いつの間にか、あたりは夕ゆう闇やみに染まっている。アルトゥールを待たせては悪い。

「殿下たちもお食事の時間ですよね？　今日は付き合ってくださってありがとうございました。とても楽しかったです！」

「──おれも楽しかったです。お茶会の件、父様と母様に話してみますね！」

「ありがとうございます、殿下。片づけは私がするので、三人は戻ってください」

「王女殿下に片づけなどさせられません」

「これも経験のうちだよ！　またなにかあった時はよろしく頼むね」

　笑顔で固辞すれば、三人も退室していく。

　食器だけ回収してもらったが、円卓や椅子などは自分で定位置に戻してから、リュカリスはアルトゥールの部屋に移動した。




　扉を叩音ノツクする。しかしいくら待っても出てこない。

　いつもなら出迎えてくれるのにと把手とつてを摑つかんでから、鍵がかかっていないことに気づく。

　リュカリスは薄うすく扉を開いてから「失礼します～」と声をかけた。

　奥に進めば机には料理が並べられていて、アルトゥールは出入り口に背を向けて座すわっている。やはり待たせてしまったようだ。リュカリスは声をかける。

「アルトゥール、遅おそくなってごめんね。片づけをしていて──」

「どうしてカテーシなんて習おうとしたんだ」

　冷たく遮さえぎられて問われたリュカリスはまばたきを繰り返す。

「お辞儀は大切な礼儀作法の一つだから、興味があって教えてもらっていたんだよ」

「──茶会のために？」

　やっと振り向いたアルトゥールの表情は険けわしかった。

「帯を巻けなんて言うからなにかと思えば……行ぎよう儀ぎ見習いじみたことは、やらなくていいから」

「へ？」

「だれの入れ知恵だか知らないけど、アンタが無理して変わる必要はない」

　思いもよらない言葉に、リュカリスは戸惑ってしまう。

「入れ知恵？　誰にもなにも言われていないよ。私がやりたくてやったことだ。そりゃ慣れないことだから疲れはしても、無理なんてしてないよ」

「……教えたの、侍女だろ。間違った作法をわざと教えられるとか、考えないのか」

「君の弟くんはカテーシを褒めてくれたし、彼女たちはそんなことしないよ」

「だから、それが──！」

　声を荒らげた彼は勢いよく立ち上がってから、そっぽを向いた。

「…………作法を知りたければ、俺に訊けばいいだろ」

「それじゃ君に黙っていた意味がないよ！」

「……あいつには──ナイトには見せるのに？」

「だって、本当は君をびっくりさせたかったんだ。すぐにバレちゃったけど……私、昔から隠し事できないから、こういうの向いてないねぇ」
















　苦笑いして頭をかけば、アルトゥールは虚きよを衝つかれたように目を丸くした。

「──俺をびっくりさせる？　どうして？」

「お茶会ができた時、私が君の国の作法を習得していたら驚くかなって。それにね、純粋に学びたいと思ったんだ。君と結けつ婚こんしたいから」

　にっこりと笑えば、「へあ!?」と奇き声せいを上げてアルトゥールは後あと退ずさった。

「いつも言っているけど頭が悪い分、せめて君の足を引っぱったり、恥はじをかかせたりしたくない。君がしたいこと、できることの邪魔になるのはイヤなんだ」

「な、な、な……」

「私だって、アルトゥールの力になりたい。一緒に生きていくために、私にもがんばらせてよ！　大丈夫、根こん性じようには自信があるんだ！」

　握りこぶしを作って「任せてくれ！」とアピールする。

　すると、アルトゥールは頭を抱えて崩れ落ちた。慌てて駆け寄り、膝をつく。

「ど、どうしたの？　また立ちくらみ？」

「違う」

「あ、そうなの？　よか────ああっ!?」

　肝心なことを思い出して青くなる。

　リュカリスの叫び声に驚いたのか、アルトゥールがはじけるように顔を上げた。

「アルトゥールがいない席でお菓子を食べちゃった……！　いや、アリアたちが用意してくれたものだし大丈夫!?　いや、やっぱりダメ？　う、う、ちゃんと『心構え』書いたのに」

「………………ぷっ」

　あわあわしていたら、彼は毒気が抜かれたように小さく噴ふき出した。それから──

「あ、っははは！　本当……リュカリスらしいよ」

　笑いすぎて目尻に浮かんだ涙なみだをぬぐい、菫色の瞳が細まった。『熊の番人アルクトウールス』のような優しい光がそこにはあって、なにより息を吞むほどに美しい。

　バルコニーでの態度が噓のようで、よく知るアルトゥールがそこにいた。

　胸の奥があったかい。その熱をもてあましながら胸を撫なで下おろす。

「よかった。君の様子がいつもと違っていたから心配していたんだけど」

「それは──あれは、俺だってアンタを、か……かわ……いや、まぁカテーシのことも理由だけど……」

「うん、逆だったのがわかったよ。私を心配してくれたんだよね、ありがとう」

　アルトゥールの両手を取り、ぎゅっと握りしめる。

「今度から作法の特訓をしたい時も、ちゃんと伝えるね」

「……ん」

　小さく頷く婚約者を見つめ、リュカリスは微笑んだ。
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　それはバルコニーの一件から二日経った、朝食の席でのことだ。

　リュカリスは食事の手を止めて、アルトゥールを見つめる。

「え！　皇后陛下とお茶会ができるの!?」

「そう。……俺も打だ診しんしていたけど、ナイトも口くち添ぞえしたらしい」

「そうなんだ！　わー！　嬉しいな！　張りきっておもてなししないと！　あ、お土産みやげも忘れちゃダメだよね！　ねえ、いつなのかな？」

　わくわくと訊たずねれば、彼は額ひたいを押さえて深々と息をついた。

「今日」

「……え？」

「今日」

　……？　……！　…………!?　ようやく理解が追いついたリュカリスはすっくと立ち上がる。

「し、支し度たくします！」

「そうした方がいいだろうな」

「お、帯、また巻いてくれる？　あと、アリアたちにお菓子の用意も頼んでおくね！　というか、場所は私の部屋でいいの？　ど、どうしよう？」

「落ち着け。……俺の部屋ですることになってるから、道具はこっちに運べばいい。菓子は────まぁナイトも揃そろった場で下手なことはしないだろうし、用意してもらえば」

　アルトゥールの泰たい然ぜんとした態度に、焦あせっていたリュカリスも落ち着きを取り戻した。

　何度か深呼吸して気合いを入れ直す。

「こ、これが緊きん張ちようってヤツなのかな……！　初めての感覚だ……！」

「わかってはいたけど、本当に脳筋族だな」




　アルトゥールから時間は三時だと聞いていた。

　それまでに侍女たちの力も借りてなんとか準備が終わったものの、リュカリスはそわそわする。

「ど、どうしよう。そろそろだよね！　ドキドキするよ！」

「いいから座れ」

「お土産も気に入ってもらえるかな？　喜んでもらえるといいな！」

「気が早すぎ」

「お話、たくさんできると嬉しいな！　がんばるよ！」

「もうそれでいいよ……」

　諦めたようにかぶりを振る。

　侍女二人にはなんだか遠巻きにされているものの、やがてその時は来た。

　皇后はナイトに付き添われて現れた。小こ柄がらさを感じさせない冷ややかな威厳によって、室内の空気が一変していくように感じる。

　続いてカツンと靴くつ音おとが鳴り、リュカリスは最後に気持ちを落ち着かせた。

　今こそ特訓の成果を披露する時だ。キトンの両裾をつまみ、背筋を伸ばしたまま腰をかがめる。目線だけ伏せると、凜りんとした声が聞こえた。

「──おもてを上げなさい。お招き、感謝します」

「こちらこそ、お忙いそがしいところ応じてくださりありがとうございます」

　確か、この国では令れい嬢じようは歯を見せて笑ってはいけないらしい。

　リュカリスは気をつけて微笑むと、皇后ドロテーアはかすかに頷いた。

　ナイトは変わることなく朗ほがらかに挨拶してくれる。

「こんにちは、兄様。リュカリス様。おれもお邪魔させてもらえて嬉しいです」

「ああ、そう。……とにかく、座りなよ」

　アルトゥールは身内しかいないお茶会だから緊張する必要はないと励はげましてくれたが、相手は皇后である前に婚約者の母親である。やはり気の持ちようが違う。

（アルトゥールの母上だから、少しでも打ち解けたいって思っちゃうんだよね）

　緊張の原因はそれだ。とにかく、気を引きしめてかからなければ。

　その時だ。

（ん？　……甘い……香かおり？）

　ドロテーアの厳格な雰囲気に合わない、匂におい立つような甘ったるい香りが鼻先をかすめた。一瞬だったから気のせいかもしれない。

　腰を落ち着けたのを見計らい、リュカリスは用意しておいた菫色の小包を取り出す。

　忘れないうちにと差し出せば、ドロテーアは蒼そう氷ひよう色いろの目を眇すがめた。

「……これは？」

「皇帝皇后両陛下にお贈りしたくて、私が個人的に用意したものです。よかったら受け取ってください。気に入っていただけたら、嬉しいです」

　はにかんで言い添そえると、「個人的に……」と呟いてから皇后はお土産をつまみ上げた。

「……よろしいでしょう。我が君にも伝えておきます」

「ありがとうございます！　……あ、お茶を淹れますね」

　テーブルについた人数分の紅茶を淹れていく。

　お茶を配り終えて一息つくと、沈黙が流れる。弟皇子がそわそわと窺う母と兄は澄すまし顔で紅茶を飲んでいて、口を開く気配はない。

（……こうして見ると、アルトゥールと皇后陛下はよく似ているなぁ）

　二人ともこわいくらい整った顔立ちをしているせいだろうか。

「お菓子は侍女に用意していただいたんです。お菓子にも帝国のお店にも疎い私が見み繕つくろうより、皇后陛下のお口に合うかと思いまして！　どうぞ召めし上あがってください」

「……賢けん明めいな判断でしょう」

「オーフェルヴェーク家はお菓子作りで有名だと、アルトゥールから伺うかがいました。どんなお菓子があるのでしょうか？」

「いま市し井せいでも人気が高いのは、ブリオッシュと聞いています」

「ブリオッシュですか！　……ブリオッシュ？」

　どんなものか想像できなくて、アルトゥールに助けを求める。

　彼はため息をつくと、銀台スタンドにあったお菓子の一つを手に取った。頭の部分だけぽこんと膨ふくれ上あがっていて、形は雪だるまに似ているかもしれない。

「これがブリオッシュ。菓子よりパンに近い。中に果物とか入っているらしいな。発はつ祥しようはうちじゃなくて隣国だけど」

「……オーフェルヴェーク家の菓子職人が、隣国で修行した際に作り方を持ち帰ったのがはじまりです」

「そうなんですね、私も食べてみます！　皇后陛下はあまりお菓子を口にされないんですか？」

「甘いものには……興味がありません」

　一瞬、皇后は顔をしかめて言葉に詰つまる。すぐに元の無表情に戻ったが、リュカリスの目には少し苦しそうに映った。

（今のはなんだろう？　……やっぱり甘くないお菓子がいいのかな？）

　そう思い、侍女から聞いた甘さが控えめのお菓子を小皿に取り分ける。

　未熟性乾酪フレツシユ・チーズを使った切り分けて食べる焼き菓子──トプフェン・トルテだ。

「こちら、通常のものより甘あま味みを控えているそうです。よかったら」

「──いただきましょう」

　ふぅと息をついた彼女は小皿を受け取ってくれ、リュカリスは表情を明るくする。

　皇后はフォークを器用に操り、焼き菓子をひと口大にしていった。

　食べ慣れているようなフォークさばきだが、ひと口食べてから少し眉をひそめる。そして咀そ嚼しやくし終えると、すぐに小皿をテーブルに置いてしまう。皇后はハンカチで口くち許もとをぬぐう。

「……わたくしはもう充じゆう分ぶんです」

「そうですか？　あ、紅茶のおかわりを」

「もうよい。……わたくしは少し疲れました、寝所に下がらせていただきます」

　その言葉に、壁かべ際ぎわに控えていたアリアが反応する。

「叔お母ば様！　……あ」

「その声は──アマーリアですか」

　……おばさま？　アマーリア？　リュカリスは頭上に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

　すると、なにやら固かた唾ずを吞んで見守っていた兄弟が「ああ」と声を上げる。

「やっぱりな」

「え、やっぱりって？」

「……アマーリア、侍女を振り回すのは控えなさい。その、身分にふさわしくない装よそおいも含ふくめて」

　状況を把は握あくできていないのは、リュカリスだけらしい。

　皇后がこめかみを押さえて言えば、アリア──アマーリアと呼ばれた侍女が瓶底眼鏡を取った。あらわとなったのはかわいらしい、花のようなかんばせである。

　驚くリュカリスに対して、彼女はばつが悪そうにカテーシの礼を取った。

「……あたくしはアマーリア・フォン・オーフェルヴェークと申します。王女殿下、随ずい分ぶんとご挨拶が遅おくれて失礼しましたわ」

「ああ、なるほど。だからブランカも、アリア様と呼んでいたんだね」

　ようやく納得し、思わず素で返してしまったが皇后に気にした素そ振ぶりはない。

「叔母様。あたくしは従兄いとこの婚約者を見定めたくて、少し変装していただけですわよ」

「変装しきれていなかったけどな。バレバレだったぞ」

「なっ……！」

「確かに君のカテーシはとてもきれいだったし、振ふる舞まいにも品があったのに、私は気づかなかったよ。変装、とても上手なんだね」

　顔を真っ赤にしたアマーリアにそう言えば、彼女は鼻を高くする。

「ほ、ほら！　おまえの婚約者はこう言っているわ！　あたくしの変装は完かん璧ぺきよ！」

「人を疑わないそいつが気づかないのは当然だろ。脳筋族にバレたら致ち命めい的てきだぞ」

「キィイイ！　なんてひねくれた男なの！　無礼者！」

「無礼者はお前だろうが。オーフェルヴェークの人間じゃなかったら牢屋行きだ」

　地じ団だん駄だを踏むアマーリアに対して、アルトゥールはそっけない。

　そのかたわらで、退出しようとしている皇后にナイトが話しかけていた。

「え、母様は本当に下がられてしまうんですか？　父様はいませんが、久しぶりに家族で揃ったのに……お体の調子が悪いのでしょうか？」

「そなたは残ればよろしいでしょう。……馳ち走そうになりました」

　それだけ言い残すと、さっさと出て行ってしまう。

　一応お土産は持って行ってくれたようだが、リュカリスが挨拶する隙すきもなかった。

　呆然と見送っていたら、アマーリアが悔くやしそうに呟く。

「今日こそは叔母様にお菓子を完食していただけると思ったのに……完敗ですわ」

「なんだか……ごめんね？」

　もうそれしか言いようがなかった。これはなかなかの難敵である。
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　オーフェルヴェーク公こう爵しやく家けは菓子研究の権けん威いとして知られているという。

　帝国一の砂糖消費家とまでいわれるほど、一族は甘あま党とう揃ぞろいらしい。

　しかし、何事にも例外はつきものである。

　その公爵家出身者──ヴィッセン帝国皇后ドロテーアはお菓子嫌ぎらいで有名だった。




　リュカリスの目の前で、二つに結い上げられた亜あ麻ま色いろの巻き毛がぴょこぴょこと揺れている。侍女の変装をといたオーフェルヴェーク公爵家のご令嬢アマーリアだ。

　彼女はお茶会以来変装をやめ、今はリュカリスの話し相手として参城していた。

　リュカリスが今日も女装しているのは、引き続き帝国の作法を習うためだ。

　ブランカを伴って訪おとずれた令嬢姿のアマーリアを招き入れてから、首をかしげる。

「君のことは、アマーリアと呼んでいいのかな」

「構いませんわ。あたくしを気安く呼べることに感謝なさい」

　つんと腕組みをしてそっぽを向く彼女に、リュカリスも微笑む。

「そうだね。もっと君を知って、仲よくなれそうで嬉しいな。ありがとう」

「……うっ！」

「……お嬢じよう様さま、この方々には通用しませんよ」

　ブランカがうめく主人の背中をさすっている。

「にしても、君はどうして侍女に扮ふんしていたの？　アルトゥールの婚約者を見定めるためとは聞いたけど、私は君のお眼鏡に適かなったかな」

「そ、それは……」

　椅子に腰かけたアマーリアは、目を泳がせてから観念したようにこぼす。

「……あたくし、蛮族──星王国人が大嫌いですの。いい思い出がないどころか、こわい思い出しかないんですもの。だから……追い出してやろうと思って」

「お、おお」

　衝撃的なぶっちゃけに、リュカリスは頷くだけにとどめた。

　けれど、イヤな感情は湧かない。アマーリアの言い方がカラッとしているからだろう。

　そして令嬢は眦まなじりを決し、テーブルをばんばん叩いた。音を立てる茶器を急いで回収しておく。

「あの陰いん険けんで陰いん鬱うつな従兄が！　手を出す隙を与えないほどガードして！　なに!?　星王国で頭でもぶつけて改心でもいたしましたの!?　あんな従兄はおかしくてよ！」

「私の記憶によると頭はぶつけていなかったよ」

「で、やっと手を出せそうだと思ったら、思ったら──くぅ……！」

　きょとんとしているリュカリスをチラッと見て、アマーリアは歯軋りをした。

「……屈くつ辱じよく的てきですわ。でも、おまえのような間ま抜ぬけにできることなど限られていますもの。でしたら、おまえで妥だ協きようするのが妥だ当とうという判断を下しましたわ。光栄に思いなさい」

「つまり、認めてくれたってことだよね？　アルトゥールの従妹いとこにそう言ってもらえると心強いな、ありがとう！」

　嬉しくて抱きしめたかったが、テーブルという邪魔者がいたので両手で握あく手しゆする。

　にこにこしていると、「ぐぬぬ……き、効かない……」とうめき声が上がった。

　その時、背後で物音がして振り返れば、しかめっ面つらのアルトゥールがいた。

　叩音ノツクは聞こえなかったが、肩で息をしているところから察するにそれどころではなかったようだ。従兄の冷めた視線にさらされた令嬢は身を縮めた。

「……妙に騒がしいと思ったら、正体がバレたのに懲りずにまた来ていたのか」

「お、お黙りなさい！　あたくし、おまえとおしゃべりしに来たわけではなくてよ！」

「俺だって話したくもない。……人を騙だましといて謝罪もしてないんだろう。たいした礼儀もあったものだな、誇ほこり高たかきオーフェルヴェークの二枚舌には感心する」

　皮肉っぽく笑う婚約者とふくれっ面つらの元侍女の間に挟はさまれ、リュカリスはおろおろした。

「えっと、私は騙されたと思っていないよ。だって、アルトゥールは気づいていたんだよね？　私の察しが悪いせいで言い出しにくかったのかもしれないし、ごめんね」

「アンタが謝る必要はない！」

「うん。アルトゥールは私の気持ちを慮おもんぱかってくれたんだよね、ありがとう。本当に優しいね。君がそんな風に気にしてくれるから、私は平気でいられるんだよ」

　穏おだやかに宥めすかすと、二人とも頰を赤らめて沈黙してしまった。

　静観していたブランカは懐かい中ちゆう時ど計けいを確かめている。

「……瞬しゆん殺さつでございます。ご両人の舌ぜつ戦せん終了最短記録更こう新しんです」

「それより、昨日のお茶会……皇后陛下も少しは楽しんでくれたのかな。オーフェルヴェーク家唯ゆい一いつのお菓子嫌いだったなんて……」

「……さぁな。あの人はいつもだいたいあんな感じだし、気にしても無む駄だだよ」

　そう言いながら、アルトゥールはリュカリスの隣に腰を下ろす。

　紅茶を淹れてあげていると、彼は頰杖をついてそれを見つめていた。

「むしろ意外と会話が続いていたから、アンタはそれで満足しとくべきだな」

「そうなんだ。でも、もっともてなしようがあったんじゃないかって思うんだ。……これじゃ、帝国人たちと距離を縮めることは難しいのかな」

　リュカリスが嘆たん息そくすると、アマーリアが口をつけていた陶坏カツプを下ろす。

「……おまえ、本当に帝国人と親しくなりたいんですの？」

「もちろん！　私は今日までに知り合った帝国人はみんな好きになったよ。もっと好きになって、理解したいんだ。アルトゥールが生まれ育った国を大切にしたいから」

「──ふぅん。間抜けながらに一いつ貫かん性せいがあることだけは評価して差し上げますわ」

　アルトゥールが物言いたげな顔をしているが、彼女は無視して人差し指を立てた。

「このアマーリア・フォン・オーフェルヴェークがありがたい助言をしてあげてよ。その耳をかっぽじってよく聞くがよろしいわ！」

「助言？」

「今のおまえでは、誰も耳を貸さなくてよ。確かにこの陰険従兄を変えた功績は、ある意味百の金きん塊かいにも勝まさりますけれど、そういう呪術をかけたと思われるのが関の山。この陰いん鬱うつ従兄はそれだけ人間不信をこじらせていたんですもの、当然ですわ」

「……でも君は、私が呪術をかけたと疑ってはいないんだね？」

　もちろん、呪術なんてかけていない。

　問いかければ、アマーリアはふふんと鼻先で笑った。

「間抜けなおまえに、そんな知恵があるはずがありませんもの。このあたくしという存在が証明していてよ！」

「……つまりお前も同じ穴の狢むじなってことだろ。得意げに言うことでもないな」

「でも、一つ。あっと驚かせる案がありますわ────それは晩ばん餐さん会かいでしてよ」

　アルトゥールのツッコミを聞き流して提案された単語に、リュカリスは目を丸くする。その反応に気をよくしたのか、立ち上がったアマーリアが踏ふん反ぞり返かえった。




「晩餐会で、あたくしが仕込んだ作法を披露し、叔母様の舌を屈くつ服ぷくさせなさい！」




　しんと、室内を静せい寂じやくがつつみこむ。リュカリスの困惑は続いていた。

「う、うん……？　あの、ごめんね。私、あまり察しがよくないから、もう少し詳しく説明してもらってもいいかな？」

「ふぅん。……オーフェルヴェーク家じゃ、皇后が完食する菓子を作ることが悲願だと聞いたことがある。お前が言いたいのは、皇后に菓子を完食させたら強硬派筆頭貴族である公爵家が一目置く可能性が高いってことだろ」

　さすがアルトゥールである。

　アマーリアの一言だけで理解するとは！　しかも補足までわかりやすい。

　言った当人は気だるそうにあくびをしているが、尊敬の眼差しを送る。

「ふふん！　ただのお菓子と侮あなどることなかれ。お菓子は我が一族の富の象徴であり誇り。……いまだ誰も皇后の舌を満足させた職人はおりませんの。だから誰が叔母様にお菓子を食べさせるかで競きそっているほどですわ。つまり、おまえが叔母様の舌を虜とりこにした時、必ず化学反応が起きてよ」

「なるほど！　二人ともありがとう。私でもよくわかったよ！　つまり、昨日のお茶会をもっと練ったものを企き画かくするといいんだね」

「ええ。そしてあたくしが仕込んだ作法をきっちりこなせば、おまえが蛮族たる星王国人でも、少しは聞く耳を持つ人間が増えますわ」

　おお……！　リュカリスは感動する。

　ぼんやりとしていた、帝国人との歩み寄りの第一歩が形になってくるのを感じた。

　感謝をこめて見つめていたら、アマーリアが気まずそうに咳せき払ばらいする。

「……おまえを、騙していたのは悪いと思っていてよ。だから──これが、あたくしの詫わびですわ。ありがたく受け取っておきなさい！」

「お嬢様……成長されたのですね。ブランカは大変嬉しゅうございます」

「アマーリア、ありがとう。せっかくの助言、絶対に活いかしてみせるよ！」

　ブランカが目元を押さえている。

　そろそろ軍隊の演習にも参加できる頃ころ合あいだが、体を鍛きたえるよりもこっちを優先すべきだ。

　計画を練り直そう！　決意をあらたにしていると、ため息が耳に入ってきた。アルトゥールが淡々と訊いてくる。

「……アンタ、その晩餐会とやらをやりたいわけ？」

「うん！　一目置かれたいわけではないけど、それで少しでも交流を持つ機会が増えるなら、やらない手はないと思うんだ！」

「そう……」

　思いに耽ふけるように、彼は目を伏せた。しばらくして菫色の瞳があらわになる。

　力強い意志を感じさせる双眸でリュカリスを見み据すえ、こう口火を切った。

「なら、アンタ独りじゃ無理だ。……俺と連名でなら、晩餐会の手助けをしてやってもいい」

「本当!?　私はすごく心強いけど、君は大丈夫？　仕事とかあるんじゃ」

「確かに、やることはたくさんある。でも、アンタ以上に優先するものはない」

　どきりと鼓こ動どうが跳ねる。また心臓がぎゅうぎゅう痛みはじめた。

　熱のこもった眼差しに全身が炙あぶられるようだ。リュカリスは胸むな元もとを押さえる。

「アルトゥール……」

「……あの陰いん気きくさい人間不信が!?　こうまで人って、変わるものですのね……」

「お嬢様も似たようなものでございますよ」




　こうして、リュカリスとアルトゥールは有力者を集めた晩餐会を企画することになったのだ。
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　晩餐会とは豪ごう華かな夕食とおしゃべりを楽しむ親しん睦ぼく会かいだという。

　この晩餐会を開かい催さいするにあたり、二人は役割分担をすることにした。

　アルトゥールが各方面への根回しを、リュカリスが皇后の嗜し好こうを探さぐる役回りだ。

（とはいっても、私が皇后陛下に近づくのって難しくないかな？）

　接点なんてどう作れというのか。

　しかし、現時点でもアルトゥールの負担はかなりのものだ。これくらい協力できなければ、本当にただの足手まといである。

　不器用ながらも優しい婚約者は、リュカリスが一人で出歩くことにいい顔をしない。なので、まずは最上階に設しつらえられた書庫でお菓子について調べることにした。

　お菓子は女官からの差し入れで食べる程度だったので、あまり詳しくないのだ。

「挿さし絵えがたくさんある本だと、想像しやすくて助かるんだけどあるかなぁ」

　ため息をつきながら、所狭せましと並んだ本ほん棚だなの前で途と方ほうに暮れる。

　どこから手をつけるべきか悩んでいると、扉が開く音が聞こえた。

　リュカリスは振り返って驚く。久しぶりに見る顔だったのだ。

「フーゴ！　こんにちは。なんだかご無ぶ沙さ汰ただったけど、元気そうでよかったよ」

「お久しぶりっす。王女サマも相変わらずそうっすね」

　亜麻色の前髪をかき上げると、憂鬱そうな琥こ珀はく色いろの瞳があらわとなった。

　フーゴの片かた腕うでにはいつもの帳面が抱えられており、またぺらぺらと開いている。なにか書きつけるのを眺ながめつつ、リュカリスは首をかしげた。

「君も書庫で調べものかな？」

「自分は助すけっ人と要よう請せいされたんで来ただけっすわ。まったく、書記官使いが荒い皇族で困ったもんすよ。子飼いの密みつ偵ていにでもやらせてほしいっす」

「……助っ人？」

　リュカリスは目をぱちくりさせてしまう。

「面倒っすけど、王女サマの料理本探しを手伝うっすよ。面倒っすけど」

「ありがとう！　助かるよ。私、お菓子にも書庫にも縁えんがなくて困っていたんだ」

「安定の精神力っすね」

　やはりアルトゥールがフーゴを派は遣けんしてくれたのだろうか。

　いずれにせよ、冥めい府ふで神に会った心地ここちである。

　そんなやり取りをしながら、リュカリスはフーゴにご教示願った。

「できたらお菓子の挿絵がある本がいいんだけど、どうかな？」

「あー……それなら、確かここらへんがちょうどいいんじゃないっすか」

　指し示されたのは、大判の書物がおさまった棚である。

　フーゴはその中の一冊を取り出すと、リュカリスに渡してくれた。

「挿絵に色づけされているヤツなんで、参考にするにはいいと思うっすよ」

「色づけまで！　至いたれり尽つくせりだね！」

　すごく想像しやすそうだ！　リュカリスはさっそく本を開いてみた。

　一つのお菓子の紹しよう介かいに二頁ページほど割さいて、右に手順、左に大きく完成形の挿絵が色づきで載っている。フーゴの言う通り、とてもわかりやすい。

　リュカリスはしばらく読みこんでみてから、いつの間にか引っぱり出した籐椅子に腰かけているフーゴを仰あおいだ。

「あのさ……砂糖を使わないお菓子ってないのかな？」

「ほぼないっす。砂糖は贅ぜい沢たく品ひんっすからね。贅沢品だからこそ付加価値があるわけっす」

「なるほど！　……じゃあ、甘くないお菓子はないんだ？」

「あるっちゃあるっすけど、『甘くないお菓子はお菓子じゃない』って某ぼう公爵家が豪ごう語ごするくらいには帝国人は甘党が多いっすよ。甘くない基準も帝国基準なんで、王女サマには充分甘いんじゃないっすか」

「……な、なるほど」

　思わず語気も弱くなるというものだ。前ぜん途と多難すぎないだろうか。

　書記官は帳面を撫なでつけながら肩をすくめる。

「ま、今は皇后でも食べられるように、甘さの中にも苦みの感じられる菓子を探求しているらしいっすけど」

「うーん。ここまでくるとお菓子でなくてもいいような気がしてくるけど……お菓子研究では第一人者の公爵家でも難航しているんだよね？　ということは、『甘いもの嫌いだから苦みのあるお菓子』っていう発想自体から離れた方がいいのかな」

「──へえ、着眼点はよさそうっすね」

　面おも白しろそうに笑うフーゴを、リュカリスはじっと見つめた。

　気のせいでなければ含みを感じる。なにか知っているのだろうか？

「フーゴ、もしかして皇后陛下がなにを好んでいるか知っているの？」

　迂う遠えんに探るという芸当はできないので、直球で訊いてみる。

　すると、フーゴはにんまりと口角を吊り上げた。

「自分は助っ人であって救世主ではないんで、お答えできかねますっすわ」

「そっか、確かにこればかりは答えを教えてもらっちゃダメだよね。自分で考えてみるよ！」

　にっこりと笑って気を取り直すと、「やーっぱこうなるっすよねぇ」と書記官がぼやく。

「殊勝な王女サマになら手がかりを渡せって言われてるんで、一つだけ」

「……ん？　なんだか言い方的に、アルトゥールに頼まれたって雰囲気じゃないね」

　そう。フーゴの口ぶりからして、アルトゥールよりもっと上の立場の人間から命じられたような──しかし、彼は帳面を振って笑うだけだ。

「手がかりは、お茶会！　だそうっす」

「お茶会ってこの間、皇后陛下を招かせていただいたヤツのこと？」

「さあ？　自分は知らないっす。ただ、洞どう察さつ力りよくが肝きもだそうっすよ」

　嘯うそぶく書記官に、リュカリスは思案する。

（洞察力が大事ってことは、皇后陛下の様子で気になったことから導き出せばいいのかな）

　あの日のことを思い返してみる。

　まずは、すれ違った皇后から漂ってきた甘ったるい匂い。

　公爵令嬢のアマーリアから教わった作法の一つだが、一流の淑女ならば香こう水すいにもこだわるそうだ。そこから考えると、あの匂いは皇后の硬こう質しつな雰囲気に合っていない。

　次に、『甘いものに興味がない』と言った時にしかめられた顔。

　苦手な甘いお菓子を勧すすめられたせいとも考えられるが、甘さが控えめだという焼き菓子を食べた時にも眉をひそめ、ひと口だけ手をつけてやめた。

　あとは、焼き菓子を口にする際のフォークさばき。通常の食事でも使うが、お菓子はまた食べ方が異なるはずだ。今思えば手て馴なれていた気がする。

　一つ一つはたいしたことのない引っかかりだ。けれど、合わさると違うものが見えてくる。ここから推論を導き出せるとしたら──リュカリスは呟く。

「まさか──お菓子が苦手なのは、フリ……？」

「やっふー！　これで自分はお役御ご免めんっすね！　じゃ、そういうことで！」

「へっ!?」

　気づいた時にはフーゴは嬉き々きとして片手を挙げ、書庫から姿を消していた。

　な、なんという素す早ばやさだ。引き止める間さえなかった。

　しばらく呆然としてしまったが、これは進展があったと言ってもいいのではないだろうか。もちろん、リュカリスの推論が当たっている保証はないが、一考の価値はある。

　そう思い、リュカリスは料理本を抱きしめたままアルトゥールの私室を訪ねた。

　叩音ノツクをすれば、いつものように出迎えてくれる。

　見慣れてきた白衣を追いかけ、リュカリスは椅子に腰を下ろす。

「忙しいところにごめんね。お菓子のことで君の意見も聞きたいと思ったんだ」

「……菓子？　俺もそんな詳しいわけじゃないんだけど」

　眉をひそめる彼に、まばたきを繰り返す。

「そうなの？　さっき少し手助けしてくれたフーゴが、帝国人には甘党が多いって言っていたから、アルトゥールもそうなのかと思ったよ」

「…………フーゴ？　あいつが、アンタの手助け？」

「うん、この本をオススメしてくれてね。すごく見やすくて助かったよ！　それで、ちょっと気になったことがあってさ」

　リュカリスはそう前置きしてから、書庫での出来事を語った。

　黙って聞いていたアルトゥールはしばらく眉間を押さえ、長息する。

「──意図は読めないけど、だいたいはわかった」

「私の考え、アルトゥールはどう思う？　この仮定が正しかったら、皇后陛下はなんらかの理由で甘いものが好きだということを隠したいんだろうし、晩餐会で見るからに甘いお菓子を出したら傷つけてしまうよね」

「野生の勘か、〈星騎士パラデイン〉の勘かわからないけど、アンタの本能には、時々感服するよ」

「えへへ、そうかな？」

　褒められたと思い、照れ笑いを浮かべたら、アルトゥールは力が抜けたようだ。

「はぁ……まぁ試ためすだけ試してもいいだろうな。菓子なら甘かろうが苦かろうが、どうせ皇后はひと口食べたら残すのが常だし。間違っていても損はない賭かけだ」

「この場合、皇后陛下のお菓子はどうすればいいんだろう？　一見苦みが強そうだけど実は甘いお菓子とかにできたら、推論が当たっていた時も気き兼がねなく食べられるかな？」

「俺の専門は菓子じゃないから答えようがない。訊くなら──」

　アルトゥールはそこまで言いかけて、むっつりと黙りこんだ。

　見るからに嫌いや々いやなのが伝わってくるが、ぼそぼそと呟く。

「……オーフェルヴェーク家の人間に訊いた方が、役に立つんじゃないの……」

「あ！　そうか、アマーリアか！　確か明日作法を教えに来てくれるから、その時に頼んでみるよ。彼女も博識だもんね」

「さんざん罵ののしられておきながらそう言える脳みそが、俺には心底理解できない」

　彼はふるふると無言でかぶりを振ってから腰を上げた。

「俺は研究に戻る。アンタも、むやみに目立たなければ好きにすごしていいから」

「ああ、中断して相手してくれていたんだもんね。いつもありがとう！　私もよさそうなお菓子はないか、もう少し調べてみるよ」

　読書は苦手だが、料理本なら眠ねむくならなかったのでがんばれそうだ。

　リュカリスはいったん部屋に引き上げて、もう一度最初から読み返す。

　そしてある頁の表題を指先でなぞった。

「トリュッフェルトルテ……舌の上で溶とけるような食感……」

　挿絵では見るからに甘そうだが、手順表に『ふんわりと泡あわ立だてた卵らん白ぱくに、苦味のあるショコラーデを加えた土台スポンジを焼き上げる』という一文を発見したのだ。

（これにうまいこと手を加えたら、苦そうに見えるけど甘いお菓子ができるんじゃ！）

　リュカリスはごくりと喉を鳴らす。

　帝国人なら、このお菓子が見かけによらず甘さ控えめなことは知っているはずだ。……アマーリアが来たら相談してみよう。

　まだどう転ぶかわからないが、見通しが立ってくると心が沸わき立たつ。

　それは戦闘に際する血湧わき肉躍おどる感覚とは似て非なるものだ。

（私でも、役に立てたらいいな）

　晩餐会を成功させたいという気持ちをあらたにして、日々はすぎていった。







　そして──とうとう晩餐会当日。

　今回はリュカリスも自ら、準備に奔ほん走そうしていたせいか、あっという間に当日を迎えた気分だった。目録を再読してから、姿見に映る自身を確認する。

　帝国に来てからというもの、騎士服より着る頻ひん度どが多かったおかげか、キトン姿も板についてきた気がした。リュカリスは太ふと腿ももあたりを触ってから笑う。

「……装備も問題なし、と」

「装備って、アンタ……いや、もうなんでもいいや」

　正装に身をつつむアルトゥールはどこか遠くを見ていた。哀あい愁しゆうを感じる。

「えっと、招待客はいま応接間で待機しているんだよね？」

「そうだよ。……アンタは余計なことを考えず、特訓したことを実行すればいいから」

「う、うん！　アルトゥールやアマーリアが教えてくれたことをがんばるよ！」

　戦場なら微み塵じんも緊張しないのに、こういう場はやはり慣れない。

　それでも己おのれを鼓こ舞ぶしていたが、頰にひんやりとした感かん触しよくを感じて身をすくめる。びっくりしたが、ひんやりしたものの正体は婚約者の手だった。

　目を丸くして見上げれば、アルトゥールが一度だけ頭を撫でてくる。

「──大丈夫だ、アンタなら」

　耳元に落ちた艶つややかな囁きは、なぜだろう。やけに甘く体に響く。

　すると、心臓がおかしな音を奏かなでた。ドッドッと早鐘を打っている。

　リュカリスは硬直していたが、何事もなかったかのように応接間に向かう彼の背中を見て息を吹ふき返かえす。なんだ今のは。

（こ、殺されるかと思った……）

　本当に死ぬわけがないのだが、息の根を止められるかと感じたのだ。

　しかし、婚約者の暴挙によって緊張が吹っ飛んだことはよかったかもしれない。




　応接間にいた招待客は皇族が三人、オーフェルヴェーク公爵家の当主とその夫人にアマーリア。あとは宰さい相しようといった重臣が四人の、計十人だ。

　アルトゥール曰いわく重要な人物を選んだらしい。

　そして男女で腕を組んで食堂に案内するのだが、先頭のアルトゥールは皇后と腕を組んでいる。次に皇帝とアマーリアが続き、最後尾のリュカリスは弟皇子と歩いていた。

　身長はだいたい同じくらいなので、腕に手を添えるのも辛つらくない。

「リュカリス様は今日も一段ときれいですね！」

　頰を赤らめたナイトにはずむ声で褒められるのも、いまだ慣れなかった。

　リュカリスは表情を選びあぐね、結局笑えみを作る。

「あ、ありがとうございます。ナイト殿下もとても素す敵てきですよ」

「本当ですか？　リュカリス様にそう言ってもらえると自信がつきます」

　弟皇子の無む邪じや気きさを微笑ましく見ていたが、なにやら視線を感じる。

　リュカリスが正面に目を向ければ、不機嫌な顔のアルトゥールがいた。

　きっと心配してくれているのだろう。だから安心させるように親指を立てて笑った途端、「はぁ？」と声が聞こえそうなほど顔をしかめている。

（私はおかげさまで緊張が取れたけど、アルトゥールは大丈夫なのかな……）

　逆に心配になってきた。

　やっと食堂に辿たどり着つけば、控えていた従じゆう僕ぼくが重じゆう厚こうな扉を押し開ける。

　そしてアルトゥールと皇后から順番に入室した瞬間、なぜか悲鳴が上がった。

　リュカリスは殿しんがりにいたので様子がわからなかったが、「大だい蛇じやだ！」と慄おののく大声に、体が動く。ナイトの腕に添えていた手を離し、かわりにキトンの裾をたくし上げる。

「はっ!?」

　隣から驚きの声が聞こえた。

　それを無視して、太腿に巻きついた革帯ベルトに差していた二振りの短たん剣けんを摑み取ると、入り口で立ち止まっている客人たちをかき分け、食堂に飛びこむ。




「──アルトゥールッ！」

「来るな！」




　呼びかけには、切羽詰まった制止が返ってきた。安堵してから、目を丸くしてしまう。

　全長どれくらいだろうか。子供ならひと吞みできそうなほどの大蛇が鎌首をもたげている。いったいどこから忍びこんで隠れていたのかと驚くばかりの異形だ。

　その巨体によってよく窺えないが、アルトゥールが皇后を庇うように立ちはだかって壁際まで後退っていることだけは認識できた。しかし、それだけわかれば充分である。

「リュカリス様!?」

「王女殿下、早くお戻りください！　衛兵、衛兵はまだか！」

　背後のざわめきが大きくなっていくのも構わず、リュカリスは逡巡した。

（アルトゥールたちから気を逸らさないとまずい。なにか、不意を打てたら──あ！）

　アルトゥールにもらった防犯装置を首から提げていたことを思い出す。

　ひらめいたリュカリスは首紐を引きちぎり、伸びていた赤紐を引っ張る。




　──ピ────ッ！




　甲高い音が鳴り響く。ぴくりと反応した大蛇がこちらを向いた。

　大きく顎あぎとを開けたのと、リュカリスが突進したのはどちらが先か。

「フッ！」

　身をかがめた姿勢から、大蛇の横っ面に回し蹴りを叩きこむ。

　大蛇が軽く吹っ飛んだのを確認したリュカリスはすかさず短剣を振りかざす。

「──ギャアアアッ！」

　それは断末魔に似ていたが、当然だ。短剣で顎を貫かれた大蛇は身悶え、尾で大理石の床を力任せに叩く。罅ひびが入ったのが見て取れたので、なんという力だろうと驚く。

　だが、嚙めない大蛇など怖くはない。リュカリスは冷静に暴れ回る大蛇を踏みつけた。

　すると、尾だけが元気な状態になったので、ようやくあたりに目を向けられる。

「すみません、頑丈な網ロープかなにかありますか？　大蛇を縛り上げたいので！」

　入口に固まっている一団に、リュカリスはにこやかに話しかけた。

　しかし、皆一様にぽかんと口を開けるばかりで返事をしてくれない。

「……あの？」

「……お、おまえ……王女の方ではなくて……？」

「え？　うん、私はこう見えてもちゃんと王女だよ？」

　代表して口火を切ったアマーリアの不思議な質問に答えるが、なにやらもどかしそうに見られ、要領を得ないとばかりに首をかしげている。

　次に、人垣を分けてナイトが顔を出す。信じられないといったように翡翠の目を丸々とみ開いている。眉根を寄せ、震える声で訊ねてきた。

「……どういう、ことですか……？　リュカリス様……いつの間に騎士の方と入れ替わって……？」

「入れ替わる……？　よくわからないですけど、騎士って私の普段着のことですか？」

「ふ、普段着ぃ────!?」

　なぜか方々から絶ぜつ叫きようが響く。その間に衛兵たちが大蛇を回収していったが、リュカリスは少し考えこむ。……キトン姿で闘ったのが、まずかっただろうか？

「──今、アンタが考えているであろうことは絶対に違うからな」

　突如思考に割って入った声に、リュカリスは表情を明るくして振り向く。アルトゥールが皇后の背中を支えて進み出てくる。

「アルトゥール！　よかった、無事で！」

「……俺は来るなって言ったんだけど、まぁどっちにしろ無意味だったな」

「大蛇退治くらいなんてことないよ、慣れているからね！　そんなことより、どうして大蛇が食堂にいたんだろう？　お腹なかが空すいていたのなら、かわいそうなことをしたかな」

「容よう赦しやなくぶっ刺さしといて、なにを言っているんだか……」

　そう呟く顔色は悪い。リュカリスが心配になって覗きこんでいると、朗らかな笑い声が聞こえてきた。視線をめぐらせれば、皇帝が緑色の目を細めている。

「さすがは第二王女にして〈星騎士パラデイン〉の称号を得ただけある。天晴あつぱれだ」

「へ、陛下、お待ちください！　〈星騎士パラデイン〉ですと……!?」

「……ほう、あれが例の、有名な……」

「じゃ、じゃあ、あの凜り々りしい騎士の方と、この王女が同一人物ですの……!?　てっきり、双子で……影武者に使っているのかと……胸もぺたんこでしたのに、詐さ欺ぎですわ！」

　アマーリアがなにやら地団駄を踏んで悔しがっている。

　その光景に、アルトゥールが遠い目になっていた。

「まぁそう疑ってかかるよな。……数ヶ月前の俺を見ているようだ」

「影武者とか双子とか、どういう意味だろう？　そういうお芝居でも観たのかな？」

「ああ、アンタはわからないままのアンタでいてくれ」

　珍めずらしく疲れたように笑うので、リュカリスは深く考えるのはやめることにした。

　そんな中で、ナイトだけがまだ呆然としている。

「……同一人物……？　つまり、噓……」

「ナイト殿下、先ほどはお一人にしてすみませんでした。大丈夫ですか？」

　状況もわからないまま放置してしまったことを謝れば、ぼんやりとした翡翠の目を向けられる。恐ろしかっただろうに、弟皇子はうっそりと微笑んだ。

「────大丈夫です、リュカリス様。心配してくれて、嬉しいです」

「いえ！　当然のことです」

「兄様も、母様も無事で、本当によかった。──本当に」

　それだけ言うと、ナイトはおもてを伏せた。前髪で表情は隠れてしまったが、かすかに窺える口許は弧を描いているので、喜びを嚙みしめているのかもしれない。

　慎つつましやかな子だなぁ。リュカリスも微笑んでいたら、皇帝が柏かしわ手でを打った。

「大蛇に邪魔されたが、せっかくの集まりだ。今宵こよいは恐れを忘れ、思う存分に晩餐会を楽しもうではないか」

「……さすが皇帝陛下は神経が図太いですね」

　アルトゥールが皮肉っぽく笑うも、皇帝の意に反対する者はいなかった。

　当初の予定通り、それぞれ席につく。リュカリスとアルトゥールは主催者なので、全員が着席したのを見計らってから一礼する。

　リュカリスは背筋を伸ばしたまま、キトンの両裾をつまむ。それから腰をかがめて微笑めば、食堂が静まり返った。

「皆様、今宵はご参加くださりありがとうございます。ご一緒できることを、心から嬉しく思っております。どうぞごゆるりとお寛くつろぎいただけましたら幸いです！」

　挨拶をすますと、アルトゥールが従僕に目線を送る。彼らは心得たように頷くと、料理を盛りつけた皿を配はい膳ぜんしていく。

　燭しよく台だいや生花で飾り立てた長机に、十種類以上もの料理が並べられていく光景は壮観だ。

　リュカリスたちも腰を落ち着かせた時、一人の従僕が皇后の前にある皿を置いた。

「────これは」

　大蛇に襲われかけた時でさえ蒼ざめながらも無口無表情を貫いていた皇后が、小さく声を漏らす。

　それは、リュカリスが料理本で見つけたトリュッフェルトルテだ。

　気づいたアマーリアが瞳を輝かせ、隣に座るでっぷりとした腹の年とし嵩かさの男も興味を示す。あまり皇后に似ていないが、オーフェルヴェーク公爵その人だろう。

　皇后はしばしトリュッフェルトルテを見つめていた。すると、皇帝が話しかける。

「后よ、おぬしは少食なのだ。菓子だけでも食してみてはどうだ」

「……我が君が、そう仰るのでしたら」

　皇后は蒼氷色の瞳を伏せ、フォークを手に取った。

　つやつやと純じゆん黒こくの光沢を帯びた生地は見た目よりもしっとりとしている。器用にひと口大に切り取ると、皇后は静かに口に運んだ。

　気づけばリュカリスだけでなく、食堂にいる全員が注目していた。

　ゆっくりと咀そ嚼しやくしていた皇后は一瞬動きを止めてから、わずかに目を瞠みはる。またしばらくトリュッフェルトルテを見下ろし────二口目に手を伸ばす。

　食卓に、かすかなどよめきが走るのを感じた。どうやらうまくいったようだ。

「珍しく、気に入ったようだな。おぬしの食も進めば、余も嬉しい限りだ」

　皇帝は言葉通りにこやかで、深緑の双眸は深い慈じ愛あいを帯びている。

　その気遣いに、皇后は言葉もなく皇帝を見据えた。そして、凍てついた表情が氷解する。わずかに口許をほころばせた皇后に、なぜか隣のアルトゥールが息を吞んだ。

「……どうかしたの？」

「…………あの人が笑うのを、初めて見た」

　あのアルトゥールが魂たましいの抜けたような顔をするのだから、相当珍しいことなのだ。

　皇后の笑みを契機に、全員に会話がはずみだす。

　大蛇が現れたことが余興だったかのように盛り上がり、晩餐会はつつがなく幕を閉じた。

（これで終わりかぁ。楽しかったせいか、あっという間に感じるな）

　確かな満足感と、わずかな寂せき寥りよう感かんを覚えたが、手ごたえはあった。

　もっと帝国人に近づけるようにがんばろう！　リュカリスがあらためて決意を固めた時、アルトゥールに腕を引かれる。

「……このあとに、まだ催もよおしがある。退出はするな」

「え、催し？」

　そんなこと、企画にあっただろうか？

　きょとんとするリュカリスを、アルトゥールは珍しく穏やかな眼差しで見つめていた。
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　リュカリスは晩ばん餐さん会かい後に余興があることを知らなかった。

　けれどアルトゥールに促うながされるがまま、皇族たちと一いつ緒しよにバルコニーに出る。

　別のバルコニーからは、他の参加者たちのささやかで楽しげな笑しよう声せいが聞こえてきた。

　雑談を楽しむしばらくのち────それは、起きた。




　最初、リュカリスは銃じゆうの発はつ砲ぽう音おんだと身構えたが、誰だれも泡あわを食う様子はない。

　危険な音ではなかったのか？　そう思って夜空を見回した時、世界が明るくなった。

　──花火とは夜空に咲さく光の花だと、アルトゥールから聞いていた。

　いったいどんな美しい花なのかと想像したものだが、己おのれの想像力は貧ひん困こんだったと言わざるを得ない。

　花の命は短い。刹せつ那なに輝かがやき、精せい一いつ杯ぱい咲さき誇ほこるからこそ美しいのだといわれる。

　大きな音を立てて打ち上がったそれは花の命よりも短く、数すう瞬しゆんにも満たない。

　しかし、たとえようもなく美しい花だった。

　命を燃やして散る流星のように夜空に融とけて消えゆくきらめきが、瞼まぶたに焼きついて離はなれない。

　リュカリスが声をなくして見み惚とれていたら、隣となりに気配がした。視線を向けると、アルトゥールが目を細めてこちらを見ている。まるで猫ねこみたいになにかを観察しているようだ。

「これ、花火だよね？」

「……そうだよ」

「アルトゥールは、こんなきれいなものを作ったんだね」

　そう言って微笑ほほえむと、彼かれは瞠どう目もくした。

「私、ずっと花火を見てみたかったんだ。君の作ったものだって聞いたから興味があったんだけど、本当にすごいよ！　楽しい夜にきれいなものまで見れて、ものすごく得した気分だ」

「…………ふぅん」

　もっと感想を言いたいのに、興奮と感動で、いつも以上に言葉にできない。

　とにかく必死にきれいだということを伝えると、アルトゥールはそっぽを向く。
















　それが照てれ隠かくしであることは、リュカリスもわかっている。だからにこにこしていたのだが、背後から「くっくく」と低い笑い声がしたので振ふり向むく。

　視線の先で、皇后を伴ともなった皇こう帝ていが愉ゆ快かいそうに肩かたを揺ゆらしている。

「……アルトゥールよ、言わなくてよいのか？」

「はっ？　待て、なにを──」

「この余興は、おぬしが企き画かくしたということをだ。……なるほどな、婚こん約やく者しやのために企画したのか。怠たい惰だの仮面をかぶったおぬしらしか──」

「あーっ!?　ふざけるな！」

　突とつ如じよとして上がった怒ど号ごうに、リュカリスはぎょっとした。アルトゥールらしからぬ大声はまた打ち上がった花火の爆ばく音おんにかき消されたが、肝かん心じんの部分は聞こえてしまった。

　優やさしい婚約者は暗がりでもわかるほど顔を真っ赤にし、肩を怒おこらせている。

「アンタ……いい加減にしろよ！　少し敬ってやってれば、いい気になりやがって！」

「敬う？　さような気持ちがおぬしにあったとは、我わが息子むすこのこととは言え知らなんだ」

「タヌキジジイ！」

「タヌキジジイは口が軽い生き物だ。諦あきらめろ。しかし、否定はしないのだな」

「いい加減にしろって言っただろ！　やめろ！」

　そ知らぬ顔の皇帝に、その息子は怒いかり狂くるっている。

　しかし絶句する婚約者の存在を目に留とめると踵きびすを返かえそうとした。咄とつ嗟さに伸のびたリュカリスの手が、アルトゥールの服の裾すそを摑つかむ。

　まただ。また、心臓がぎゅうぎゅうと痛む。それをこらえて呼びかける。

「アルトゥール」

「………………………………な、なに」

　彼は長い沈ちん黙もくののち、視線を泳がせた。

　リュカリスも目を逸そらしそうになったが、澄すんだ菫すみれ色いろの瞳ひとみを見つめ続ける。

　アルトゥールはリュカリスと違ちがって記き憶おく力りよくがいい。

　きっと、星せい王おう国こくで「花火が見てみたい」と言ったことを覚えていてくれたのだ。

　リュカリスが晩餐会のことで頭を悩なやませていたから、ご褒ほう美びのつもりで用意してくれたのかもしれない。ただの想像だが、この慌あわてようからして的外れではないだろう。

　その気持ちが嬉うれしくて、幸せで、なのに苦しくて。どう表現すればいいのかわからない。

　だからリュカリスは思ったことをそのまま口くちの端はに上らせていく。

「あのね……君が婚約者でよかったって心から思うんだ。私のためじゃなくても、すごく嬉しいよ。君と一緒に、もっときれいなものが見れるように私もがんばるね」

「うっ……！」

　アルトゥールは胸を押おさえるとうめいた。これも例の害のない持病の発ほつ作さだろう。

　胸がいっぱいのまま、リュカリスはまだ花火がきらめく空を仰あおぐ。

　すると、前に進み出てきた皇帝が問いかけてきた。

「第二王女よ。おぬしは、余が最初にした問いかけを覚えておるか」

「……あの、戦えるかどうかということですか？」

　質問の意図が読めないが、リュカリスは心当たりを答えた。

　すると、皇帝が珍めずらしく緩ゆるく微笑んでみせる。

「そうだ。……もう一度問おう。おぬしは、祖国と戦えるか？」

「戦いたくないです。どちらの国とも」

「そうか」

　また頷うなずく。皇帝の深い緑の双そう眸ぼうは再び夜空に向けられる。

　しばしの沈黙が流れてから、低く渋しぶい声が続けた。

「……星女王の言葉通りだ」

「え？」

「彼かの女じよは会談の席でこう言っていた。『我が愛すべき子らは有り余る愛でもって戦いくさは恐おそれぬ、じゃが愛ゆえに戦わぬ道を選ぶのじゃ』と不敵に笑っておった」

　隣で黙だまって成り行きを見守っていたアルトゥールと一緒に息を吞のむ。

（母上……）

　心の中で呼びかけ、目をつぶる。永世中立国という理念の根本もそこにある。

　戦せん闘とう民族で、戦うことが好きでも、愛する者が危機に瀕ひんした時以外は武器を取らない。

　武力を鍛きたえるのは、強くなければ護まもれないものがあるからだ。弱者はただ蹂じゆう躙りんされるしかないが、強者であれば選せん択たく肢しが増え、戦を遠ざけることができる。

　矛む盾じゆんしているかもしれない。けれど、リュカリスはその理念を愛していた。

「それで、私を試ためされたんですか」

「その通りだ。いったいどんな回答が返ってくるのかと思ったが、納なつ得とくした。……戦を起こすことは、誰でもできる。だからこそ、事を起こす前に回かい避ひできるのが一番いい」

　しみじみとした声こわ色いろだった。

　以前、リュカリスがアルトゥールに言ったことでもある。

　兵へい法ほうでは、戦わずに勝つこと、いかに争いを避さけるかがもっとも重要視されると。

　言うは易やすく行おこなうは難かたしで、道は険けわしい。この政略結けつ婚こんの目的である『星王国人への偏へん見けんをなくし、少しでも戦の火種を消す』ことができるよう努められるか……他にも不安要素はある。

　けれど、リュカリスはなにも心配していない。皇帝も口角を持ち上げていた。

「おぬしらならばその道を模も索さくしていけるだろう」

「……ありがたきお言葉です、皇帝陛へい下か」

　いつもの癖くせで敬礼しそうになったが、微笑むだけにとどめた。

　アルトゥールと一緒なら、どんな困難も乗のり越こえられるはずだ。

（本当に、君が私の婚約者でよかった）

　その気持ちをこめて照れ屋の婚約者に笑いかければ、やっぱり顔を背そむけられた。

「ふふ」

「…………うるさい」

「まだなにも言ってないよ」

　ふてくされたアルトゥールの横顔をにこにこと見つめる。

　その時、明るい未来に思いを馳はせるリュカリスは、注がれる不ふ穏おんな眼まな差ざしに気づかなかった。

　まるで嵐あらしの前の静けさのように、美しい花に彩いろどられた夜は静かに終わろうとしていた。


〈Ｆｉｎ〉













あとがき






　こんにちは、隙あらば女装とツンデレをねじこむ業を背負った朝前あざきみちるです。今回も異装とツンデレ成分は満タンであります。

　書きたいことが多すぎて、自分でもどこにいきたいのかよくわからなくなった結果、二巻のプロットはかなり迷走し、さらに原稿データが吹っ飛ぶ悲劇にも見舞われ、あまりの衝撃に躁そう状態に突入しかけましたが、なんとかここまで導いていただきまして五ご体たい投とう地ちするばかりです。どの方角でも足を向けて眠れません……。

　そんなわけでリアルでも波は瀾らん続きでした『男装王女の華か麗れいなる輿こし入いれ』二巻です！　応援してくださったみなさまのおかげでまたお会いできまして嬉うれしいです！

　前回触れられなかった本編について書いていこうと思います。

　今回、一巻ではヒーローが引きこもりすぎてほぼなかった異文化交流with帝国編になります。シスコンにかわって新たなセ○ムという名の某ぼう天才皇太子ががんばっていたので、そんなに異文化交流してないかもしれませんが、『装備：恐怖の身内』のターンです。

　リュカリス視点だと深刻にならないため、一人だけ作画が違う次元に迷いこんだ感じですが仕様です。まさに神経の太さがナイロンザイル（ただし火にも鋭えい角かくにも強い）。

　かわりにアルトゥールが「頭が痛い……鬱うつだ……」と死んだ魚の目をしながら踏ん張っているので、せめてみなさまにかわいがっていただけたらヤツも救われると思います。

　そういえば意外と愉ゆ快かいなシスコン兄弟を気に入っていただけたようで嬉しいです！

　今回シスコン成分控えめですが、リュカリスが「楽しいな！」とはしゃいでいるころ、知らない間に出しゆつ立たつされていたことで星王国の宮殿が半壊したのは間違いないです。

　ほか、舞台が変わったことで新キャラも増えました。

　ツンドラ皇后、チョロイン令嬢あたりでしょうか。

　あとは……ここのところ必死すぎて、書こうとしていた裏話を忘れた次第でありますが、二巻は前ぜん哨しよう戦せんなので、三巻でいろいろと動きが見えてくるかと思います。

　というわけで、謝しや辞じで締めさせていただきます。




　お世話になりっぱなしの、担当Ｕさん。一巻に続いてありとあらゆる面でご迷惑をおかけしてしまい本当にすみませんでした……！　担当さんのおかげでここまでこれました。もっと計画的に生きられるようにがんばります……。

　そして執筆中美び麗れいすぎるイラストでパワーをくださった椎しい名な咲さ月つき先生。一巻に引き続きありがとうございます！　今回も遅筆すぎてご迷惑もおかけしましたが、想像以上のリュカリスたちを描いていただき感謝の気持ちでいっぱいです。

　そのほか、校正者さんにデザイナーさん、印刷所さんに書店さんなど、ありとあらゆる方面から本作を支え、携たずさわってくださったすべての方々に心より感謝を捧げます！




　最後に、本書を手に取ってくださった読者のみなさま。

　ここまで目を通してくださり本当にありがとうございます！

　二巻はいかがでしたでしょうか？　嚙かみ合わない二人の輿入れまでの物語を、少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。

　そしてお手紙やご感想などもくださり、本当にありがとうございます。お手紙へのお返事は遅くなってしまって申し訳なかったですが、大切に保管しております。

　私の宝物です、重ねてになりますがありがとうございます。

　もしご感想などありましたら、またぜひ聞かせていただけたら小こ躍おどりします。

　初めてこのご挨拶を書けますが──三巻でまたご縁があることを祈ってます。





今日も炭酸がうまい、とある春の吉日に　朝前みちる（@azaki_m117）













電子特典　星王国は今日も平和です！









　──かつて、次期星女王を勝ち取った王女がこう約したという。




『国のため、民のため、すべての覚悟はできておる。じゃが──最初の男だけ、わらわに選ばせろ。さすれば、あとはおぬしらの希こいねがう通りに契ってやろうぞ』




　基本的には、王族の婚姻に夢も希望も──なにより愛もないことだ。

　けれど何事にも例外はつきものである。その例外の話をしよう。
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　キーリ・ヴァング・アルビレオのその日の朝は静かだった。

　いつもだったら練兵場の方角から異父妹の元気な裂帛れつぱくが聞こえてくる頃合いだというのに、今日はいったいどうしたのか。

　不審に思いつつも、まずは身支度を整える。

　華やかなキトンを着こみ、手際よく薄化粧を施す。さすがに侍女に手伝わせるほど悪趣味ではないため、すべてキーリ自身の手で行っている。

　いつもの美しい女装姿になったか姿見で確認したキーリは、かわいがっている異父妹の私室に向かう──が。部屋はもぬけの殻で、異父妹はいない。

　即座に私室を飛び出し、次に貴賓室がある南翼に移動すれば悟らざるを得なかった。

（やられた！）




「──おらぁ！　なんだこの張り紙！　ふざけてんのか！」

　怒り狂うキーリは執務室の扉を蹴りつけていた。

　扉に貼りつけられた羊皮紙には『本日休業。苦情はカリオスへ』と、宰相の胃痛が爆発しそうな一文が書かれている。ちなみに謁見室の扉にも同じ張り紙があった。

　遠巻きから女官たちのすすり泣く声が聞こえる中、ぼんやりとした声が降って湧く。

「……キーリ、うるさい」

「息を止めて、キーリ」

　横目で確認すれば、なにもかもそっくりで、神秘的な雰囲気をまとう双子が立っていた。

　双子の異父弟妹──シモンとテオドラは煩わしそうに顔をしかめている。

　キーリは二人の見分けがつかないが、どちらがどちらでも同じなので重要ではない。

「今はクソ双子の相手をしてる場合じゃねぇんだよ！　……ここにいるってネタが上がってんだ！　リリスと、ついでにあの腐れ皇太子はどこにいる！」

「──リリス姉様？」

　双子の片割れの目に生気が宿る。キーリの行動にやっと興味を持った様子だ。

　もう片方と手を繫ぎ、仲よく囀りだす。

「そういえば……姉様の声、聞こえない」

「リリス姉様、静か」

「姉様が寝坊なんて珍しい」

「ぐっ……おかしいとは、おかしいとは思ったんだ……！」

　寝坊の一言に、キーリはびくともしない扉の破壊工作をいったんやめる。

　握りこぶしを作って震えれば、双子は「うわ」と引いた顔で互いに抱きついた。

「あのリリスが！　お前らと違って素直すぎて噓もつけない俺様の妹が！　いっくら出立の日にちを聞き出そうにも『キーリ兄上、旅支度楽しいね！』って笑顔の一点張りで！　うんそうだな楽しいよな！　でもそうじゃねぇんだ！　俺様の妹バカわいいって癒やされている場合じゃなかったぜ……！　宰相どもが手を回さないわけがなかったんだ……！」

「こわ……」

「変態、ダメ、絶対。リリス姉様にお触り禁止」

「姉様に近づくな、変態」

　情緒不安定すぎる異父兄からすかさず距離を置き、双子は無表情のまま罵倒する。

　しかし叫ばれた内容にハッとしたようで、双子は囁き合う。

「キーリの頭はヤバイ、でもリリス姉様の声がしない。これは確か」

「今日は一度も聞こえないの、姉様の声が。それに出立、内緒だって……つまり──」

　この異父弟妹も感づいたらしい。ぼんやりとした瑠璃色の目が次第に潤んでいく。

　いつもの異父姉の気を引くための演技でないことはあきらかだ。

「姉様、もう、いない？」

「そんな、リリス姉様」

「ふぇええ！　やだぁ！　姉様、いるもん！　出かけているだけだもん！」

「ぼ、ぼくだって……でも、でも……うええええ！」

　二人は抱き合うように崩れ落ちると、声を上げて泣きはじめた。

　今にも寝転がって駄々をこねそうな双子に、キーリは眦を決する。

「うるせぇ！　俺様の前で泣き喚こうが、クソ双子になんざ同情しねぇぞ！」

「キーリ、きらい！」

「機微の欠片もない！　呪われろ！」

　一瞬にして涙が消し飛んだらしい双子が抗議してこようと、知ったことではない。

　キーリはもう一度扉を蹴り飛ばしてから、歯軋りする。

「今ならまだ追いつくかもしれねぇだろ！　まずは経路を確かめねぇと……国境で止めるんじゃ遅い！　あの腐れ皇太子が手を出さねぇとも限らねぇ！」

「そんなの、確かめなくたって────あ」

　双子のどちらかが小さく声を上げた。

　急速にあたりが冷えこんでいく。室内だというのに粉雪がちらつきはじめれば、キーリは表情を繕ってから振り返る。視線の先には一人の男が立っていた。

　襟足だけ伸ばした銀朱色の髪は癖一つなく、吹きこむ風に毛先を弄ばれている。切れ上がった瑠璃色の目は鋭く研ぎ澄まされ、整っているが冷ややかな面立ちによって、見る者に酷薄な印象を与えるだろう。今は二十六歳のはずだが、見た目は二十歳のころからまったく変わっていない。

　この男こそ、リュカリスの同父兄たる第一王子──ゼノン・ディオ・アルビレオである。

　同じ両親を持つだけあって二人の造形はよく似ているが、表情のあり方で雰囲気は真逆な同父兄弟だった。

　ゼノンはこれみよがしに顔をしかめている。大方、久しぶりの帰還だからと星女王に挨拶するつもりでいたのだろうが──いつもながらタイミングの悪い男だ。

「あぁら、ゼノンちゃん。しばらく顔を見ないうちに、また不老に磨きがかかったんじゃないかしらぁ？」

　キーリが科を作って挨拶すれば、兄弟たちの存在を無視して目的を果たそうとしていたゼノンが睨みつけてきた。忌々しそうに吐き捨てる。

「その薄気味悪い話し方はもとより、私に話しかけるな。下等生物が、身の程を弁えろ」

「はは、その下等生物に万年負け続けているのはどこのどいつ～？　うふふ、弱者は黙って地べたに這いずっているがいいわぁ！」

　高笑いして踏ん反り返ってやると、案の定嚙みついてきた。

「図に乗っていられるのも今のうちだ。貴様ごとき、次の決闘で下してやる！」

「あなたの次っていつのことなのかしらねぇ。百年後～？　さすがの不老のあなたでも死んでいるんじゃないのぉ？」

「はわわ……」

　一触即発といった第一王子と第二王子の対決に、双子は身を寄せ合って手を握りしめている。先ほどまで嗚咽を漏らしていた女官たちも散り散りになっていた。

　八つ当たりはここまでにして、キーリは本題に入る。

「ゼノンちゃん、あたくしの手紙を読んだから帰還したって様子じゃなさそうねぇ」

「なぜ私が貴様の文など読まねばならない。すぐさま燃やしてやったわ」

　異父兄が鼻を鳴らし、冷笑を浮かべる。

　そろそろ天真爛漫なリュカリスと同じ血が流れているのか疑わしくなってくるが、とりあえず脛を蹴り飛ばしてやった。相手はびくともしなかったものの、瞬時に殺気が飛ぶ。

「貴様……！」

「あなたが遅いせいで！　遅いせいで……！　リリスちゃんがぁ……よよよ」

　キトンのドレープで目元を押さえれば、ゼノンの表情に殺気以外の感情が浮かぶ。

「リリス？　……愚妹がどうした。それと、アレを気安く呼ぶな」

「遅速極まりないあなたの許可なんていらないわよぉ！　あなたが遅いせいで、リリスちゃんの輿入れが決まっちゃったんだからぁ！　ほんっとうに使えねぇ男だなお前！」

「はっ……輿入れ……!?」

　いつもなら応戦するキーリの煽りは、右耳から左耳を通りすぎているらしい。

　白目をむいたゼノンは素っ頓狂な声を上げた。それから執務室に突撃する。

　張り紙を目にとめることなく、謁見室の扉を殴打した。

「母君！　母君！　輿入れなど、私は聞いていない！」

「ぜーんぶ、あなたが遅いせいよぉ！　あたくしの手紙をちゃんと読んで、もっと早くに帰ってきてくれてたら、リリスちゃんだって心変わりしたかもしれないのにぃ！」

「……キーリ、物はいいよう」

「姉様に嫌われたくないから、汚れ役、ゼノンに押しつけようとしてた」

「変態さすが腹黒い」

　双子がこそこそとなにか言っているが、キーリはそ知らぬ顔を貫いた。

　すると、今の今まで沈黙を保っていた謁見室の扉が開く。

　相変わらず年齢不詳な星女王メーデアが、胃を押さえる宰相を伴って現れた。

　星女王はゼノンを見つめると、蕩けるような笑みをひらめかせて抱きしめる。

「おお！　わらわの愛い子、ゼノンや。久しいな。修行はどうであったか？」

「修行は恙無く……いや！　そうではなく、母君！　輿入れとはいったいどういう」

「そのことかえ。あの子にも役目をやろうと思うてな。ふふ、よき案であろう？　近々帝国で婚礼を挙げるじゃろうし、そなたも祝福しに行ってやってくりゃれ」

　嫣然と笑う母に、ゼノンは絶句している。虚を衝かれたせいか、舞っていた粉雪がやむ。

　その光景を、キーリは目を眇めて眺めてからため息をつく。

　キーリには堅く閉ざされていた扉が、ゼノンの登場一つであっさりと開いた。

（相変わらずの依怙贔屓だな、この星女せいじよ）

　星女王は平等だ。国を想い、民を愛する心は人一倍だし、そこに噓偽りはない。

　だが────何事にも例外はある。

　彼女は自身が唯一愛する男との間にできた二人の子供には、そうと悟られない程度に甘い。他の子供にも情はあるだろうし、キーリ自身も愛されていないとまでは思わない。

　ただ星女王としての損得勘定なしに二人には幸せになってほしいと願っているらしいことに、随分昔に気づいた。まぁ当人たちにとって、その選択が『甘い』かは置いておくが。

「帝国……？　この私の妹が……帝国に……!?」

「あー、やっぱりあなたは憤死寸前になるわよねぇ」

　呆然と呟くゼノンの顔色は悪い。それから楽しげな星女王に食ってかかる。

「戦士ですらない小童に、アレをくれてやるというのですか!?」

「なにも剣だけが戦う手段ではないぞ。あの皇太子とならば、リュカリスも上手くやれるじゃろうて。ゼノンが憂うことはなかろう」

「……これまで母君の選択に否を唱えたことはない」

　低くうなるような声だ。

　ゼノンは鼻持ちならない矜持の強い男だが、星女王たる母親には従順だった。星女王の強さを尊敬しているがゆえであることは、語らずとも伝わってくる。

（……本当、こいつは自分の認めた相手だと態度が違ぇな）

　第一王配を迎える時、星女王は大反対に遭ったそうだ。次期星女王に決まった際の宣誓とあわせ、全員叩きのめして頷かせたというが、リュカリスが無能力者だとわかった時にも「あの第一王配との子供だから」という空気が流れた記憶がある。

　異父兄は両親の正しさ──なにより妹が無能力であることは瑣末だと証明するために、王位と強さにこだわっているのだ。それゆえにこれほど張り詰めて余裕がない。

　もちろん、ゼノンが敵たるキーリに素直に話したわけではない。似たようなことを、舌戦の中で言われたから当たりをつけているだけである。

　かといって、キーリも王位を継ぐために生きてきた。次の決闘でも叩きのめすだけだ。

「しかし、こればかりは私は認めない。今すぐアレを連れ帰る！　……カリオス、ただちに愚妹の居所を教えろ！」

「おやおや」

「あ、ああ……やはり、こうなるのですね……」

　ゼノンに摑みかかられた宰相は遠い目になっている。

　これで異父妹の移動経路がわかるならしめたものだ。キーリはほくそ笑む。

（くっくく……破談になって、こいつもリリスに嫌われたら最高の顚末だぜ……）

　キーリとて、最初からリュカリスを妹としてかわいがっていたわけではない。

　当代の星女王メーデアは七人の王配を迎え、子供は八人いる。

　七人目の王配との間に子供はできなかったが、強さを競うには充分な数が揃ったことで、星女王は王配を迎えることはなくなった。見るからに複雑な家族関係だろう。

　決闘による王位継承制度もあって、兄弟仲も良好ではない。

　そんな中、リュカリスだけは確かに他の兄弟と違って「あにうえー！　あにうえー！」と素直に呼んで慕ってくれる姿は微笑ましかった。が、それだけだ。

　なにをしたって中途半端な出来損ないで、よく泣く異父妹を鬱陶しがる気持ちの方が強かった。子供だろうが、弱いヤツに興味はない。強さこそすべてなのだ。

　しかし──美しい髪を切り落とし、騎士団への入団を宣言してから異父妹は変わった。

　短くなった髪を初めて見た時は、さすがに兄弟全員が悲鳴を上げたものだ。

『ゼノン兄上！　リュカリスは強くなります！』

『……貴様が？』

『はい！　兄上にほこりに思ってもらえるような、りっぱな騎士になってみせます！』

『ハッ』

　嫌味ったらしく鼻先で笑われようとも、リュカリスはにこにこと同父兄を見ていた。

　無能力者として生まれついた異父妹に興味を持ったのは、それからだろう。

　あの時、リュカリスは『もう泣くのはやめます！』とも言っていた。実際に、あれほど泣き虫だった異父妹は泣かなくなり、代わりによく笑うようになった。

　関わるうちにあまりのバカわいさに絆され、「妹を嫁にほしけりゃ俺様を倒せ」という気持ちしかなくなったので、死んでも嫌われたくない。

　他の異父兄弟も似たようなものだろう。

　殺伐とした兄弟関係の中で、それだけリュカリスの存在は光り輝く清涼剤なのだ。

（だっていうのに、こいつがリリスに一番心を許されているとか理不尽極まりねぇぜ）

　ゼノンが帰還するたび、鬱陶しがられ足蹴にされても「兄上！　兄上！」と稽古をつけてもらうために後をついて回るのだ。正直あまりの羨ましさに血涙が出る。

　つまり──微塵も隠してない希望だが、ゼノンは目障りなので嫌われてほしい。

　いいお兄ちゃんは自分だけで充分だ。しかし、そんなキーリの思惑は打ち砕かれる。

「ゼノンは気に食わぬかったかえ。残念じゃのう。ま、手遅れじゃがな」

「────手遅れ？」

「リュカリスたちはもう国境を目前にしているはずよ。今さら追ったところで無駄であろうな。ほほ、楽しい婚前旅行のはじまりよ」

　星女王は飄々と言ってのけると、広げた扇子で笑みにゆがむ口許を隠す。

　噓なのかもしれないが、その子供たちは一様に口を半開きにして啞然とする。

　それから沈黙が流れてしばらく、声にならない悲鳴が上がった。




「～～～～～～～～～～～～～～っ！！！！！！！」




　続けて、やっと人語を話せるようになった双子がじたばたと地団駄を踏む。

「やだぁ！　吊るせばよかったんだぁ！　みーんなキーリが悪い！」

「埋めればよかったんだ！　ダメ皇太子なのに姉様を取った！　役立たずキーリ！」

「取られてないもん！　ばか！　リリス姉様はぼくのだもん！」

「ぼくの！」

　普段は仲のいい双子が取っ組み合いをはじめる。

　どさくさに紛れて罵られたキーリはうつむき、体を震わせていた。そして呆然と立ち尽くすゼノンの胸ぐらを摑み上げる。その形相にはお淑やかさの欠片もない。

「こんの××野郎がぁ！　肝心な時に留守とか、お前はそれでも長男かよ！　使えねぇなぁ！　それでよく俺様を負かすとか言えたもんだぜ！」

「星の声は異変がなければ騒がないことすら、低能たる貴様は記憶もできないのか。そもそも文などという不確実なものに頼る貴様に非がある、伏して詫びろ！」

「はぁあああっ？　決闘なんて待ってられるか、今日ここでお前を泣かす！」

「よかろう、表に出ろ。貴様を冥府に叩き落すのは、この私の役目だ！」

　買い言葉に売り言葉。

　やおら〈星装ネフエロマ〉をまとった兄弟たちは暴れだす。

　兄弟が一堂に会した段階で臣下たちは避難済みなので、この近辺にいる部外者は星女王と宰相だけである。

　壁は抉られ、床には亀裂が走る。雪は吹き荒び、業風によって調度品が巻き上げられれば、ついでとばかりに天井が吹っ飛ぶ。匠の技より見事な吹き抜けの完成だ。

　小さな嵐にもめげず降り注ぐ月明かりに、星女王は目を眇める。飛んでくる破片はすべて扇子で打ち落としてから微笑んだ。

「子供は元気が一番、戦士は宮殿を壊すくらい強ければちょうどよい。愉快よのう、カリオスよ。このネタでしばらく遊べそうじゃな」

「は、はははは。……ある意味、脳筋一族でようございました」

　危惧していたリュカリス輿入れの妨害工作は避けられそうだ──今のところは。

　宰相は相変わらずしくしくと痛む腹部を押さえて、乾いた笑い声を上げる。




　──今日もアルビレオ星王国は平和である。





〈Ｆｉｎ〉
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